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プロローグ１　棺の前の少年少女







　ピシャリピシャリと舞い落ちる

　血の雨ピシャリ　ピシャ　ピシャリ




２００３年　５月　ドイツ領グローワース島　バルシュタイン城──礼拝堂




「ねえ、子し爵しやく様」

　それは、この国ではありえない言葉だった。

　１９１８年のワイマール共和国の成立以降、ドイツより実質的に爵しやく位い制度が廃止されたが──それ以前に、元よりドイツには存在しないはずの『子爵』の称号。伯はく爵しやくと男だん爵しやくの中間を示す筈はずの爵位はこの国には無く、代わりに副伯、宮廷伯、城伯、辺境伯、方伯など──『伯爵』の称号が幅広く扱われていた。

　このような歴史を持つ国の古城の中で──その単語は繰り返し呟つぶやかれる。

「子し爵しやく様、教えてください」

　荘そう厳ごんな礼拝堂の中では、二人の子供が祭壇の前に立っている。子供と言っても、15歳さいになるかならないかという年頃の少年と少女だ。

　少年がそわそわしながら見守る横で、少女は眼前にある大きな箱に向かい、存在しない筈はずの爵しやく位いを呟つぶやき続ける。

「子爵様。レリック君達は、何い時つこの島に帰ってくるんですか？」

　敬語になりきっていない言葉だが、それでも子供の声からは相手に対する尊敬の念が籠こめられているのが解わかる。畏い敬けいではなく、純粋に相手を信頼した上での敬うやまい方だ。

　ただ──彼女の眼前に人の姿は無い。そこにはただ、祭壇と子供達の間に置かれた──純白の棺ひつぎが置かれているだけだった。

　天窓からは強い日差しが差し込んでおり、棺に反射した光が子供達の目をしばたたかせる。

　少女の言葉に対する返事の声は無く、礼拝堂には爽さわやかな静寂が流れるのみ。

「そうですか……いつ帰ってくるか解らないんですか……でも、いつかは戻ってくるんですよね？」

　誰と話をしているのか、少女は尚なおも礼拝堂の中で言葉を紡つむぐ。一緒にいる少年もそれを特に疑問に思う事無く、少女と同じく、祭壇の前の棺に目を向けていた。

「よかった……私、このままレリック君と一生会えなくなるんじゃないかと思って……」

　やはり何者かと会話をしているように少女が呟くと、その後に続くように、少年が大きな声をあげた。

「あ、あの！　子爵様！　ええと、その……フェレットが戻って来たら……そそそ、そのッ！　フェレットと、あ、いや、娘むすめさんとの交際を──」

　少女よりも１、２歳年上だろうか。その少年が何やら浮わついた言葉を叫ぶと──

　ピチャリ

　──小さな水音が響いたかと思うと、次の瞬間、少年の体は礼拝堂の床にひっくり返っていた。まるで目に見えぬ何者かに投げられたかのように、綺き麗れいな弧を描いて床に叩たたきつけられたのだ。

「お兄ちゃん！　……子爵様！」

　少女は兄の方を心配そうに振り返った後、何を思ったのか、物言わぬ棺の方に非難の声を浴びせかける。

「い、い、いいんだヒルダ。これは兄ちゃんと子爵様の問題だから」

　妹を手で制しながら、少年は力強く立ち上がって棺に向かう。

　そして、何かをじっと見つめた後、少女と同じように、やはり奇妙な台詞せりふを紡ぎ始めた。

「ええ、解っています！　最終的には彼女と僕自身の問題ですとも！　ですがどこかの諺ことわざに『将しようを射んとすればまず馬から』という諺が──い、いえ、決して子爵様が馬という事ではなくてですね！　とにかく何が言いたいかというと！　フェレットとの交際を……え？　娘むすめを呼び捨てにするなって……い、いや、ほらそこはそれです。将来の生活を今からシミュレートというか……ええッ!?　そんな奴やつに娘はやれんって！　酷ひどい事を言わないで下さい！　娘さんの将来を親が束そく縛ばくする気ですか!?　い、いやそんな、お前が言うなって言われても！」

　まるで一人芝居をしているように、大げさな身振りと共にギャアギャアと喚わめきたてる少年。傍はたから見れば馬ば鹿か丸出しの光景の筈はずなのだが、ヒルダと呼ばれた少女は微笑ほほえみ混じりでその様子を眺めている。

「解ってます！　それはよく解わかってます！　いえ、騎き士しとかそういう事ではなく、男と女として彼女を一人前のレディとしてなんというかその、身も心も守りたいわけで！　……へ？　君の強さを試すってそんな私が子し爵しやく様に勝てるわけないじゃないですか！　ちょッ、まッ……心の準備がまだできわぁぁぁぁぁあぁああああああああ──────────」

　直後、少女の眼前に赤い飛沫しぶきが広がった。

　大量の血が飛び散り、まるで霧の様ように礼拝堂の中を濡ぬらしていく。

　血の海の中に沈む実の兄の姿を見ながら──

　それでも、少女は笑顔を絶やさない。

　まるで人形劇でも見るような、柔らかい表情のままで──

　ヒルダはいつまでもいつまでも、その凄せい惨さんな光景を見守り続けていた。




　日光を浴びる礼拝堂の棺ひつぎ。

　陶とう磁じ器きのように白かったその棺かん桶おけは、跳はね飛んだ血で見る影も無く赤汚れている。

　聖像に見下ろされるその位置で、棺の淵ふちから血が一滴、また一滴としたたり落ちた。




　ピシャピシャ　ピシャリ

　ピシャ　ピシャリ
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プロローグ２　棺の中の少年少女







　赤く赤く、サラサラリ

　血の波小波、サラサラリ







２００４年　４月　日本　横浜市某ぼう所




　僕の家族の話をしよう。

　いや、海辺で星空を見てたら故郷の事を思い出してさ。北海の……イギリスとドイツの間ぐらいに浮かんでる小さな島なんだけど、とても星が綺き麗れいなところだよ。

　青空はどうかって？

　それは良く解わからないや。僕は昼間に空を見た事が無いからね。

　──わかってる癖くせに酷ひどいなあ。いや、怒ってないけどさ。




　そうそう、家族の話だったよね。

　家族といっても、長々と家系の説明や自慢をするわけじゃない。僕の家族は、自分を含めて三人しかいない。それだけの話さ。

　まずは妹──双子ふたごの妹。僕が十数分先に生まれただけで、なんとか兄貴面づらをさせてもらってる。傲ごう慢まんな言い方かもしれないけれど、それで良かったと思う。あいつは自分の心に正直すぎるから、誰かがきちんと手綱たずなを取ってやらないと歯止めがきかないんだ。

　妹はプライドが高いところがあって、人間を見下す癖くせがあるのが玉に傷だけど──あいつはそうして自分を守ってるんだと思う。だから、怒るのはかまわないけれど、あまり憎まないでやって欲しいんだ。名前だけでもう何の意味も無い自分の家柄に、少し特別な血筋。妹は自分が周りと違う事を何より気にしてるんだ。だから、周りに壁を作ろうとするんだ。『私は貴族だ』って自分自身に言い聞かせながら。礼儀正しいのはいいけれど、僕の事を『お兄様』なんて呼ぶんだよ。恥ずかしくってしょうがない。

　……僕だって境遇は同じだ。うん、気にしてるよ。押し潰つぶされそうだ。もし同じ気分を味わっているんだとしたら、それを顔に出さない妹は、実はとても強い奴やつなのかもしれない。




　それと、養と父うさんなんだけど……え？　ああ、母さんは死んだよ。血の繫つながった父さんと母さんは、殺されたんだ。僕と妹が物心のつかない内にね。どういう関係だったのか知らないけど、今の養父さんは、母さん達の仇かたきを討った後に、僕達兄妹を育ててくれたんだ。

　養父さんは──紳士だ。

　僕が持つなけなしの知識では、そうとしか形容できない。

　必要以上に貴族趣味だとかキザだとか、そういうんじゃない。いや、確かにキザではあるんだけど……何て言ったらいいのかな。礼儀にあついのはもちろんさ、品格があるっていうのもある。振る舞いなんかは喜劇に出てくる山高帽ぼうの紳しん士しみたいにオーバーで滑こつ稽けいかもしれない。でも、完全には言葉にできないや。紳士っていうのは男に対する尊敬語だけど……そう、尊敬、尊敬できるんだよ。

　子供が父親を尊敬する感情とは別に、一人の男して尊敬できる。安心できるんだ、養父さんと話していると。それどころか、心にのしかかる重圧を跳はね返してやろうかって気にさえなる。

　全然性格は違うけど、僕は妹も養父さんも大好きだ。

　ああ、照れずに言える。これは事実だからね。




　んー……ええと、困ったな。だからね、何が言いたいかっていうと──

　僕は、家族をとても大切に思ってるし、押し潰されそうだとは言ったけれど、自分の生まれた環境を憎んではいない。悲しくなる時はあるけれど、それは受け入れるべき運命だと思う。

　どんな時に悲しいのかって？

　ああ、それはね、今まさにこの瞬間なんだ。

　自分の血が、どうしようもなく騒ぐんだよ。

　人を好きになると抱だきしめるたくなるような、そんな感覚なんだ。




　……もう、僕が何を言いたいのか解わかったみたいだね。

　じゃあ、はっきり言わせて貰もらうよ。伝えることは二つだけ。

　一つはその、君がとても魅力的だって事。

　二つめは……だからさ、その……君の血を──吸わせてくれないかな。




　大丈夫、痛くしないから。





†






闇の中




「また振られたのですか、お兄様」

　うるさいなあ。どうだっていいだろ。

「相手はお兄様が吸血鬼だと知った上で晩ばん餐さんへの招待を受け入れたのでしょう？　それなのに、いざという時になってお兄様を受け入れるのを拒こばむなんて」

　怖い顔するなよ。本気で女の人をたぶらかすつもりなら、僕の外見はまだ幼すぎるんだ。

　それに言葉の選び方がまずかった。『痛くしないから』はないよなあ。場を和なごませるつもりのジョークだったのに。

「別に普通の言葉でしょう？」

　ああ、フェレットはそういう事に関しては全然うといなあ。まあ、お前がそういうのに聡さとかったら、今頃僕はひっぱたかれてると思うけど。

「私がお兄様に暴力を？　そんな事はありえません」

　……時々、フェレットのそういう態度が怖くなる時もあるよ。今は別にいいけどさ。

　さて、夜明けも近いしもう寝るよ。

「話をそらさないで下さい」

　わかったよ。何の話だっけ？

「連れ込んだ人間の女の話です。お兄様を──宵よい闇やみの貴族であるレリック・フォン・バルシュタインを拒んだのですよ？　殺さないまでも、血が欲しいのならば眼力で操るなり、あるいは力ずくで血を奪ってしまえば良かったのに」

　そんなのは俺おれの勝手だろ。あと、その貴族とか宵よい闇やみとか自分で言うのは止やめろって。小説では良く見かけるけど、自分から名乗るのは恥ずかしくてしょうがない。

「お兄様はもっと自分が下げ賎せんな生物とは違うという自覚をお持ちに──」

　それからもう一つ！　いつもいつもいつも──もう３年ぐらい言い続けてるけどさ、そんなかしこまった言葉を使うなよ。家族なんだからさ。

「家族だからこそです。私が心の底から敬う事ができるのは……私と同じ血を持ち、私の心をかしずかせる事ができるのは、もはや兄であるレリックお兄様しかいないのですよ？」

　だからさ、そういう世の中を血とか家柄だけで割り切るのは止めようよ。人間が人間を最高だと思っているのと同じだよ。お前の言う下賎な奴やつらと同じ考えってことだぞ？

「それを言うならば、私達は下賎な人間と同じ言葉を使用していますし怒りや悲しみの感情も共通のものです！　別次元の問題とすり替えて誤ご魔ま化かそうとしないで下さい！」

　ちぇッ……丸め込まれるとこだよ？　今のは。

　大体さ、お前には僕だけじゃなくて、養と父うさんだっているじゃないか。

「養ち父ち上とて、結局は異なる血の持ち主です！」

　フェレット……怒るぞ？

「う……。た、確かに養父さんは、親としては敬える人かもしれないよ！　だけど……」

　はは。そうそう、そういう砕くだけた感じで話してよ。

「──ッ！　い、今のは少し取り乱しただけです！　もう知りません！」

　怒るなよ。お前が養父さんを軽蔑してるわけじゃなくて安心した。

「……」

　養父さんか。そうか、もう旅に出てから１年もたつなあ。

　そろそろ帰ろうか。養父さんの顔を見たいしね……フェレットはどうする？

「私は、お兄様の意思に従うまでです」

　じゃあ、自由に生きてよ。それが僕の意思なんだから。













プロローグ３　棺の周りの奇人達







　血溜まり日溜まり、ドロドロリ

　闇やみから闇へ、ドロドロ、ドロリ




２００４年　４月　ドイツ領　グローワース島　バルシュタイン城　寝室




「いぃぃぃいザマだぁ」

　豪ごう華かな装飾の施された天てん井じようを仰あおぎながら、長身の青年がねっとりと呟つぶやいた。

　天井だけではなく、その部屋は全体が博物館の如くきらびやかな雰囲気に包まれている。高級な家具や絵画がバランス良く配置され、金持ち趣味のような下品さは感じられない。部屋の中には一切の明かりは灯ともっておらず、星明りに薄らぐ闇が部屋の中に満ちていた。

　ガラス窓から漏もれる月光を背に、青年はわざとらしく両腕を広げてみせる。

「ああ、言うぞ。俺おれは言うぞ。陳ちん腐ぷと言われようが三さん下したの台詞せりふだろうが、言わせてもらうぞ────てこずらせやがって」

　青年は夜だというのにサングラスを掛けており、その奥で切れ長の目をギョロつかせる。骸がい骨こつをあしらったロゴのシャツと黒いデニムパンツを着込み、その上から漆しつ黒こくのレザーコートを羽は織おっている。

　含み笑いに肩を揺らす青年の前には、棺かん桶おけが一つ。その概観は純白で、これといった装飾は施されていない。ただ、表面に赤字で小さく『ゲルハルト・フォン・バルシュタイン』と刻みこまれているだけだった。

「偉そうな名前してる癖くせにザマァねえな……１００億万兆年早ぇ。聞いてんのかよ！　あぁ！」

　楽しそうに叫びながら、青年は棺桶の蓋ふたをゲシリと踏みつける。

　すると──それに呼応するかのように、彼の後ろに一つの影が湧わき出した。

「アハハ、聞こえないようにしたのはヴォッド様でしょ？」

　彼の叫びに答えたのは、道どう化けの様ような格好をした小柄な娘むすめ。年は15歳さい前後だろうか。独特のフェイスペインティングが目鼻の回りに施されており、顔面の下半分は素顔のままだ。サンタクロースのような赤い帽ぼう子しが、彼女を実際の年齢よりも幼く見せている。

「あー、道化」

「はいはい？」

　道化娘が顔を近づけた刹せつ那な、派手に塗られた顔に青年の手刀が突き刺さり、道化のメイクに赤い色が上書きされた。

「ぴきゃぁッ」

「黙ってろ」

　ヴォッドと呼ばれた青年は、道化娘の顔から抜いた手を宙に強く振りつけた。道化娘の血が床に叩たたきつけられるが、元より赤い絨じゆう毯たんには何の痕こん跡せきも残らない。

　手についた血を拭ぬぐおうともせず、ヴォッドは再び棺桶に足を乗せる。

　棺桶には、奇妙な点が一つあった。箱と蓋との境目に何か樹脂のようなものが塗りこめられ、継つぎ目を完全に無くすような形で固まっていたのだ。

「俺おれとお前は長い付き合いだったが、それも今日で終わりだ。なぁ、そうだろ伯はく爵しやく」

　満面の笑みを浮かべるヴォッドに対し、額ひたいから血を流した道化がケタケタと笑いかける。

「アハハハハハッ、ヴォッド様まちがえた！　ゲルハルトは子し爵しやくですよーだ！」

「それは良かったな」

　ヴォッドは振り返りもせずに、道化の喉のどに手刀を叩き込んだ。

「ピキャ……」

　声帯への圧迫により悲鳴が途切れ、そのまま派手に床へと倒れ込んだ。

「ぅぅ……痛苦しいよぉぉぉー」

　血を流す喉から奇声を発し、道化娘がコロコロと絨毯の上を転げ回る。それでもヴォッドは棺かん桶おけから視線を外さず、白い蓋ふたを念入りに踏みにじっている。

「吸血鬼の貴族なんざ、みんな伯はく爵しやくでいいんだよ」

　ヴォッドはそう言って顔を大きく歪ゆがませ、薄く開いた口元から異常に鋭い犬けん歯しを覗のぞかせた。

　それを合図として、部屋の中に人影が増える。赤い絨じゆう毯たんに幾つもの足が並び、道どう化け娘むすめがその合間を器用に転がり続けている。

「ヴォッドさん、あと３時間程で日の出になりますが」

　新たに現れた影の一つが、ある程度の敬意を籠こめて言葉を紡つむぎだした。それは主従関係というよりも、職場の部下が上じよう司しに対して見せるような類たぐいの敬意であり、貴族・王族をイメージさせるこの部屋には似合わない雰囲気を醸かもし出していた。

　発言者の服装は灰色のビジネススーツで固められており、レザーコートのヴォッドや道化服の娘とは大きな違和感を感じさせた。──もっとも、その他ほかの人影も全すべて変化に富んだ格好をしており、部屋の中の集団には全くと言っていいほど統一性は見られない。

「刻限は厳守。さもなくば成績にも響きます」

「上のご機嫌なんざ放っとけ。成績だと？　どうせあいつらは数字になんか表しちゃいねえんだ。日本で会社勤めしてた癖くせが抜けねえのか？　手品師」

　名前ではなく、ただ『手品師』とだけ呼ばれた男は、上司ヴオツドに対して困ったような目を向ける。

「数字に表されないからこそ、上役の心しん象しようは大事にするべきかと」

「黙れよ手品師。俺おれの素人しろうとマジックで手前てめえの首から上を消してやろうか？」

　振り向かぬまま告げられたヴォッドの言葉に、『手品師』は怯おびえるように首を竦すくめる。およそ『手品師』とは思えぬ地味な印象の東洋人で、無機質な顔は若いようにも年を取っているようにも感じられる。

　口を閉ざした東洋人を嘲あざ笑わらうように、周囲の影が気配を増大させる。その中でも特に大柄な影が、窓を遮さえぎるような形でヴォッドへと歩み寄った。

「あのう」

　月明かりが突然途絶えた事に戸惑い、ヴォッドは訝いぶかしげに窓の方へ振り返る。

「オラぁ何すりゃいいすか？」

　そこに立っていたのは、部屋の天てん井じように頭が触れようかという、巨大な肉の塊かたまりだった。

「……。……？　……!?　おぉぁ!?　だッ、だッ、誰だ手前！」

　本気で焦あせった表情を見せるヴォッドだったが、そこに『手品師』の説明が浴びせかけられた。

「ハイ、彼は今日から配属になった新入りでしてイガァッ!?」

「聞・い・て・ね・え・ぞ・？」

　先刻の驚きよう愕がくを誤ご魔ま化かすかのように、ヴォッドは『手品師』のスネを思い切り蹴けりつけた。

「だ、だって、紹介しようとしたら、後にしろって言ったのはヴォッドさんじゃないですか！」

　衝しよう撃げきに涙目になりながら、『手品師』は片足で跳はねて部屋の入口まで退避する。そしておもむろに扉の脇に手を伸ばすと、そこにあった近代的なスイッチに指を這はわす。

　パチリ、という無機質な音に続き──夜の闇やみに包まれていた部屋が、天てん井じようのシャンデリアの明かりで昼間以上の明るさを取り戻す。不気味な雰囲気に包まれていた空気が、高級ホテルのスイートルームのように様変わりする。近代的な光に照らされて、部屋の中の人影達はまぶしそうに身を縮こまらせた。

「ええとですね、彼の名前は──ボォゴォッ」

　言いかけた部下の顔面に、ヴォッドは勢い良く靴の裏を踏み込んだ。哀れな東洋人の体は壁に叩たたきつけられ、追い討ちをかけるように踵かかとの連撃が打ち込まれる。ヴォッドは足を一度も下げる事無く、苛いら立だたしげな声と共に男の顔面をガスガスと攻め立てた。

「明かり点つけんなよ馬ば鹿か！　死ね馬鹿！　ムードぶち壊こわしなんだよ馬鹿！　空気読めよこの馬鹿！　もう少し勝利の空気に浸らせろよこの馬鹿！　死ね馬鹿！」

　右足をジャブのようなスピードで繰り出し、『手品師』の顔面を蹴けり続けるヴォッド。その後ろから、いつの間にか立ち直った道どう化け娘むすめがニパリと笑いかける。

「あー、今『死ね馬鹿』を二回も言った！　それはあまりにも酷ひどいですよ……頭が。ヴォッド様、ボキャブラリー貧困ー」

　ヴォッドは片足立ちのままで器用に振り返り、そのまま少女の頭を踵落としで叩き割る。

「──ッ」

　額ひたいと喉のどの傷口から血を噴出させ、ブリッジのような格好でもがき始める道化娘。

　惨さん劇げきの加害者は血みどろになった二人から一歩離れ、部屋の明かりに照らされた肉ダルマに近づいた。顔面は厚い髭ひげに覆おおわれ、筋肉なのか脂肪なのか判断のつかない肉で全身が包み込まれている。電気仕掛けシャンデリアの下、もっとも部屋の雰囲気からかけ離れている印象だ。

「ええっとぉ、主任のヴォッドさんすよねぇ、よろしくたのんますわ」

　のっそりと話しかける肉ダルマに対し、ヴォッドは片眉まゆを吊つり上げながら言葉を紡つむぐ。

「……でけえな。純粋な怪物タイプか？　つーか、今までどうやって人から隠れてた？」

「はぁ、それはですねぇ」

　言うが早いか、肉ダルマの全身が栓せんの抜けた風船のように萎しぼみ始め──次の瞬間には、一人の少年が現れる。年齢は十歳さい程度だろうか、突然出現したその子供は高級な礼服を身に纏まとっており、ボロを着ていた肉ダルマとは何もかもが対照的だ。

「こういう格好なら、人の街に簡単に隠れられますから」

　声と口調、態度すらもガラリと変えて、ヴォッドに恭うやうやしく一礼してみせる。ヴォッドはその状況を脳内で整理しながら、サングラスの奥の目を静かに細めた。

「手前てめえ……」

「それとも」

　少年が悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだかと思うと、次の瞬間には彼の肉体に変化が起こる。

「貴方あなたにはこっちの方がお好みかしら……？」

　あざとい艶つやっぽさをした女の声がしたかと思うと、少年の体は瞬時にグラマラスな女性へと形を変える。その過程はまるでクレイアニメのような勢いで、泥のように崩れかけた体が、瞬またたく間に別の形状へと再構成する。髪形も目の色も鼻も口も、身に纏まとっていた服さえも──

　その一部始終を眺めながら、周囲の人影から口笛ぶえ混じりのどよめきが巻き起こる。

　だが──、ヴォッドは小さく舌打ちをしながら、美女の喉のどを思い切り摑つまみ上げた。

「!?」

　突然の出来事に『大男→少年→美女』が目を丸くする。

「お前の個性は良く解わかった。理解できた。感心したと言ってもいい」

　ヴォッドはサングラス越しに相手を睨にらみながら、苛いら立ち混じりの声を浴びせかけた。

「……で、本当のお前の姿はどれだ？　言っておくが、『変化を繰り返す内に、本当の自分を忘れました』なんてオチは許さねぇ。そんな記憶力の悪い無能でポンコツなガラクタ蛆うじ虫は、俺おれの部下にゃあ必要ねえ」

　憎悪とも取れる感情の波に気け圧おされ、美女の姿をした何者かは、もがくような表情で窓の方を指差した。

　部屋の中の方が明るくなった為、窓ガラスには室内の様子が鏡のように映し出されている。

　その中に見えたモノと、現在自分が摑み上げているモノを見比べ──ヴォッドは納得いったような表情で女を解放する。

　他ほかの人影もその窓を覗のぞこうとするが──

　美女が強く手を振ったかと思うと、周囲の窓ガラスが、一枚も残らずに砕くだけ散る。

　甲高い音と共に訪れた破壊。美女の手が触れられる事はもちろん、何かを投げた様子も無い。通常ならばその超常現象に群集が慄おののき喚わめくところだが、部屋の中の集団は、全く動じてない。

「なるほど、あれが手前か。これでお前の自己紹介は完了だな」

「あの、まだ、名前を──」

「次は、俺おれが自己紹介する番だな」

　いつの間にか少年の外見に戻った存在の言葉を無視し、ヴォッドは薄く笑って言葉を続けた。

「俺はヴォッド。このチームを仕切ってる。どのみち手前を好こうとは思わねえから、俺の好きな事は教えない。ただ、俺が嫌いな事だけを教えておこう」

　ヴォッドはニコニコしながら軽やかに跳はね上がり、少年の胸にソバットを叩たたき込む。

「ッッッ！」

　肺を強く圧迫されながら、少年の体が背後にある壁まで吹き飛ばされる。常識では考えられない威力の蹴けりを放った男は、何事も無かったかのように言葉の続きを口にする。

「俺の嫌いな事は、部下にナメられる事だ」

　その後は少年の姿を振り返る事も無く──再び白い棺ひつぎの前にまで行って、蓋ふたをギリリと踏みつけた。何か特別な思いでもあるのか、ヴォッドはその棺ひつぎに対して異常な敵意を放っている。

「さてと、続きだ。……思えば、俺おれと手前てめえのつきあいも──」

　棺かん桶おけに向かってしみじみと言葉を吐はこうするヴォッドの背後から、大衆酒場の中のようなざわめきが聞こえてくる。

「すげえ、自在変化できる奴やつって始めて見た！」

「蝙蝠こうもりぐれえならここにいる大半の奴やつができるけどよ」

「服は？　服はどうなってるの？　それも肉体の一部なのかしら？」

「で、貴方あなたの名前はなんていうんですか？」

「お前みたいな奴、アメコミによくいるよな！」

「今はむしろ日に本ほんでしょ？　マンガマンガ」

「ジャパニメーションって言えよ」

「でもその単語って実は日本人が作ったんだろ？」

「ジャップのアニメーションか……自じ虐ぎやく的な連中だよな日本人って」

「名前は……ああ煩わずらぇ、ちったぁ黙れよ手前ら！」

「さっきの美女になってくれよ。服は無しの方向で」

「いや待て諸君！　そんなことをしたら情緒が無くなる！」

　壁に倒れた少年を、部屋に残る人影がチヤホヤするように取り囲んでいる。ヴォッドは棺桶を踏みつける足に力を込めながら、半分あきらめたように溜ため息いきを漏もらす。

「なんッ……で俺の部下はこう問題児ばっかなんだ？　あぁ？　上の連中は俺になんか恨みでもあんのか？」

　サングラスを直しながら愚ぐ痴ちる青年に、血ち塗まみれの顔面を晴らした『手品師』が声をかける。

「だから言ったでしょう、心しん象しようを悪くしてるからですよ」

「うるせえ」

　先刻と同じように、全く無む駄だの無い動きで蹴けりを叩たたき込もうとしたのだが──

「時間です。ヴォッドさんはともかく、我々にはもう遊んでる余よ裕ゆうはありませんので」

　ヴォッドの足は空くうを切り、いつの間にか背後に回りこんでいた『手品師』が囁ささやいた。

「てめッ……」

　歯嚙がみをするヴォッドの前で、東洋人は背広のポケットから一枚のスカーフを取り出した。真しん紅くに染め上げられたその布地を自らの顔面に覆おおい被かぶせ、淡々とした口調で呪じゆ文もんを唱える。

「１ワン、２ツー……３スリーっと」

　３と同時にスカーフを優雅にめくり上げると、そこには痣あざも血も存在しない、東洋人の青白くきれいな顔が復元されていた。

　手品が終わると同時に、ヴォッドは『手品師』の腹部へと拳こぶしを繰り出した。

　だが、その拳は相手の腹から生えた手によって遮さえぎられる。

　ヴォッドは完全に不意を突かれた形となって、その手に対してなすすべも無く拳こぶしを包み込まれてしまった。

「種たねも仕掛けもございませんよ……っと。ハハ、驚きましたか？」

　それは確かに『手品師』自身の腕であり、スカーフを持たない方の腕が、何い時つの間にか袖そでの中から消え去っていた。ヴォッドがスカーフに気をとられている隙すきに、反対の腕を袖から抜いて服の中に潜ひそませていたのだ。

「無理しない方がいいですよ、ヴォッドさん」

　眉み間けんに皺しわを寄せるヴォッドを宥とがめるように、東洋人の顔に営業的な笑顔が浮かぶ。

「貴方あなたは立場的には確かに私の上じよう司しですけど──単に吸血鬼としての実力を比べるなら、貴方はこの中で一番弱いんですから。さっきまでは社交辞じ令れいとして貴方を立てましたが──もう本気で時間が無いんです。我々はお先に失礼させて頂きますよ」

　一切の弱さを感じさせなくなった部下に対し、ヴォッドは喉のどを搾しぼり出すように言葉を発する。

「俺おれは……部下に舐なめられるのが嫌いだと言ったばかりだと思うが？」

「ええ、だからこそやったんですよ。職場改善を求める部下からの、些さ細さいな嫌いやがらせです」

　次の瞬間、『手品師』は指をパチリと鳴らし──自らを覆あおい隠すように背広の裾すそを翻ひるがえした。

　背広の布地は瞬時に数倍の大きさに広がり、まるでマントのようになったかと思うと──次の瞬間『手品師』もろとも、宙に吸い込まれるように消え失うせてしまった。

　その消失を合図とするかのように、部屋の中の人影が次々と消えていく。ある者は床に吸い込まれるように、ある者は空気中に溶け込むかのように、ある者は最初からそこに存在していなかったかのように──




　ヴォッドはその様子を視し認にんする事無く、ただ部屋の中に満ちていた気配が消えていくのを感じ続けていた。

　最終的に部屋に残されたのは、棺ひつぎの前で沈黙を続けるヴォッドと、頭を抑えてコロコロと転がり続ける道どう化け娘むすめのみ。少女の泣き声だけが響く空間の中で、ヴォッドは静かに口を開く。

「おい道化。もういいぞ」

「いたいよう苦しいよぁぁぁぁぁ……え？」

　動きと泣き声をピタリと止め、不思議そうな顔でヴォッドの方を見る。

　少女に視線を返す事なく、青年は棺に目を落としたまま言葉を紡つむぐ。

「もう演技はいい。お前も帰れ」

　無表情なままで呟つぶやくヴォッドに対して、少女は実に悲しそうな表情を浮かべ──それに呼応するように、叩たたき割られた頭も、顔や喉に付けられた傷も、流れ出た血液さえも──まるで霧のようにぼやけ、綺き麗れいに消えていく。傷が治ったというよりは、まるで傷口の回りの肉が一度分解し、即座に再構成されたかのように。

　完全に元の姿に戻った道どう化け娘むすめに対し、ヴォッドは静かに呟つぶやいた。

「とっとと行け。霧む化かが得意な手前てめえでも、日光はヤベェだろ」

「……」

　道化娘はしばらく戸惑っていたが、やがて名残なごり惜しそうにうなずき、その場から霧のように消え失うせる。比ひ喩ゆではなく、文字通り全身を霧と化して。

　彼女の体が蜃しん気き楼ろうのようにぼやけたかと思うと──青白い肌の色や顔面のメイク、道化服の派手な色等が混ざり合ったカラフルなもやへと変化し、空気中に溶け込むようにその存在を消し去ったのだ。

　そして部屋には、一人の男と棺ひつぎだけが残される。

　青年は無言のまま、何の表情も無く棺の蓋ふたを蹴けり続ける。

　力の全くこもっていない、弱々しい蹴り。

　拗すねた子供のような仕し草ぐさで、ゼンマイ仕掛けの人形のように、繰り返し繰り返し。

　ガスガス、ガスガス、いつまでも

　ガスガス、ガスガス、ガスガスと
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　窓から日光が差し込み始めた頃──ヴォッドは足の動きをピタリと止め、気分を切り替えるように大きな大きな伸びをする。

　棺ひつぎに目を落とし、口元に爽さわやかな笑顔を浮かべながら、青年は独り言のように呟つぶやいた。

「おい、聞いてたか伯はく爵しやく。手品師の野や郎ろう『貴方あなたはこの中で一番弱いんですから』だとよ。……笑っちまうよな。ああ？」

　大おお仰ぎように両腕を広げながら、ヴォッドは楽しそうに窓際に歩み寄る。

「部下にはなめられ、ガキの道どう化けには同情されてよ……気づかねえとでも思ってたのかよなあ、やっぱガキはガキだ。アホだぜ。……だが、そんなアホに同情されてる俺おれは何だ？」

　先刻割られた窓ガラス。床に散らばるその破片を踏みしめながら、青年は徐々に語気を強めていった。

「ああそうだ、俺は小物さ。認めてやろうじゃねえか。どうしようもない雑ざ魚この有う象ぞう無む象ぞうの馬の骨で、文字通り半人前のみそっかすだよなぁ。お前もそう思うだろ？　伯爵よぉ……だが、手前はそれに負けたんだ」

　部屋に差し込む朝日を全身に浴びながら、ヴォッドは顔に歪ゆがんだ笑いをはりつけ、叫ぶ。

「手前てめえは負けた！　何十年だか何百年だか何千年だか知らねえが、俺よりよっぽど経験豊かな吸血鬼様の手前は、俺に負けたんだ！　力も寿じゆ命みようも手前らの半分もねえこの半鬼半人ダムピールの小物に手前は負けたんだよ！　悔しがれよ泣けよ震えろよ恐れろよ喚わめけよまだだまだまだまだ全然足りねえ、手前もまみれろまみれろまみれろ屈くつ辱じよくの中に、怨えん嗟さの声を俺にはやくはやくはやく聞かせてみせろ。光の届かねえ闇やみの中でもっともっともっと苦しみもがけ！」

　一ひと頻しきり声を張り上げた後、ヴォッドは不意に真顔に戻り、棺かん桶おけの上に腰を下ろす。

「……だがな、伯爵。誤解の無いように言っとくぞ？　俺は別に自分の運命を呪のろっちゃいねえ。親父おやじとお袋ふくろには寧むしろ感謝してるんだぜ？　普通の人間だった親父と、普通に吸血鬼だったお袋。その結果として普通以下の俺が生まれたわけだが──」

　一いつ旦たん言葉を切り、先刻以上に凶きよう悪あくに歪んだ笑みを取り戻す。

「俺は、自分が弱いという事に感謝してる。這はい上がる快感を味わえるからだ」

　楽しそうに声を弾はずませながら、ヴォッドは勢い良く立ち上がって踊るように振り返った。

「そして──この快感は、一度味わったら忘れる事ができねえんだ。だから俺はこれから這い上がり始める事にするさ。伯爵、手前の敗北を踏み台にしてなぁ！　最弱ってのは、最強になるまでの道のりを誰よりも誰よりも長く楽しく味わえるって事だ！　手前はそこで見ていろ、俺が必死にもがいて這い上がる無ぶ様ざまな姿を！　手前はそこで感じていろ！　俺の無様な姿を笑うことすらできねえ、今の自分の惨みじめな惨めな敗北をなぁ……」

　歌か劇げき役者のような長なが台詞ぜりふを終えると、ヴォッドは最後にもうひとつだけ付け加えた。

「俺は、ここからのし上がる。上の連中を殺して逆らう奴も殺して俺を見下す奴はみんなみんな殺して──」

　普通にドアから立ち去ろうとして、ヴォッドは背中越しに止とどめをさした。

「最後に、手前てめえの育ててる二人のガキを殺してな」




　ガタリ




　刹せつ那な、厳重に封をされた棺ひつぎが大きく揺れた。

　緊張した表情になってヴォッドは振り返るが──棺はそれ以上の反応を一切示さず、部屋の中には不気味な静寂だけが残される。

　数拍の後。ヴォッドは今までと違う純粋な笑顔を浮かべ、部屋の電気をパチリと消した。

「ああ、やっと手前の悔しがる様さまが見れた。棺に封じてから３時間、未だに意識があったのは驚きだが──感謝するぜ。おかげで気が晴れた……いやな、俺おれだって本当はこんなことはしたくねえんだ。手前とはサシでケリをつけたかったんだが──上の命令じゃしかたねえ」

　周囲に部下がいなくなったのをいい事に、ヴォッドは堂々と本音をぶちまける。

「なに、安心しろよ。さっきのは噓うそだ。俺が上の連中を始末したら、お前を真っ先にここから解放してやるさ。そして──お前の目の前で、二人のガキを始末する」

　最後の言葉に反応するかのように、棺桶が再びガタリと揺れた。

　くっくと笑いながら、サングラスの青年が外側からドアを閉じる。

「それまでは────あばよ、紳士ジエントル」

　日光の差し込む部屋から、人の気配が完全に絶たれ──後にはただ、沈黙する棺が残されるのみだった。













プロローグ４　棺の外の少女







　赤い涎よだれがピチャピチャと

　口の回りにピチャ　ピチャリ







闇やみの中




　闇の中。そうとしか形容できない空間を、一人の男が走る。

　そこはどこかの屋内なのだろうか、それとも洞どう窟くつか、あるいは月明かりすら無い、暗い森の奥深くなのか──




　おぉぉぉぉ　　おおぉぉぉぉぉぉ　　おぉぉ　ぉぉぉぉおお　　おぉぉぉぉ




　言葉にならない叫びをあげながら、男はただ前へ前へ、闇やみの奥へと突き進む。

　どこかの目的地に向かって進んでいるわけではなく、後ろから迫りくる何かに怯おびえるように。恐怖に突き動かされる足は、人間を遙はるかに越えた動きで闇の中の地面を蹴けり続ける。

　身体からだが恐怖に支配されているなか、唯一男の目にだけは明確な意識が残っていた。

　それは疑念であり、怒りであり、果てしない絶望。

　──なぜ、あんな馬ば鹿かげた存在がこの世に許されるのだ。

　──なぜ、自分がこんな目に遇あわねばならないのか。

　──なぜ、なぜ、なぜ──

　男はそれらの疑問を瞳の中で爆発させながらも、結局は逃げることしかできない自分が腹立たしかったが──その怒りさえも、背後から迫り来る絶望に吞のみ込まれる。

　不意に、暗闇が晴れた。雲の隙すき間まから漏もれ出た月光が周囲を包み込み、森の中の様子がぼんやりと映し出される。

　それまでは完全な暗闇だったはずなのだが、男は密集する木々の間をほぼ直進するような形で走り続けていた。その事実は──男が闇の中で、周囲の環境を完全に知覚することができていたという事を示す。




　ァァァァアアァァアアァァァァァアァァァアァァァァァアァァァァァァァ




　人間離れした男の人間を越えた悲鳴。それは周囲の森の中に衝しよう撃げきのように駆かけ抜け──

　声と身体が一体になったかのように、男の全身が周囲に向けて勢い良く広がった。

　男の全身が影のように黒くなったかと思うと──その体が闇の中に弾はじけ跳とんだのだ。

　鮫さめに襲われた小魚の群れを思わせるが、集まっていたものは魚などではなく、墨ぼく汁じゆうを浴びせられたように全身を黒くした、無数の蝙蝠の群れだった。




　蝙蝠こうもりといっても犬のような顔をしたフルーツバットではなく──鼻が極限まで潰つぶれたチスイコウモリの類たぐいに近い造形をしている。

　しかし、実際にその姿を観察した者は、そのどちらとも違うと首を振るだろう。それどころか、蝙蝠ですらないというかもしれない。

　色が異常に黒すぎるという事も原因の一つだが──肝心な点として、その蝙蝠の目の特徴があげられる。

　男の身体が分散して発生した蝙蝠の群れ──その一匹一匹の瞳は、人間の瞳だった。

　動物に多く見られる黒目がちな瞳ではなく──蝙蝠の身体に無理矢理人間の瞳だけを合成したような生き物だ。たった一つの違和感。たった一つの相違点なのに──見た者の全すべてに異常なおぞましさを感じさせる。

　その『存在』が化け物であることの、吸血鬼であることの証明は、それで十分だった。




　だが──それは待っていた。

　後ろから迫る絶望は、この瞬間こそを待ち望んでいたのだ。

　男の身体からだが完全に形を失い、数十匹の蝙蝠こうもりが森の中に広がりかけた、その刹せつ那な。

　吸血鬼である逃亡者は、背中に強い衝しよう撃げきを受ける。

　変化した筈はずの蝙蝠の全すべてに、その衝撃は次々と──一匹も見逃される事無く降り注いだ。

　傍はたから見るとまるで巨大なシャワーを横殴なぐりに浴びせているかのようだった。蝙蝠達の背中に、『それ』が投げた『何か』が一本も外れる事無く突き刺さっていく。

　ＫＲＫＫＲＫＫＫＲＫＲＫＲＲＫＲＫＲＫＲＫＲＫＲＲｋｒｋｒｋｒｒｋｒｒｒｒｒｒ

　人の耳には聞こえない波長で叫ばれる悲鳴。数十の蝙蝠の口から、それは合唱のように鳴り響く。

　そして次の瞬間には、舞い上がったばかりの蝙蝠達がボトボトと森の中に墜つい落らくしていく。

　────なんッ……なんだ!?　私は今、何に貫かれた？

　バラバラに落ちた蝙蝠達は再集合することすらできず、統一された吸血鬼の『意識』は、必死になって今の状況を把握しようとする。

　分割された体──蝙蝠達の背中に走った衝撃は、そのまま冷たい熱となって腹の先まで貫いている。

　──なんだ、なんなんだ、私は何に貫かれた!?　この色──銀か!?　いや、だが、細胞が滅びていない、落ち着け、落ち着け、意識を集中させろ蝙蝠を再び羽ばたかせろ再集合さえすれば狼おおかみに身体を変える事ができるのにああだがしかし別のものに変化するには一度身体を結合させねば───い、いや、せめて蝙蝠の一匹だけでも逃がす事ができれば────

　迫り来る絶望に対して必死に抗あがらおうとする吸血鬼──そんな彼を嘲あざ笑わらうかのように、彼女は闇やみの中からゆっくりと姿を現した。

　土の上をのたうち回る蝙蝠の群。

　男が考えをまとめる前に、その内の一匹に細い足が踏み下ろされる。足首は細いものの、その先には冬山の登山用を思わせる、厳いかついフォルムの靴に包まれていた。

　──あああぁぁぁぁあぁああぁあああああぁぁあぁぁぁぁぁぁぁ──

　男は痛みではなく、その足の主に対する恐怖で悲鳴をあげる。蝙蝠の姿では人間の声を出すことはままならず、ただキィキィという小さな掠かすれ声が響くのみだった。

　足元に広がる光景を無表情に眺めながら、男にとっての『絶望』が口を開く。

「メルヒルム・ヘルツォーク……様々な能力を操れるが、霧む化かが不可能……」

　淡々とした口調で紡つむがれる情報の羅ら列れつを聞いて、男の意識は更なる絶望に突き落とされる。

　──私の名をどうして。それに、私の『個性』までどうして知っている！

　──なぜ、なぜ人間であるこの女がそんな事を知っているのだ！

　月明かりに照らし出された『絶望』の姿は──均整のとれた顔立ちをした、東洋人と思しき若い娘むすめのものだった。

　メルヒルムと呼ばれたこの吸血鬼は、このたった一人の娘に追い詰められていた。

　人間よりも遙はるかに強い力を持っている筈はずの自分が、普通の人間よりも華きや奢しやとしか思えない眼前の娘に、生まれてこのかた味わった事の無い恐怖を味あわされているのだ。

　耐え難い屈辱の筈であったが、そんな感情はすぐに絶望に打ち消されてしまった。

　──なんだ、この女はなんなのだ！　人間の癖くせに人間の分ぶん際ざいで人間でありながらどうしてどうしてどうして私よりも速く動く私よりも強い力を持つどうして私の力が通じないどうしてどうしてどうして──

　最初は同じ吸血鬼ではないかとさえ思ったが、目の前にいる娘からは人間の匂においしかしてこない。

　──ヴォッドのようなダムピールかとも思ったがそれにしては強すぎる！　なんなのだどうしてこんな奴やつが現れたのだもう少しなのにもう少しで研究成果に辿たどりつけるのにそうすれば我我のランクがもう一つあがる筈だったのに、民話や伝承に近づく夢が適かなう筈だったのにもう少しでもう少しで少しで少しで────

　絶望に吞のまれまいと、必死になって意識の中に別の感情を爆発させるメルヒオル。

　人間でありながら、吸血鬼である自分を死の直前まで追いこんだ女。勝利を確定させた今、一体どんな表情をしているのか。敗者の意識は蝙蝠こうもりの一匹を蠢うごめかせ、相手の顔を人間の瞳で睨にらみつける。

　そして、彼は見た。

　娘の顔に浮かんでいたのは、機械を思わせるような無表情でも、強い怒りの感情でも無く────期待。ただ、何かに期待をする子供のような表情で、目を大きく見開きながらメルヒルムの事を見下ろしている。

　心の中に渦うず巻いていた感情の波を一度止め、メルヒルムの意識を持った蝙蝠が不思議そうに彼女の顔を見返すと、彼女は薄く笑うように目を閉じて、何の前触れもなくこう言った。




「──いただきます──」




　異国の言葉で呟つぶやかれたその言葉。

　メルヒルムは最初なんのことか解わからなかったが、次の瞬間、強制的に理解させられた。

　少女は自分の顔を見た蝙蝠を摑つかみあげると、それを自らの顔の近くに持っていった。




　人間の目をした不気味な蝙蝠。

　瞳を覗のぞき込んでみると、そこには様々な感情が渦うず巻き、奥底に強い恐怖の色が浮かんでいる。

　少女はその蝙蝠こうもりの表情を確認すると──

　ためらう事無く、小さな頭を一気に嚙かみ砕くだいた。

　うれしそうに、とてもうれしそうに。




　──ァァァァアアアアアァァァアァァァアアァァァッァァァアアアアアァァァァァアアァァ

　意識を退たい避ひさせる間も無く、自らの頭を嚙み砕かれる経験をした吸血鬼。

　それは痛みとは別次元の感覚で、喪失感とともに自分の中の何かが際さい限げんなく流出してしまうような激しい力の本流が、一瞬の間に彼の精神に襲い掛かる。

　限界を超える衝しよう撃げきの洪水の中で、彼は最後に彼女の正体に気付き──強く叫んだ。

　──食鬼人イーター──貴様、食鬼人イーターかぁぁぁッ！　人間すら捨てた下等な奴やつに、私が、私が──

　吸血鬼メルヒルム・ヘルツォークの最後の叫びは、蝙蝠達の身体からだから小さな超音波となって周囲に木霊こだまし──誰にも聞きとめられること無く闇やみの中へと染しみ込んでいった。




　１匹目の蝙蝠を食べ終えたところで──彼女の口の回りは赤黒く染め上げられていた。

　彼女はそれに構う事無く、二匹目の蝙蝠に手を伸ばす。

　背中にステンレス製のフォークを突き立てられた蝙蝠達は、今までとは比べものにならないほどの勢いで暴れまわっている。だが、深々と刺さるフォークは彼らの腹に食い込んだままで、自らの番を絶望を味わいながら待ち続ける事になる。

　もっとも、その全すべての意識は一人の吸血鬼のものなのだが。

　それを知ってか知らずか、少女はやはり躊躇ためらいなく蝙蝠の頭を砕き、血を啜すする。

　顎あごの先から血を滴したたらせるその姿は実におぞましくもあるが──月明かりの下で、美しさすら感じさせる奇妙な調和を見せていた。

　それはまるで、絵画に描かれる吸血鬼のように────







[image: １章　棺の回りの狩人達]
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「吸血鬼ってのはよ」

　大柄な男の言葉に、周囲の人間達は静かに息を吞のみ込んだ。

「何も一種類だけじゃあねえんだ。お前らも色んな映画や小説でその面つらを拝おがんでる事だろう。実際に見た奴やつもこの中にゃ当然いるわけだが──いや、面を拝んだ奴は殆ほとんどいねえか」

　男はそこで一息つくと、ニヤリと顔を歪ゆがませながら言葉を続けた。

「顔を見る前に奴らをぶち消す。それが俺おれらの仕事なんだからな。出来のいい奴程、相手の姿を見ない。ねぐらでイビキを搔かいているとこを棺かん桶おけのまま太陽の下に引きずり出して──ボン」

　男は前に突き出した拳こぶしを大きく開き、何かが爆発するような仕し草ぐさを見せる。

　それを見て、周囲から溜ため息いきのような笑いが漏もれ始めた。

「力のある奴でも太陽を嫌う傾向があるらしいからな。もちろん太陽じゃ滅びねえ奴もいるかも知れねえが──俺達の力の前には無力だ。そうだろ」

　男はにやりと笑いながら、ある意味非常識めいた結論を述べる。

「吸血鬼ってのは──弱ぇんだよ。伝説や映画で見るのとは、比べものにならねえ程な」




　北海の春にしては些いささか暖かすぎる陽気の中、十数人の集団がカーフェリーの甲かん板ぱんで奇妙な談笑をしている。彼らの大半は観光客風の装いをしているが、彼らの纏まとう雰囲気はどこか一般人とはずれている。

「いや、弱いっつっても人間よりゃそりゃよっぽど強いが──海の中で鮫さめと戦うのに比べりゃ、全然大したことねえって話さ」

　話の中心になっている大柄な男は軍人風のジャケットを纏っており、顔面や手に無数についた傷が、男の素す性じようを物語っている。服の下には更に多くの傷を隠している──他者に対してそのように感じさせる物腰で、顔の方もそれに見合った厳いかつさを湛たたえている。

「まあ、話を戻すけどよぉ。奴らは決して一種類じゃあねえ。肌の色とかそういうレベルじゃねえんだ。国や地域によって吸血鬼の伝承ってのは色々違うんだろうけどよお。まさにその通りだ。空を自在に飛ぶ奴やつもいれば人間より足の遅い奴もいる。蝙蝠こうもりに変化できる奴もいれば、火を噴く奴や眼力で人を操る奴とかよ。流石さすがに映画とかに出てくるみてえに、その全部ができる奴は見た事がねえけどな。どういうわけか知らんが、同じ吸血鬼っつっても一匹一匹が全然違う生き物だと思ってかまわねえ。無論弱点も千せん差さ万ばん別べつ。流れる水が全く平気って奴もいるし、十字架かが怖くねえのにニンニクが嫌いな奴とかな……心臓に杭くいってのも実に有効だが──残念ながらそれすら効かない奴もいる」

　傷の男は笑いながら首を大きく横に振ると、人差し指を立てながら語気を強める。

「奴らの多くに共通するのは、日光が苦手って事だ。すぐに灰になる奴もいれば、ただ弱るだけの奴もいる。だが、弱ったところで粉々にしちまえば──ジ・エンドだ。だから俺おれらの仕事は、昼間の内に奴らのねぐらを漁あさり、グウスカと寝てる蝙蝠野や郎ろうの揺り籠かごを外に優しく運んでやってだな、後はそこに杭を30本程バルカンみてえに打ち込んでやって、後は棺ひつぎごと、ボン。そう、俺らの仕事なんてこんなもんだ。……ああと、こん中で新入りは何人だっけか」

　甲板を占領する一団の中で、眼鏡めがねをかけたひょろ長い顔の男が答える。

「二人っすね、カルギラさん。一人はそこのヴァルっていう兄ちゃんで──」

　眼鏡の視線の先で、20歳はたちを越えるか越えないかという白人の男が軽く手を上げた。

　カルギラと呼ばれた頭とう目もくと思しき男はそちらにチラリと目をやると、眼鏡の言葉を遮さえぎるように口を開いた。

「もう一人は、あの食鬼人イーターのお嬢じようさんか」

「……ええ」

　眼鏡は小さく口籠ごもりながら、船の船首の方に目を向けた。

　そこに立っていたのは東洋人の若い娘むすめで、年齢はどう見ても成人には達しておらず──学生服がよく似合うような幼さの残る顔立ちをしている。

　真っ白いレザージャケットに身を包み、長い髪を後ろで大おお雑ざつ把ぱに纏まとめている。

　カルギラに『食鬼人イーター』と呼ばれたその娘は、集団の輪に入る事無く一人で海を眺めていた。北海にしてはやけに落ち着いた海の色に顔を向けながら、全く感情を感じさせない目を泳がせている。

　異様に青白い肌を潮風に晒さらしながら、もう何十分もその場から動いていない。

　その様子を身ながら、カルギラは小さく鼻を鳴らす。

「フン。随分と気取ってるもんだな。俺おれ達の仕事のおこぼれに預かろうってのによ」

　その言葉に、ヴァルと紹介された青年がオズオズと告げる。

「おこぼれ……？　あの、彼女は……食鬼人イーターって、なんなんすか？」

[image: ]

　青年の問いかけに、集団の空気が微妙に張り詰める。

　面倒くさそうに頭を搔かきながら、カルギラが新入りに向かって静かに口を開く。

「なぁ新入り。俺達の仕事はなんだ？」

「え……そりゃ勿もち論ろん、吸血鬼退治っす」

「そうだ」

　現実離れした青年の言葉に、カルギラは大きく頷うなずいた。

「俺おれ達は傭よう兵へいってよりは、保健所の仕事に近いマネをしてるわけだ。抵抗できない昼間の吸血鬼を相手に、不意打ちして速やかに駆く除じよする。たったそれだけで、安心した町や村の連中、あるいは娘むすめが狙ねらわれたってえ金持ちから……あるいはそういう奴やつらに泣きつかれた色んな宗教の教会から、魅み力りよく的な報酬がたんまりもらえる。そうだな？」

「はい」

　彼らは別に公的な機関では無く、商売として吸血鬼を『駆除』している集団だ。闇やみに隠れて事を行う秘密組織などではなく──彼らは堂々とゴシップ系の新聞に広告を出しており、インターネット上にはホームページまで公開している。

　彼ら──自称『異界福祉公社６６６支部』は、ウェブ上では吸血鬼退治用のニンニクスプレーや杭くいと木き槌づちのセット、東洋人向けには鶏にわとりの血で書いた呪じゆ符ふなどを通信販売しており、それを見る者は誰もがジョークの類たぐいとして受け取っている。だが、洒落しやれで買う客は想像よりも遙はるかに多く──事実、その売り上げだけでも年商数百万に達するぐらいだ。

　だが──彼らからすれば冗じよう談だんでも何でもなく、ごく普通に、便利屋のような感覚で吸血鬼退治を請け負っている。彼らは普通に商売をしているが、その所在地は常に転々としており、決して一箇所にとどまるようなマネはしていない。まるで、何者かの襲撃に怯おびえるかのように。

「世の中の連中は誰も俺達を疑わない。これがなまじリアリティのある内容の商売だと、詐さ欺ぎだ誇大広告だで煩うるさく言われるんだろうけどよお、『吸血鬼退治』までぶっとんだ看かん板ばんを掲げると、これがかえって世間様に受け入れられちまうもんなんだよ。『６６６』なんて今更な数字をこれ見よがしに掲げてるのもその為だ」

　カルギラは楽しそうに笑いながら、周囲の人間達に白い歯を見せる。

「で、本当に吸血鬼の脅威に晒さらされて──教会に行っても警察に行っても病院を紹介されちまうような有様になったかわいそうな連中が、藁わらにも縋すがる思いで俺達を頼るってわけだ。最近目が虚うつろになった娘の首筋に、赤い点が二つあった……ってえ親父おやじだったり、母親が蝙蝠こうもりと夜な夜なエロイ事をやってるのを見ちまったガキだったり、あるいは自分以外の家族が全員おかしくなっちまったってケースとかな」

　そこまで大げさなのは今までねえけどなと言って、カルギラは自じ虐ぎやく的な笑いを浮かべる。

「俺達の営業の見せ所は──その藁に縋ってきた奴から、どうやって金を多く搾しぼり取るかよ。そいつがガキだったら、まずはその親に吸血鬼の存在を信じさせる事から始めなきゃなんねえからな。その家が貧乏だったら自治体に、それもダメならその地区の教会に、だ」

「教会って……キリスト教にはもう俺達みたいなのいるんじゃないんすか？」

　ヴァルの言葉に、カルギラはチッチと指を横に振る。

「確かにいるかもしれん。それどころか、世の中には裏で俺達みたいな事をやってる連中は山ほどいるさ。無論国家だってそうだ。アメリカやロシアの連中なら、一匹ぐらいは吸血鬼を捕まえて実験とかしてるかもしれねえな。だが、俺達の知ったこっちゃない。教会だって同じだ。俺おれ達と同じような連中が無料で色々サービスしてるのかもしれねえが──全部にゃ手が回らない。回りっこない。それだけ吸血鬼の数は多いんだよ」

「それにしちゃ、世間の中じゃ全然迷信ですよね、吸血鬼って」

「そうでもねえぞ？　ＵＦＯや幽霊を信じないって連中でも、吸血鬼の存在は信じるって奴やつは結構いるんだ。まあ──さっきも言ったが個体によって全然性質が違うからな。吸血鬼とは名ばかりで、人間の血を吸わない奴もいるし、南米の方にゃ家畜の血ぃばっか吸ってエイリアンと勘かん違いされてるアホもいたな」

　それを聞いて不思議そうな顔をする新入りに対し、カルギラは質問される前に言葉を返す。

「だがな、関係ねえんだよ。人間の血を吸おうが吸うまいが。ぶっちゃけその吸血鬼が実は人間の味方だろうが優しい奴だっただろうが関係ねえ。ぶっ殺せば金が入る。それだけだ」

「でも、気分悪くないすか？　そういうの」

「だから昼間に不意打ちで殺すんだよ。相手の顔を見ないようにってのもその為だ。中には絶ぜつ世せいの美女の吸血鬼や、可愛かわいい餓が鬼きの格好をした吸血鬼だっているわけで、それが実際『私は敵ではありません、信じてください』なんて言ってきてみろ。それが真実であれ噓うそであれ、情がわいちまう奴は必ず出てくる。だから──相手がいい奴か悪い奴か知る前にぶっ殺すんだよ」

「理り不ふ尽じんな話っすね」

「例えいい奴だったとしてもだ、居場所が俺らに割れる時点で間抜けな人生を送ったって事だ。たとえ被害がなくても、住民が気味悪がってうちの会社に通報した時点で──ジ・エンドってわけだ」

　安物の葉巻に火をつけながら、カルギラは澄み渡った青空を仰あおぎ見る。

　彼の表情には特に愉ゆ楽らくも憐れん憫びんも無く、ただ商売人として事実を告げているという感があった。

「今回のケースみてえにな」

　そこで話をひと段落させると、ヴァルが思い出したように口を開く。

「あの、私の質問の答えになってないような……」

「あん？　お前なんて質問したんだっけか？」

　本気で忘れている表情の『部隊長』に対し、新しん米まい隊員が困ったように口を開く。

「ですから！　あの東洋人の女っすよ！　あの女はなんなんすか！」

　それを聞いて、思い出したように目を開き、葉巻の煙を大きく吐はき出す。

「あ、あーあーあー、忘れてた、すまん」

　カルギラは葉巻の煙を一ひと際きわ大きく吸い込むと、船の揺れに快楽を感じながら言葉を紡つむぐ。

「まあ、俺らの仕事は吸血鬼を狩って金を得る事だが──それが目的じゃねえ奴もたまにいるってこった。宗教的な義務感とか純粋な正義感でもなくてな。その最たる例があの女だ。船せん首しゆにいる女はなぁ……食鬼人イーターっつって、俺らの同業者の中にもたまーにいるんだけどよお……」

　一度言葉を区切ると、肺の中の煙を全すべて吐き出した後に、淡々と告げる。

「食うんだよ。吸血鬼をな」




「──え？」

　何を言われたのか解わからないというように、新入りが周りを見渡した。だが、十数人いる男達は誰もが目を逸そらし、何人かは嫌悪感の籠こもった目で船せん首しゆの女を見つめている。

「呪じゆ術じゆつっていうか──狂信的な連中でな。吸血鬼に血を吸われるんじゃない。吸われる前に相手の喉のどを切り裂さき、そこに唇くちびるをあてがうような連中だ」

「どういう……ことっすか？」

　意味が吞のみ込めない様子の新入りに対し、カルギラはただ、事実だけを告げる。

「吸血鬼の肉を食い、血を飲み干し、滅ぼした後の灰を水に煎せんじて飲むんだよ。そうする事によって、吸血鬼にならないままで吸血鬼の力を手に入れようってのさ」

　５秒ほど時間をかけて内容を嚙かみ締めた後、新入りのヴァルは先刻までとは違う目つきで、船首に立つ女の方に目を向ける。

「そんな事──可能なんですか？」

「さぁな。俺おれも一度灰で試した事があるが、無理だった。やっぱ血が一番いいらしいがな──どうやって吸血鬼の目を覚まさずに、血だけ頂くってんだ？　昼間に日光の下でってか？　日光があたってりゃその場で灰になるし、日陰なら次の瞬間に返り討ちだ。だが、あの女は業界でも有名な奴やつでよ──蝙蝠こうもりや狼おおかみには変身できねえが、怪力と瞬発力だけならマジで吸血鬼並みだ。実際あいつが動くところを見りゃ、お前だって話を信じずにはいられねえぞ」

　カルギラの目に浮かぶのは、僅わずかな嫌悪と──そして恐怖。

「解わかるだろう、新入り。俺達は別にあいつの力を忌いみ嫌ってるわけじゃねえ。どうやって滅びの前の吸血鬼から血を飲んだのか──その方法が解らねえから恐ろしいのさ。噂うわさじゃ、俺らみてえな連中を30人罠わなに嵌はめて、それと引き換えに吸血鬼から血を貰もらったってぇ噂があるぐらいだしなあ」

　実際、可能性としては『日光を浴びても灰にならないタイプの吸血鬼』から、弱った所を力づくで吸ったという手もあるのだが──それを結論として安心するには至らなかったようだ。

「もっと単純に力が欲しいなら、奴らと同類になりゃいいのさ。純潔のまま血を吸われてな。だが、食鬼人イーターの道を選んだ奴やつはもっと性質がわりい。何せ、吸血鬼の弱点を持たないままで、力だけを得ようってんだからな……ヴァンパイアハンターなんてもんが実際にいるとしたら、それは伝説みてえなダンピールハーフとかじゃねえ。ああいう──姑こ息そくで狡ずる賢がしこくて、その上で根性があるやっかいな連中さ」

　葉巻を甲かん板ぱんに押し付けると、カルギラは静かに話を締めくくった。

「それこそ、吸血鬼みてえにな」




　今回の『仕事』が決まった時──どこで聞きつけたのか、『同行させて欲しい』と言って、新入社員の募集現場に一人の少女が現れた。

　そこは開かれた荒野の真ん中で、一本だけ通った道路の先に、果てしなく広がる地平線が見える。周囲には小さなドライブスルーが一軒あるだけで、その横には一台のバンが停められている。

　これといった特徴の無いバンの運転席から──カルギラは奇妙なものを見るような目つきで、窓の外にいる少女の身体からだを観察する。

　東洋人だという事は一目で解わかった。少女というには発育の良い体つきをしていたが、服の隙すき間まから見える手足に無む駄だな肉はない。何か猫ねこ科の動物を思わせるような、しなやかに鍛きたえられた筋肉を纏まとっている。

　薄手の白いジャケットを羽は織おっているが、その下は薄いタンクトップ一枚だけだ。

　本来なら口笛ぶえの一つでも吹くようなところだが、少女の顔はまだ幼さが残り、感情を抑制したような瞳でカルギラの事を見つめている。その不気味さが、カルギラに彼女を女として見る事を戸惑わせた。──どちらにせよ、カルギラが情動を抱いだくには年が僅わずかに足りなかったが。

　そんな奇妙な雰囲気の少女が、カルギラに向かってたどたどしい英語を紡つむぎだす。

「あの……もう一度言います。グローワース島の吸血鬼退治──私にも、手伝わせて下さい」

　カルギラは最初は冗じよう談だんだろうと思い、車から降りて追い返そうとしたのだが──。

「おいおい嬢じようちゃん。何ど処こでこの場所を聞いてきた？　うちのネットにハッキングでもしたか？　まあ、ネタがネタだから冗談だと思ってもしょうがねえが、悪いが観光じゃねえん……ぁあ？」

「わかってます」

　次の瞬間、少女の声はカルギラの背中側から聞こえてきた。

　運転席から足を下ろした瞬間は、確かに車の前側にいた。だが、気が付いた時には少女の姿は消えており──音を立てる事もなく、彼の後ろに回り込んでいたというわけだ。

　抑よく揚ようの少ないおとなしそうな声が、まるで殺し屋の死刑宣告のように感じられる。

　たった一度の瞬まばたきの間に背後に回りこんでいた娘むすめを見て、カルギラの全身に恐怖が走った。

「わかってるから、来ました」

　──吸血鬼!?

　だが、時刻は当然ながら昼間であり、空からは肌がチリチリする程の強さで日光が降り注いでいた。彼の知る限り、日光の下で弱体化しない吸血鬼は存在しない。本来、伝承の中で吸血鬼は日光の下を歩いたりする描写もあるが──実際に彼が見てきたのは、全すべて夜の中に生き、太陽を避けて暮らす者達ばかりだった。

　──文献も当てにならねえもんだぜ。

　カルギラはそう言って仕事を続けており、部下に『もしも──日光が平気な奴が出てきた時はどうなるんすか？』という問いに、『そのときゃ、全員支配されるかゾンビになるか、それとも血を吸われきって、薬にもならねえ臭くさい干ひ物ものになるかだな』とだけ答えた。

　実際そんな奴やつは存在しなかったし──存在するならするで、恐らく自分達の事など相手にもしないだろう。無論、こちらから相手にする気も無い。そういうのは、国の秘密組織でもヴァチカンの秘密部隊にでも任せておけばいいのだ。カルギラはそういう考えの持ち主だった。

　自分達はあくまで隙すき間ま産業なのだ。決して背伸びをしない範囲で、弱点のはっきりしている奴を殺して金を貰もらう。そう割り切っているはずなのだが──

　その全すべてをぶち壊こわす存在が目の前に現れ、今はカルギラの後ろに立っている。

　本当に吸血鬼だとしたら、日光の下でも今の早さで動けるタイプの奴だとしたら──自分はもう御終おしまいだ。その結論に至り、押し殺した悲鳴の代わりに滝のような汗が流れ始めた。

「私は貴方あなた達の仕事を邪じや魔ましないし、協力もする。ただ、同行させて欲しいだけです」

　淡々と、感情の無い声で呟つぶやく少女の声に、カルギラは精一杯の胆たん力りよくを搾しぼり出す。

「誰だ──誰だ手前てめえ。目的は何だ」

　単純な問いかけに、返ってきたのは抑揚の無い──静かな強さを滲にじませた言葉。

「木き島じま閑しず音ね。日本人。16歳さい」

　最後の言葉は、そのまま彼女の目的を表していた。

「────食鬼人イーター」





†






　海の音に混じり、背後からは自分を恐れる声と視線が突き刺さる。

　そうした声を耳に入れながら、木島閑音は静かにその目を閉じた。

　──聞こえないつもりなのか、それとも、これみよがしなのか……。

　──いや……本来なら聞こえない筈はずなんだろう。人間ならば。普通の人間ならば。だが私は違う。だから聞こえるんだ。聞かなくてもいい事まで、聞きたくない事まで。

　白いレザーを羽織った娘むすめは、その声を意図的に聞き流す事にした。船に乗る前は涼しげな声で自分をナンパして来たヴァルという青年が、今では怯おびえを含んだ声で自分の事を話している。

　もっとも、ナンパされた時も完全に無視で押し通したので、今更避けられたところでなんの損も無い。他ほかの社員──いや、駆く除じよ隊員達も総じて自分の事を嫌っているのが解わかるが──それは彼女にとって何の障しよう害がいにもならない。

　──自分で選んだ道なのだ。後悔は無い。

　閑音が吸血鬼を滅ぼそうとした理由は、単純だが確固たるものだった。

　復ふく讐しゆう。最初はただ、それだけだった。




　北陸の小さな山村で暮らしていた彼女の前に現れた吸血鬼。

　吸血鬼に対する知識も備えも覚かく悟ごもなかった彼女の前で、その存在は小さな破壊を行使した。

　たった二つ──それは、たった二つだけの小さな丸い傷だった。

　弟の首筋に付けられた、たった二つの傷跡。

　それが、彼女から全すべてを奪い去った夜の始まりだった。




　小さな村で山火事が起きた夜。二十二人が焼死体となって発見されたその事件は、ほんの一ヶ月ほど日に本ほん中を震しん撼かんさせ──それ以上は何も起こらなかった。

　司法解剖によって『全員が死んだ後に焼けている』という事が判明し、週刊誌などがこぞって『津つ山やま三十人殺しの再来か』などと書きたてたが──明確な死因が解わからなかった為に、他殺とも判断されずに迷めい宮きゆう入りとなってしまった。

　そして──山火事から難を逃れた10歳さいの少女も、マスコミから顔を隠すようにその姿を消し──今は、グローワース島行のフェリーに乗っている。




　彼女が吸血鬼を狩る側に回ると決意した瞬間──彼女が求めたのは単純な『力』。

『食鬼人イーター』としての道を選んだ彼女にとって、今回のような孤立感は十分に慣れている事であり、今更何を思う事も無い。ただ、彼女は──人間の声自体が嫌いだっただけだ。

　自分の事を何も知らない人間が、恐れや怯おびえや嫌悪、時には慰めや同情といった類たぐいの言葉が自分の周りに飛び交う事。それが忌いまわしくて仕方がなかった。

　──ああ、この世に声も言葉も無ければいいのに。ただ、行動だけで全すべてを示す事ができればいいのに──

　最初に吸血鬼の血を飲んでから６年が経たつ。

　力を得る為の──吸血鬼を全て滅ぼす為の力を得る為の最短距離。それが食鬼人イーターだと知った。

　それから１００匹以上の吸血鬼から血肉を簒さん奪だつし、滅ぼした後にはその灰すらも取り込んだ。

　最初の数匹は騙だまし討ちや協力者に頼ってなんとかしていたが──10匹ほど食らった後は、自分一人の力で十分だった。

　己の力を振り絞り、相手を押さえつけてその腕や喉のどに食らいつく。相手は人間である自分の反撃と力に驚きよう愕がくし、それは次第に恐怖へと変わる。

　その瞬間を見るのが、彼女にとって何よりの快感であり──生きがいであった。

　最初にその快感を味わった時──彼女は気付く。

　復ふく讐しゆうを快楽として感じている自分は、既に人間では無いのだろうと。

　月明かりの下、杭くいを刺した吸血鬼が灰に転じていくその上で──彼女はしばしの絶望を味わったあと、閑音は小さく笑っている自分の顔に手を置いて、もう一つ気が付いた。

　吸血鬼が自分に滅ぼされる瞬間の顔──恐怖と絶望と驚愕、そして、『何な故ぜ自分が？』という疑念の入り混じった表情──

　それが──かつての夜の自分と、同じ貌かおだったという事に。




　何匹も殺した。滅ぼした。

　存在する限り、何匹も何匹も何匹も。

　ただ闇やみ雲くもに狙ねらいを定めるのではない。今の自分が確実に勝てるという相手から順に──自らの経験と力を磨く為に、必要以上に相手を吟ぎん味みしながら。

　それはもはや復ふく讐しゆうとは関係なく、何か見えない力に突き動かされているかのように。

　──いや、それは噓だ。見えない力ではない。確かに見えているものだ。私を突き動かしているのは私自信なのだ。見えない筈はずなどあってたまるか。

　吸血鬼を滅ぼし続ける理由は、自分が自分であり続ける為だ。そう考えて今の自分を正当化させようともした。

　だが、それが全すべて誤ご魔ま化かしであると、吸血鬼を滅ぼす瞬間の快感と共に思い出させられる。

　そんな事が繰り返される内、彼女はそれについて考えるのを止やめた。どのような結論に辿たどりついたところで──自分が止まらない事を知っていたからだ。

　──確かに自分は化け物だ。忌いみ嫌われて当然なのだろう。

　彼女はそう思う一方で、後方にいる駆く除じよ部隊の事を忌いま々いましく思う。

　──私は解わかっているからいい。そう思う権利も自らを蔑さげすみ罵ののしる権利もある。だが、あいつらはなんなのだ。何も知らない奴やつらが、あてずっぽうで自分の事を蔑んでいる。何も知らない癖くせに。まぐれ当たりでいい気になって。三択のテストを勘かんで高得点を取ったようなものだ、それなのに自分達が正しく当たり前だというような顔をして──

　閑しず音ねはそこまで考えて、こんな事で苛いら立だたしくなるのも筋違いと思い、海へ心を集中させる。




　穏やかな空と風。その割に荒々しい波をうねらせる海面。

　その遙はるか先、船の正面に広がる水平線の中心に──小さな点が見えた。

　点影は次第に水平線の上に広がり、緑に包まれた山の形を創り出す。

　山の麓ふもとに決して小さく無い町が現れ──通常の人間よりも発達した閑音の目は、山の中腹に一つの建造物を見る。

　ヴァルシュタイン城。城主の名をとったというその古城は、現在は改装され、一部を除いて島の観光資源の一つになっているというが──閑音は、そして駆除部隊の面々はその『一部』にこそ用があるのだ。

　自分がこの島に来た目的を思い出し、彼女の心は静かに研とぎ澄まされていった。
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　島の港に横付けされたフェリーから、観光客と荷物が次々と搬はん入にゆうされる。

「よし、幸いな事に今日は快晴だな。昼間の内にケリを付けるぞ」

　カルギラの言葉に、副長と思われる眼鏡めがねの男が進言する。

「依頼人にも顔を合わせないと」

「二ふた手てに分かれる。そっちは手前てめえが何人か連れてやっとけ。問題があったら無線で連絡しろ」

「隊長は会わなくていいんですか？」

「俺おれはドイツ語がダメなんだよ、手前はドイツ生まれだから大丈夫だろ？　頼むぜ」

　副長が頷うなずいて、仲間を二人連れて集団から離れていった。フェリーで運ばれた二台のワゴン車と一台の軽乗用車。副長は自分の軽乗用車を探し当てると、二人を乗せて港を後にしようとする。

　そして、船の荷に卸おろしを行っている現場を横目で見て──

「……？　観光にしちゃ大荷物だな。引越しか何かか？」

　ベッドのような物を運ぶ大柄な作業員達を尻しり目めに、軽自動車は整備された道を静かに走り去って行った。

　その姿を見送った後、カルギラは港町の様子を眺めながら呟つぶやいた。

「妙だな」

「何がですか？」

　新入りのヴァルがカルギラの顔を興味深げに覗のぞきこむ。

　その視線を見返す事無く、カルギラが独り言のように疑問の続きを口にした。

「間接的とはいえ、市長が吸血鬼退治を依頼するような状況だろ？　噂うわさぐらいは立っててもいいと思うんだが──この村は平和すぎるな。活気があるっつうか」

「噂うわさが広まっても、信じてないだけなんじゃないですか？　それとも、市長とその依頼人にしか接触してないとか……」

「……いや、今までのケースだと……必ず何かしら兆ちよう候こうっつーか空気っつーか……観光地だろうが、そういう噂がある時期は、俺らみたいな団体客は何かを勘かんぐるような目で見られるもんなんだが……」

　カルギラはそれから暫しばらく港の様子を観察していたが、やがてあきらめたように首を振りながらその場を後にした。

「……なんつーか、平和すぎるんだよな」

　ワゴンに乗り込む直前、駆く除じよ部隊の隊長は町を振り返って一言だけ呟いた。

「吸血鬼のいねえ他ほかの町なんかより、よっぽどよ……」




　二台のワゴン車を含めた、全すべての客の車が走り去った後──港の管理事務所の地下に運ばれた荷物を前に、二人の作業員達がささめきあう。

「それにしても、光栄だよなぁ」

「何が？」

「バルシュタイン様の家族を運べるなんてよ」

　白熱灯だけが灯ともる薄暗い地下室。そこは雑多な荷物置き場などではなく、どこか高貴な客間という印象を与える場所だ。運ばれた荷物は全て同じ客主の名が書き込まれており、そのどれもが厳重に梱こん包ぽうされている。

「恐れ多いぐらいだよ全く。使い魔の連中に運ばせりゃいいのに。っつーか、その使い魔連中はどうしたよ。ブーヴァン・シーだっけか。緑色の服着たメイドとかが、たくさんついてった筈はずだろ？　ってーかメイドだぞメイド？　信じられるか？」

　唯一梱包から解かれた品──二つ並べられた小さな棺ひつぎを前に、作業員の一人が疲れたように愚ぐ痴ちを言った。

「旅先の後始末を終わらせてから来るってさ。どうしても先に二人だけで来たかったみたいだ」

「ゴチャゴチャと堅苦しいのは嫌いってか？　やっぱガキはガキだな」

　そう言って作業員が笑った瞬間、棺かん桶おけの一つから小さな声が響き渡る。

「この島は──」

　声質こそは少女のものだったが、芯しんの通った美しい声色だ。

「いつから主に対して無礼な笑いを浮かべる事が許されるようになったのですか？」

　凍こおりつく作業員達の前で、棺の蓋ふたが開いていた。

　声のした瞬間から、二人は緊張して棺の方に目を向けていた。だが、いったい何い時つの間にその蓋が開いたのか──彼らには全く知覚する事ができなかったのだ。

「下げ賎せんな血族の分ぶん際ざいで、よくもお兄様を侮ぶ辱じよくしましたね」

　明らかに嫌悪と怒りが籠こめられた言葉。二人がそれを聞いた瞬間には、すでに二人の前には、一人の少女が立っていた。

　黒を基調としたゴシック系のドレスを纏まとい、人間とは思えないほどに鋭く研とぎ澄まされた瞳が作業員達の姿を射抜いている。

　少女は別段、時間を止めたわけでも瞬間移動をしたわけでも無い──ただ、極度の緊張によって彼らの脳が錯覚を起こしているのであろう。それに加わって、彼女の無む駄だの全く無い動きが錯覚に拍車をかけたようだ。

「──────ッ」

「────お、おぉおぉ起き、て、て、らっしゃ……」

　声を漏もらす事もままならない二人に対し、少女は静かな怒りと共に言葉を紡つむぎだす。

「外にはまだ日が照っているからと安心していたのですか？　貴方あなた達が影で私達の事をどう思っているのかはっきりと解わかりました」

「ご、誤解です！　俺おれ達は別に──」

「……醜ひどい言葉しか吐はけぬ下げ賎せんな口を閉じよ！」

　強く言い放たれた少女の怒声は、まるでそれ自体が力を持っているかの様ように、二人の男を硬直させる。時代がかったその台詞せりふは、この現代社会では笑って聞き流せる程の滑こつ稽けいな言葉だったのだが──少女の人間離れした眼光がそれを許さない。

　作業員達の膝ひざがガクガクと震え出し、緊張が限界まで達しようかというその瞬間──

「ふぁぁぁぁあぁぁ」

　千年の緊張を打ち払うような、まるっきり気の抜けた欠伸あくびの声だった。

　底冷えした地下室の空気が一気に温まり、彼らはそれがもう一つに棺ひつぎの中から聞こえてきた事に気が付いた。

　そして──自分達の首に、少女の手刀が一本ずつ突きつけられていたという事にも。

「～～～～～ッ！」

　声にならない悲鳴を上げ、二人の作業員は滝のような冷や汗を流す。少女の手はまさしく子供の手、そのままの形だったが、本能的にそれがいかに危険な存在であるかを察したのだ。おそらく今の欠伸の声が無ければ、自分達の命は既に亡きものとなっていたであろうと。

　少女がその両手をおろすと同時に、棺の奥から声が聞こえてきた。少女とは対照的に、のんびりとした優しい雰囲気を纏まとった少年の声。

「おはようございます。あ、ここまで運んで頂いて、本当にありがとうございました」

「え……」

　一瞬何を言われたのか理解できない作業員達。涙目になっている彼らに対して、それを気にした様子も無く言葉の続きが投げかけられる。

「後は僕達がやりますから、どうぞ仕事に戻って下さい」

　蓋ふたの閉じたままの棺から響くのは、何の皮肉も込められていない透すき通った声色。

　しばらくの間を必要としたが、作業員達もようやく自分を取り戻し──何かの救いを得たような目をして、逃げるように階上へと続く扉をくぐって行った。

　後に残されたのは、棺の中の兄と沈黙する妹。

　永遠とも思える静寂が続いたのち、妹──フェレット・フォン・バルシュタインが抑揚の無い声で兄を非難する。

「……お兄様は甘すぎます」

　それに対し、棺の中からはあくまでとぼけた感じの声が返ってくる。

「何のこと？」

「あの様ような輩やからの無礼を見逃すなんて……見え透いた芝居にもほどがあります。呼吸を必要としない私達の一族が、どうして欠伸あくびなどする必要があるのですか！」

「いいじゃん。そもそも、僕達の家いえ柄がらに力なんて無いんだからさ」

「お兄様！」

　感情を爆発させるような声が地下室内に響き、部屋の空気がビリビリと震えだす。

　それでもなお、棺ひつぎの中の兄──レリックは余よ裕ゆうを崩すことは無かった。

「僕が間違っていると思うなら、僕に逆らってでもその思いを貫くといいさ。こないだ言ったろ？　お前には自由に生きて欲しいんだ」

　兄が余裕を崩さないのと同じように、妹もまた己の意志を崩そうとしない。

「私も言った筈はずです。お兄様の意思に従うのが、私に与えられた自由の行使だと」

「あああ、矛ほこと盾たての物語がここに発生……養と父うさんならどう解決するかな」

「お養父様は関係ありません！」

　冗じよう談だん交じりのの言葉に、フェレットは語気をさらに強めて言い放つ。

　棺は蓋ふたを閉じたままだが、彼女の目には兄が屈くつ託たく無く笑っている顔がまざまざと見える。

　彼女に透視能力があるわけではなく、兄の行動や表情に関してある程度予測ができるというだけなのだが。

　妹の想像の通りに笑いながら、レリックは声を徐々に細めていく。

「じゃあ、僕はもう一ひと眠ねむりするよ。夕暮れになったら、色々挨拶しないと……」

　どこかうれしそうな声色を含んだその言葉を聞いて、フェレットは呆あきれたように──そこで初めて棺から目を逸そらしながら呟つぶやいた。

「幼おさな馴な染じみの人間の顔を見たいだけでしょう。ヒルダと言いましたか。あの人間の娘むすめの名前は」

　同時に、棺の中から余裕を僅わずかに失った言葉が紡つむがれる。

「……それは反撃のつもりかい？　お前もヒルダとは前から知り合いだろ？」

「いいえ。別に私はお兄様が人間の女に好意を抱いだこうが構いません。お兄様が人間を糧かてとする事に罪悪感を抱いていようが、その為に吸血鬼である自分と人間の娘むすめの恋愛が成立する筈はずないと思っていようが、ヒルダに想いを伝えるのを恐れていようが──私には全く関わりの無い事です」

「なッ……お、お前そんな！　それだけで映画一本できるような僕の悩みをあっさりと！」

　完全に優位を奪われたように、情けない声を荒げるレリック。棺の裏側がゴンという鈍い音が響き、少年が棺に頭をぶつけたという事が受け取れる。

　少女はわざとらしくニコリと笑うと、抑揚の無い声のままで兄に対して追い討ちをかける。

「解わかっています。私はお兄様の事は何でも解っていますとも！　私達が旅で回った国々で、お兄様が多くの若い女を誑たぶらかしたのは、ヒルダの事を忘れようとしての行為だという事も、結局お兄様は一度も人間の血を無理矢理口にしなかったという事も、ごく稀まれに合意の下で血をすすったとしても、決して『支配』しようとはしなかったという事も！」

「……」

　押し黙る棺ひつぎを前にして、フェレットはハッと我に返り──最後の一言は、気まずそうに目を逸そらしながら呟つぶやいた。自分が言い過ぎたと気付きはしたのだが、今更後に引く事もできなかったのだ。

「それが──ヒルダの事を忘れられないからだという事も」

「……言いたい事は、それだけかい」

　棺自体が喋しやべったのかと思えるような、静かに透すき通った言葉。

　それを聞いて、フェレットはビクリと身体からだを震わせる。

　棺の板を挟んで、兄と妹の間になんとも言い難い沈黙が漂ただよった。

　どれだけの時間が経過したのだろう。沈黙を打ち破るべく最初に音を発したのは、意外にも兄のレリックの方で──

「クゥ……クゥ………クゥ……」

　年齢よりも更に幼く感じさせる、小さな小さな寝息の音だった。

　フェレットはその声を聞いて一瞬呆ぼう然ぜんとするが、すぐにむくれたように目を伏せて、抑揚を無理矢理抑えつけながら呟いた。

「言った筈はずですよお兄様。真の吸血鬼は──お兄様は、寝息も立てる事は無いはずです」

「……。ム……ムニャムニャ……ＺＺＺ……」

　棺の中から聞こえるわざとらしい寝息が止まる事はなく、フェレットは悔しそうな顔をしながら自らの棺に入る。

「もう知りません！」

　兄の方に背を向けながら棺の蓋ふたを閉じ──

　潮風の吹き込む地下室に、今度こそ本当の静寂が訪れた。
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　グローワース島は、決して狭い島ではない。

　ドイツ領内でも有数の広さを誇り、それなりに観光地としての発展も遂げている島である。

　島内は幾つかの町に分かれ、昔ながらの中世風の町並みを思わせる街道もあれば、近代的なビルが立ち並ぶ官庁・ホテル街も存在する。近代的といっても高層建築は皆無であり、せいぜい５階建てのホテルがいいところだが。それでもシーズン中は宿がいっぱいになり、街道沿いにある古い建物をそのまま利用したホテル等も人気のスポットの一つとなっている。

　現在は観光シーズンから外れている為、それほど島外の人間が多いとは言えない状況だ。だが、それでも十数人の会社員が『社員旅行』に来たとしても違和感はない時期でもあり、事実、ワゴン車二台に分乗したカルギラ達の集団に奇異の視線を向ける者はいなかった。様々な『仕事道具』が入った大荷物も、キャンプ用の道具だと言ってあっさりと持ち込む事ができた。ワゴン車の中身や軽自動車のトランクも殆ほとんどチェックされる事は無く、島の危機管理の杜ず撰さんさにカルギラ達は驚いていた。

「まあ、やりやすいってのはいいことだけどよ」

　今回の依頼人は、島に住む若い夫婦だ。10年程前にイギリスからこの島へと移住して来たのだそうだ。それから数年は何事も無く暮らしていたのだが──ある日彼らは、この島のとある異常に気付いたのだそうだ。




　──自分達の住む島に、吸血鬼がいる。

　得体の知れない存在やポルターガイスト現象などといった類たぐいのものではなく──あまりにも明確な形を持って現れた、吸血鬼という確固たる存在。

　荒こう唐とう無む稽けいな話。ある意味幽ゆう霊れいや宇宙人だった方が、まだ素直に受け入れられたかもしれない。

　一番信じられなかったのは、恐らく最初に接触した夫婦自身であろう。小さな島とは言え、まさかこの発展した土地の中に、そのようなＢ級映画の怪物が潜ひそんでいようなどと。

「で、どういう経緯で俺達に？」

　ハンドルを握りながら、カルギラが助手席の男に声をかける。

「内密に市長に相談して、その市長が一応仲ちゆう介かい人にんという形になってますね。市長も吸血鬼の存在を内密に知っていて──それで、どっからかの紹介でうちに仕事を依頼したそうです。表向きはその夫婦が依頼人ですが、市長のポケットマネーからだいぶ搾しぼり取れるって算さん段だんですよ。……ていうかカルギラさん、報告書を読んでないんすか？」

　部下の言葉に、大男は面倒臭くさそうに肩を竦すくめた。

「そのあたりは読み飛ばした。俺おれが興味あるのは敵のねぐらだけだ。それさえ知ってりゃ後は何も問題ねえだろ」

「またそう言って……最低限の下調べはしとかねえとヤバイでしょうがよ。こないだ、ただの吸血鬼マニアを爆破しそうになったの忘れたんすか？」

「何年前の話を持ち出してんだ？」

　不ふ敵てきな笑みを浮かべながら、カルギラはバックミラーを覗のぞき込む。

　後ろに追従しているもう一台のワゴン。そこには食鬼人イーターの女も同乗しているはずだ。

　運転席と後部座席の数人の姿は見えるが、木き島じま閑しず音ねの姿は見当たらない。恐らくは最後部のシートに隠れるように座っているのだろうが──他ほかの隊員の様子を見ると、皆一いち様ように暗い表情で固まっており、何の会話も交わされていないように思える。

　──おぉおぉ、ま、しょうがねえよなぁ。あの姉ちゃんと一緒じゃよお。

　せめて彼女の方が社交的な性格をしていれば、あるいは隊員の一部とは溶け込む事ができたかもしれない。確かに食鬼人イーターは忌いみ嫌われる嗜し好こうだが、それを駄だ目め押ししているのが彼女の無ぶ愛あい想そうな性格だ。明らかに人として力の劣る自分達を見下した発言をしないだけまだましだが、心の奥ではどう思っているのか解わかったものではない。

　──ああ畜生。金とコネなら俺おれの方が持ってるってんだ。

　心中で意味の無い負け惜しみを言いながら、カルギラは前方に見えてきた山に注意を移した。

　落葉樹が多く分布する低い山々が連なっており──一番手前に見える山の山頂付近に、中世を思わせる城の姿が見える。

　それは島の中央に威風堂々とそびえ、町と人々、近海を行きかう船すらをも支配しているような、そんな重じゆう厚こうな雰囲気に満ちている。

「なるほど、ありゃ観光名所にもならぁな」

「バルシュタイン城──バルシュタインという中世の貴族が住んでいた城だそうです」

　近づくにつれて城の荘そう厳ごんたる雰囲気が強く感じられ、重厚な空気が周りを取り囲んだかのような錯覚にとらわれる。

「すげぇ城だな……そんなにすげえ一族だったのか？」

「さぁ……あんま記録に残ってないんですよ。この島。まあ最近観光地になったような辺境の島ですからねえ」

「あんな城があるのに辺境って時点でおかしかねえか？」

　そこで初めて、カルギラは背中に嫌いやな汗を感じ始めた。

　今回の仕事はいつもと違うような気がしてならない。頭の中に警けい鐘しようが鳴り響くが──それはきっと食鬼人イーターが同行しているせいだろうと言い聞かせながら、カルギラは自分の中に生じた弱気を打ち払った。

「観光地っつっても、一部が文化財として立ち入り禁止になっているそうですから──」

　部下の言葉を遮さえぎるように、カルギラが気合の入った言葉を継つなげる。

「そこは報告書で読んだっつったろ。その『一部』とやらに獲物がいんだろ？　っしゃぁ！　ブッちめるぞ野や郎ろうどもォォォッ！」

　悲しい事に、『オー』という返事は誰からも帰って来なかった。

「俺はな……お前らのそのノリの悪さが大嫌いだ」
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ヴァルシュタイン城　寝室




「……なんだこりゃ」

　それぞれ装備を整えて城内に乗り込んだカルギラ達だったが──

「あっさり過ぎねえか？　いくらなんでもよ」

　城に突入してから一分後──彼らの前には、純白の棺ひつぎが横たえられていた。




　時は僅わずかに遡さかのぼる。

　ワゴンから降りた隊員達の前に現れたのは、御お伽とぎ噺ばなしに出てくるような王の住むような、これでもかというほどに典型的な『城』の姿だった。

　観光名所と言っても入場料を取っているわけでもなく、何のチェックも無しに普通に入る事ができる。受付などというものは存在せず、公園のような庭園の先に流りゆう麗れいな城がただ置かれているという感じだった。

　市長の話では改装を名目として人払いをしているとの事だったが、確かにその庭園内にも、眼前に見える城の中にも人の気配らしきものは一切感じられなかった。

　それでもその圧倒的な城の大きさに気け圧おされして、いつもの仕事とは全く違う緊張が隊員達に走っている。

　今までに彼らが請うけ負った仕事では、吸血鬼は大抵町外れの小屋や古い邸やしき、水車小屋や山中の洞どう窟くつの奥など──そうした場所に潜ひそんでいるケースばかりだった。変わり種としてはマンションや地下駐車場、廃工場の奥等があげられるが──今回のようにあからさまなケースは創業以来初めての経験だった。

　だが、更に隊員達の度ど肝ぎもを抜いたのは──立ち入り禁止である城の深部、最初に調査を行った部屋で彼らが見た物は──純白に固められた、物言わぬ大型の棺かん桶おけだった。




「どうするんすか、カルギラさん」

「……どうするもこうするも……ねえだろがよ」

　明らかに戸惑っている口調で、カルギラは静かに棺に歩み寄った。

　他ほかの隊員達もそろって戸惑った表情をしており、罠わなでは無いのか、もしくは市長を巻き込んだ依頼人の壮大な悪ふざけなのではないかと囁ささやきあっている。

　その中でただ一人──カルギラ達から離れたところで様子を窺うかがっていた閑しず音ねだけが、真剣な面持ちで純白の棺を睨にらみつけていた。

　カルギラ達は警戒しながら棺の様子を窺ったが、特に破損などは見られない。不思議な事に棺の蓋ふたには革靴の足跡が無数につけられていたが、それ以上に気になる点を発見してカルギラが声をあげる。

「……木工ボンド？　じゃあねえよなあ……」

　蓋と棺との間の溝みぞに、何かの樹脂のようなものが塗りこめられているのだ。半透明のそれはボンドや接着剤の類たぐいと思われ、棺桶を水の一滴も漏もれないように密閉しているかのようだ。

　事実、その樹脂によって蓋が完全に密着させられており、棺自体の頑がん丈じようさも相まって金かな梃て子こでも容易に開く事はできなさそうな雰囲気だ。

「……これ、どういう事なんすかねえ？」

　隊員の一人が不安げに尋ねたが、カルギラは上う手まい答えを用意する事ができない。

　考え込む隊長を不安げに見上げながら、新入りのヴァルがおずおずと意見を述べる。

「本当にその中にいるのは吸血鬼なんすか？　その依頼人の夫婦か市長が殺人をやらかして、その後始末の片棒を担かつがされてるっていう可能性は？」

「依頼のやり取りの記録は全部抑えてあるさ。そもそも、わざわざこんな辺境にまで俺おれ達みてえなチンドン屋っぽい連中を呼び寄せるぐらいなら──こっそりと山に埋めちまった方がましじゃねえか。悪ふざけだったら……まあ、そんときゃそんときだ。依頼人と市長から一生かけてケツの毛から足の親指に生えた毛まで根こそぎ毟むしりとってやるさ」

「適当だなぁ……」

　不安そうな顔をしたヴァルが周囲を見渡すと、彼の背後から閑しず音ねが小声で呟つぶやいた。

「いるよ」

「え？」

　この島に来てから初めて口を開いた食鬼人イーターの娘むすめ。

　外来語はあまり得意では無いらしく、単語をつなぎ合わせただけの英語で言葉を紡つむぎ始める。

「その中に、いる。吸血鬼だ。気配がする──間違い無い」

　隊員達はその言葉に息を吞のむ。解わかっていた事だし、だからこそこの場に来たのだが──閑音の口から語られたその言葉は、いつもの駆く除じよよりも重い空気を漂ただよわせた。

「……吸血鬼の気配がわかんのか。っていうか息もしねえような連中に気配なんてあるのか？」

「信じないなら、いい」

　カルギラの皮肉げな言葉に、閑音は一言だけ呟つぶやいて口を閉じる。あとは何かに挑いどむような鋭い目つきのままで、隊員達の隙すき間まに見える白い棺ひつぎを睨にらみつけていた。

　──けッ、愛想あいそのねえ餓が鬼きだ。女らしいのは面つらと胸のでかさだけかよ。

　心の中でそう毒づきながら、カルギラはいつもどおりの手順を開始した。

「解体場所は──そうだな、丁ちよう度どそっちの扉からバルコニーに……いや、屋上だな。まあ、寝室の外に日当たりのいい部分があるから、そこにしようや」




　隊員達は異常に素早い動きで棺を外に運び出すが、どことなくその動きにはぎこちなさが残る。何度も踏み続けた手順のはずなのに、今日に限って気分が乗らない。たった一つの違和感ならば、勢いで乗り切ることもできただろうが──

　仕事の直前になって現れた食鬼人イーターの日本人。

　必要以上に平和すぎる町。

　通常の吸血鬼が絶対にねぐらにしないような、観光客の多く入る豪ごう華かな古城。

　そして、まるで自分達を待っていたかのような純白の棺。

「やっぱなんかの罠わななんじゃ」

「黙ってろ！」

　新入りの弱音を一いつ喝かつするが、それが自分の不安を押さえ込むための虚勢だと気付き、カルギラはますます不安にとらわれていった。




　カルギラが初めて『駆く除じよ』の仕事を社長から請うけた時──自分に吸血鬼など倒せるはずがなかったと思ったし、当然ながらそんなものは存在しないと思っていた。だからこそなんの恐怖もなく、指定された場所に隠されていた棺かん桶おけを引きずり出し、それに火薬を仕込んだ杭くいを打ち込んで、日光の下で粉こな微み塵じんにすることができたのだ。

　太陽が照りつける荒野に現れたそれは、体中に白しら木きの破片を刺しながら悶もだえ苦しみ──まるで塩の彫像のように固まったかと思うと、炎を伴う事無く灰になって崩れ落ちていった。

　その時感じた感情は──最初は「中に人間が!?」という焦あせり、そしてそれが人間ではないと気付いた時の恐怖──そして、その存在が目の前で滅びていった時の快感──

　──殺した。いや、滅ぼした。俺おれが、人間ではない何かを。

　それに気付いた時、カルギラは笑っていた。

　自分より遙はるかに強いはずの、伝説や映画の中に出てくるような存在が──ただ寝込みを襲っただけで、まるで砂のように脆もろく崩れ去っていく。

　何かを滅ぼす事が、ここまで快感であるとは思っていなかった。

　彼らをしとめるのは驚くほど簡単で、日中では棺桶を蹴けろうが叩たたこうが目を覚まさなかった。夕暮れならば話も違ってくるらしいのだが、そんな時間に仕事をするようなヘマはしない。

　しかも相手が吸血鬼となれば──戸籍が無いような連中を滅ぼしたところで、感謝こそされ法に問われる事も無い。火薬といっても棺桶と人間を一人バラす程度のもので、よほど民家が近くに無い場合は問題にならなかった。そして、統計的に言って吸血鬼が人里の近くに居を構えたことなど殆ほとんどなかったというのも事実である。

　殺せば殺す程、カルギラ達はその深みにはまり込んでいった。

　そもそもこのような仕事に就くものにまっとうな人間が多い筈はずもなく、大抵はカルギラのような傭よう兵へいになりきれずに逃げ出したり、まともな社会人のルートに乗ることを拒こばみ、さりとて何か才能があるわけでも努力をするわけでも無い、いわゆるゴロツキやチンピラ崩れと言った人間が殆どだった。駆く除じよ隊員を募集しても、来るのはオカルトマニアか金さえ入ればどんな茶番でも構わないという人間ばかりで、彼らが採用するのは無論後者だ。

　閑しず音ねの事を気味悪がったカルギラ達ではあるが、本質的なところでは、物凄すごく似通った存在なのかもしれない。

　二者の間で明らかに違う事は──相手にしてきた吸血鬼のレベルが段違いという点だった。

　その違いは、現在の二人の態度の中に如によ実じつに表れている。

　カルギラは今までと微妙に違う状況に不安を覚え──閑しず音ねはいつもと何ひとつ変わる事なく、常に気を張り詰めた状態で警戒し、周囲の些さ細さいな変化にも対応できるように集中を続けている。

　寝室から外に出た屋上部分。六人がかりで棺ひつぎを運び出していると、その内の数人が妙な事を呟つぶやき始めた。

「おい……これ、運ぶのに変な感触がねえか？」

「……そうだな、なんつうか、重心がコロコロずれるっつーか」

「なんか水すい槽そうを運んでるみてえな……」

　違和感は感じるものの、途中で降ろすわけにもいかない。

　完全に日光の下に晒さらされたところで、彼らは我先にと手を離して棺から飛び離れた。これは今回に限らずいつもの事だが、今回はいつも以上に『中身』を恐れているように思える。

「ちッ、どいつもこいつもビビリやがって……おい、ビデオ回しとけよ」

　カルギラの言葉に、隊員の一人が古い型のビデオカメラのスイッチを入れる。機械的な音と共に、中に入ったデジタルビデオテープが動き始めた。

　このカメラで撮影されたものは今後の仕事の参考として使われるか──あるいは、依頼人に仕事の証拠として見せるものだ。

　カメラが回り始めたのを横目で確認しながら、カルギラはおもむろに腰に付けた無線機に手を伸ばす。

「おう、俺おれだ。そっちの様子は？」

　ぶっきらぼうな問いかけに対し、無線の向こう側から依頼人の下に向かった副長の声が聞こえてきた。

『問題ありませんよ。依頼人のご夫婦の他ほかに、市長も一緒です。今日はオフなんだそうで……』

「吸血鬼の特徴なんだけどよ、依頼人は追加で何か言ってるか？」

『いいえ、特に何も──市長の話では、他の吸血鬼と同じく、日光に弱いって話ですが──』

「そうか、ならいつも通り、ギャラの交渉は手前てめえがやっとけ」

　およそ商売人とは思えないガサツな指示を出すと、カルギラは静かに棺へと向き直った。

　純白の白い棺。その蓋ふたには赤い文字で『ゲルハルト・フォン・バルシュタイン』と刻まれている。




　それから僅わずか45秒の後────白い棺に、数十本の白しら木きの杭くいが『撃ち』込まれた。
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　音も無く飛ぶ、子供の腕ほどの太さの杭くい。

　ワゴンから持ち出した彼らの装備は、まるで場末の映画館で上映しているような馬ば鹿かＳＦ映画さながらのものだった。

　水中銃じゆうとバズーカを無理矢理融合させたような無茶なフォルムのその武器は、まるで巨大怪獣でも相手にするかのような仰ぎよう々ぎようしさだ。

　隊員達は弧を描くように棺ひつぎを囲み、テラス状になった屋上にシンプルな陣じんを敷く。

　陣と言うにはあまりにもお粗そ末まつで、ただ単に互いの射線が重ならないようにしているだけなのだが。

「っしゃー！　撃て撃て撃てぇ！　とりあえず不安は撃って忘れっちまぇ！」

　カルギラの頭の悪い掛け声と共に、隊員達の指が滑なめらかに動く。それぞれ腹をくくったようで、先刻までの多大な緊張を残している者は殆ほとんどいない。

　異い形ぎようの銃じゆう身しんのひとつひとつから、湿しめった破は裂れつ音と共に奇妙な物が射出された。

　銀色に包まれた長い筒のような物体。その先端が棺の側面に着弾したかと思うと──今度は乾いた破裂音が響き、金属の筒が激しくその身を震わせる。

　空から薬やつ莢きようのように筒が弾はじけとんだかと思うと、それまで筒があった場所に、白い杭くいが突き刺さっている。恐らく初弾で棺の壁面に穴を穿うがち、筒の中から杭が射出されるという仕組みなのだろう。

　何発も何発も打ち込んだところで、棺はまるで針山のような状態になっている。

　カルギラが手をかざして撃ち方を制止する。

　そのまま数秒の沈黙が続いたかと思うと──山頂から吹き降ろしてきた一いち陣じんの風が過よぎると共に、純白の棺が炎ほのおと轟ごう音おんに包まれた。




　それを見て、木き島じま閑しず音ねは目を丸くしながら呟つぶやいた。

「すごい……」

　日本語で呟かれたその言葉は、呆あきれを通り越して感心の意すら含まれている。

「杭の中に火薬を仕込むなんて……」

　まるで特とく撮さつヒーローものの怪人の最さい期ごを見ているようで、日本人の閑音にとってその光景は実に馴な染じみ深さを持つものだった。

　それまでカルギラ達に対して無表情、無感動を決め込んでいた筈はずの彼女の顔に、初めて感情の色が強く滲にじみだしたのだ。

「こ……ここまで力技まるだしな吸血鬼退治って、初めて見た……」

　エイリアン一匹の駆く除じよに核爆弾を使うような光景を見て、閑音は半分笑いながら首を振る。

　──どうしよう、どこから突っ込んだらいいんだろう。

　先刻までは自分の事を忌いみ嫌う彼らの事をいけ好かなく思っていたが、今の光景を見た瞬間から、彼女の内に物凄すごい哀れみの感情が広がった。

　嫌いやな予感はしていたのだ。商売でやっていると言いながらも、あまりにずさんな計画性。統とう率そつ力のないリーダー、そして吸血鬼ハンターから見ても常識を疑うようなトンデモない装備。

　彼らがこれまで仕事を続けてこられたのは、余程小物ばかり相手にしてきたのだろう。日光で簡単に滅びる程度で、こんな連中にあっさりと棺ひつぎを発見されてしまうような、吸血鬼として生きる基礎の基礎も解わかっていない連中ばかりだったのだろう。唯一賞賛できるとすれば、あんな物騒な装備を国外から密輸するツテと、それを実行してしまう度胸だろうか。

　──だからこそカルギラ達は今日まで生き延びてこれたのだろうし──普通の力ある吸血鬼から相手にされなかったのだ。

　閑しず音ねの推測は、実はカルギラの推測と同じものだったのだが、彼女は静かに首を振る。

　カルギラ達はいままでもこのような手段を繰り返して来たのだろう、

「やった、粉こな微み塵じんだぜ、欠片かけらも残ってねえ！」

「ちょっと火薬多過ぎたんじゃねえか？　血がそこら中に飛び散ってやがる」

　そんな風に談笑している姿を見て、閑音は本当に彼らの事が哀れだと思った。

　──あの談笑は、きっともうすぐ恐怖の声に変わる。

　彼女は知っていた。彼らにこの後訪れる運命を。

　彼女は状況をハッキリと理解していた。

　先刻から感じ続けていた強い気配──それが、物凄すごい強さに膨ふくれ上がっている事を──




「おい、カメラ！　ちゃんと撮ってたかよ今の！」

　ハンディカムを構えていた部下に手を振りながら、カルギラは改心の笑みを浮かべる。

　──なんだ、なんてこたぁねえ。いつも通りの仕事じゃねえか。

　狩りの緊張から解放されたカルギラは、反動で気を大きくしながら部下の面々に笑いかけた。

　その際に、寝室と外を隔へだてる壁に寄りかかる閑音が目に入った。

　先刻までの彼女に対する恐れも薄らぎ、皮肉げな言葉を投げかける。

「っと、悪ぃな嬢じようちゃん、ちょっと火が強すぎてな、レアステーキにはありつけそうもないぞ。そこに散らばった血も、速くしゃぶりつかねえと蒸発して……」

　カルギラはそこまで言って振り返り──凍こおりつく。

　気が付くと周囲は完全な沈黙に包まれており、隊員達も信じられないものを見たような表情で固まっている。




【Ｄａｎｋｅ！】




　棺かん桶おけの破片が散らばる石床の上に──大きな文字でそう記されていた。

　一文字一文字が新聞紙ほどの大きさで、ドイツ語でありがとうという意味の単語が描かれている。

　彼らが凍こおりついたのは、それが先刻まで存在しなかった文字だからでも、それが隊員達全すべてが正面に見えるように床の上を回転していることでもない。

　その文字は透すき通るように鮮やかな赤色で──

　彼らが何より恐れたのは、それが棺桶から飛び散った血液によって形作られていた事だ。

　飛び散った血の全すべてを用いているわけではなく、余分な血液は文字から一定の距離をとって綺き麗れいな円を描いて溜まっている。その量は相当なもので、棺かん桶おけの半分以上はゆうに満たされていたのではないかという量だ。

　カルギラは目を丸くし、閑しず音ねは真剣な顔つきになって様子を窺うかがっている。

　周囲の視線が全て自分に集まった事を確認したかのように、文字が水銀のように床を滑すべり、唐とう突とつに別の単語へと姿を変えた。




【Ｔｈａｎｋ！】




【Ｍｅｒｃｉ！】




【Ｂｅｎｅ ｆａｃｉｓ】




【謝謝！】




【Ｇｒａｚｉｅ！】




【ありがとう！】




【Ｃпａｃибｏ．】




【……】




【…】




　何が起こったのか理解できない隊員達の前で、その【血文字】は次々と姿を変えていく。

　その全てが感謝の意を示す単語だったのだが、隊員達には文字を読む余よ裕ゆうもなく、救いを求めるようにカルギラの方に視線を送る。

「う、うろたえるなお前ら！　く、糞くそッ！　やっぱり罠わなだったのか!?　本体はどっか日陰に隠れている筈はずだ！　いいかお前ら、その血から離れて周囲を警戒しろ！」

　その叫びが城の屋上に響き渡ると同時に──血文字はまるで生き物のように蠢うごめいて、余っていた血液と融合し、この場と寝室とを隔へだてる雄大な壁へ移動を開始した。

　壁と床の間に血が溜まったかと思うと、それは重力に逆らうように壁へと這はい登り──呆あつ気けにとられるカルギラ達の前で、英語による長文を作り出した。

【失礼、リーダーと思しき人物がネイティブ・イングリッシュを解すようなので、しばし英語で会話をさせてもらうとしよう！】

　棺ひつぎから現れた血が、流りゆう暢ちような書体となって壁に文章を綴つづりあげる。そのシュールな光景を前に、隊員達は完全に言葉を失っている。そんな読者をお構いなしに、今や巨大なノートとなった白い壁に、血は己の身を使って次々と新しい英文を生み出していった。

【ありがとう、本当にありがとう！　いくら感謝の言葉を述べようとも、この万ばん感かんの思いは尽き果てる事は無い！　あのまま棺の暗くら闇やみに閉じ込められていたら、我わが輩はいは間違い無く死ぬところであった！　我輩は感謝する！　再びこうして日の光に巡りあえた幸運を──神と、悪魔と、そして何より棺かん桶おけの蓋ふたを開けてくれた聖職者諸君に対してだ！】

　御ご丁てい寧ねいにも『！』を多様して、血は感情を精一杯相手に伝えようとしているようだ。どうしてカルギラ達の事を聖職者と呼ぶのかは不明だが、おそらく白しら木きの杭くいの破片を見て血が勝手に判断したのかもしれない。

　自分を取り巻いている状況の危うさに気付き、カルギラは精一杯の虚勢を張って、部下達に向かって叫びをあげる。

「糞くそッ！　やばい！　どっかに本体がいる！　この血を操ってる本体を探すんだ！」

　そんなカルギラの言葉を訂正するかのように、壁の血文字は次々とその姿を変化させる。

【何をしておるのかね、親愛なる諸君！　私は〝ここ〟だよ！　この血こそが我が現身！　血こそ我なり！　血こそ我わが輩はいの全すべてだ！】

　更には『〝　〟』と『傍点』までをも駆使し、血文字は自分こそが本体であると強調する。

「なッ……」

　口をパクパクさせるカルギラを見て、血文字は補足をするように文を付け足した。

【信じるにせよ信じぬにせよ、我輩と意志の疎そ通つうを行うには我輩の身体からだを見てもらうしかないのだよ。残念な事に、我輩にはテレパス能力は無いのでね】

「なんだよ……おい、聞いてねえぞこれ、なんなんだよこりゃよぉ……」

　カルギラが助けを求めるように部下達を見渡す。棺を破壊した直後の高こう揚ようはすっかり消えうせており、情けない声で半笑いを浮かべている。

【ほほう、我輩が何かと聞かれれば答えよう。我輩はゲルハルト・フォン・バルシュタイン！　子し爵しやくの位を賜たまわり、このグローワース島の元領主であり現在は隠居中の吸血鬼である！】

「吸血鬼……」

【それと知っていたからこそ、君達聖職者諸君は白しら木きの杭くいを打ち込んだのであろう？　棺ひつぎの状況を見るに、ただの杭とも思えぬが──とにかく、君達の望みどおり私は吸血鬼である！　や、安心したまえ、私は自分のこの姿が異常なものであるという事はとうに理解しているので、今更追及する必要はない】

「……」

　物言わぬ血文字は実に多弁で、隊員達は何と言葉を返していいのか解わからず、互いの顔を見合わせて沈黙する事しかできなかった。

　全員が静かになったのを確認すると、ゲルハルトと名乗った自称『子し爵しやく』は壁の文字を一度全すべて崩し、白壁を新たな一ページとして礼の続きを綴つづり出す。

【やあやあ、せめてもの礼だ、この城の私室にある金品でよければ、遠慮なく持って行くと宜よろしい！　流石さすがに皇帝陛へい下かゆかりのホーエンツオレルン城には及ばぬが、気品では負けてはおらぬつもりだよ！　骨こつ董とう品でも絵画でも、何でも好きなものを持って行きたまえ！　無論、物質的な物で恩おんの全てを返そうなどと無礼な事は思ってはおらぬ、この義理は義理としていつか返させて貰もらおうとも、困った事があればいつでも言ってくれたまえ！】

　これでもかという口語体の文章に、カルギラ達は眼前の壁から偉そうな声が聞こえて来るような錯覚を覚える。文章の意味を混乱している頭でゆっくりと嚙かみ締めると、隊員達は困ったような顔になって、再び顔を見合わせた。

　だが──そんな中で、一人だけ冷静な目をした者がいた。

　東洋人の少女が一歩前に踏み出すと、壁の文字はまるで彼女を窺うかがうように身を震わせる。

「あなたが──ゲルハルト・フォン・バルシュタイン」

【いかにも】

　たった一言、『あなたが』という単語だけを拾って、子爵は即座に相手が日本人だと判断する。そうすると後は速いもので、その後の文章を全て日本語で記し、壁の左下──彼女の目の前の位置に言葉を綴る。

【美しい日本のお嬢じようさん。貴女あなただけは我わが輩はいの姿を見ても心を取り乱していないようだが、一体何が望みかね？　我輩にできる事ならばなんでもしよう】

　その文字列が壁に浮かぶと同時に、閑しず音ねは静かに顔を上げた。

　彼女の顔に浮かんでいた表情は、何か強い憎しみを抑えつけてるようにも思えたが──それ以上に、目の前のものに対する何らかの期待のようなものが感じられる。

　だがその期待にそれ以上の感情は無く──その期待の結果としてなんの喜びも求めていないような、そんな空虚な表情だった。

【ほう……】

　子爵が自らの感嘆すらも日本文に変えるその前で、閑音はただ一言、静かに呟つぶやいた。




「あなたを、食べたいの」




　呟つぶやきと同時に──彼女の体がその場から消える。

「ッ」

　カルギラが息を吞のみ終える間に、閑しず音ねは跳んでいた。

　壁に足をかける彼女が一瞬だけ見えたかと思うと、次の瞬間にはロケットのような勢いで壁の上──城の屋根の縁ふちに指をかけている。

「え、あれ……なんすか今の……？　化け……物？」

　新入りのヴァルが、血文字を見た瞬間以上に目を見開いている。それはもはや戸惑いや焦あせりを通り越し、完全な恐怖として感情が爆発しかけている表情だった。

「化け物？　血と女、どっちがだ？」

　少し考えた後、新入りのヴァルは小さく呟つぶやいた。

「……どっちでしょ」

　他ほかの隊員達は、彼女が移動した事にすら気付かなかったようで、突然姿を消した閑音がどこに行ったのか目を皿のようにして探している。

　一方、閑音はクモの様ような体勢で下に身体からだを向けたかと思うと、壁の文字とその下の血溜まりに対して、腰から取り出した三つの試験管を投げつける。

　それは落下中に壁の中央あたりと接触し、割れた試験管の中からそれぞれ別の物体が零こぼれ落ちる。そのうち二つは液体で──もうひとつは何か白い粉末状のものだった。

　空中から不規則に散らばり落ちるそれらを、下に存在した血溜まりは器用に避かわす。蠟ろうをたらした紙の上に水をこぼした時のように、水や粉が落ちる地点の血が綺き麗れいにその場からはけてしまう。

　隊員達の何人かが、零れ落ちた液体に目を向ける。一種類は透明な液体で、特に匂においも煙も発していない。

　もう一種類の方は銀白色をした奇妙な液体で、血のはけた後の石床の上で、まるでレインコートの上の水滴のように丸くなって揺らめいている。

「水銀……？」

　隊員の一人が呟くと、それに合わせて壁の文字が蠢うごめき、呆あきれたような一文を作り出す。

【やれやれ、吸血鬼が銀に弱いという奴やつかね？　弱い者も確かに存在するが──念のために忠告しておくと、銀と水銀は元素からしてまったく別の物質なのだが】

「そんな事、俺おれに言われても……」

【おや？　彼女は聖職者諸君の仲間というわけではないのかね？　それは失礼した】

　謝罪めいた文が浮かんだと思った次の瞬間、血溜まりは突然その身を起こす。

　地上から赤い水溜りが竜たつ巻まきのように捩よじれ、舞い上がったかと思うと──

　そのまま閑しず音ねの頭上を越えて、屋根の上へとその身を躍おどらせた。

　赤い竜巻の先端がぐにゃりと曲がって屋根の一部についたかと思うと、そのまま竜巻の根が地面から離れ、バネが縮むような勢いで全体を屋根の上へと引き込んだのだ。

　閑音もそれを追って屋根の上へと軽やかに身を翻ひるがえし──────




「あれ？」

　隊員達は暫しばらく呆ほうけた表情をしていたが、やがて新入りのヴァルが気が付いたように声を出す。

「ええと、あの──血も女も消えちゃいましたけど、俺おれ達ってどうなるんですか？」

　青年の気の抜けた声に、隊員達は連鎖的に己を取り戻し、首を捻ひねる。

　彼らの前にあるのは、染しみ一つ無い真っ白い石壁。

　彼らの背後にあるのは、粉々に砕くだけた真っ白い棺かん桶おけ。

　カルギラはその両方を交互に見比べながら、ビデオカメラを持っていた青年に問いかけた。

「どこまで撮った？」

「一応、全部撮りましたが……」

「後半はカットしとけ」

「へ？」

　突然の注文に戸惑うカメラ係に対し、カルギラは口元だけで笑いながら補足する。

「棺かん桶おけを爆破したとこまで残しとけ。それを依頼人に渡して、この際ハシタ金でもいいから金だけ受け取って、日が暮れる前にとっとと島からトンズラする。このプランに反対の奴やつは？」

　隊員達はやはり互いの顔を見合わせ、そのままノーリアクションでカルギラの顔を窺うかがった。

「いないな。じゃ、決まりだな……さっさと逃……帰るぞ」

　流されるままの隊員達を前に、カルギラは真っ先に城外への道を歩きだす。

　先刻の光景を思い出して身を震わせながら、彼は後ろに続く隊員達に感謝した。

　誰も『俺達もあいつらを追いましょう！』と言い出さない事に、心の底から感謝した。

　──ああ、今だけはこいつらのノリの悪さに乾杯だ。

「あの、俺達も彼女を手伝った方がよくないすボギャッ……」

　言いかけた新入りのヴァルの顔に、カルギラの裏拳が勢い良くめり込んだ。

「何か言ったか？」

「……らんれもらいれふ」







[image: ２章　棺の回りの吸血鬼]






















バルシュタイン城　屋根




　隊員達が消えた後の豪ごう華かな城の中に残されたのは、吸血鬼の子し爵しやくと食鬼人イーターの日本人。

　周囲には眩まぶしい程に日光が降り注ぎ、閑しず音ねは傾きかけた太陽を背にして、屋根に広がる血溜まりを睨にらみつけた。

【ふむ、人ひと気けがないと思ったが──人払いをしているのか。用意周到だね、聖職者諸君も】

　緊迫した空気が漂ただようなかで、血溜まりは先刻と変わらぬ調子で血文字を作り上げた。

「ゲルハルト・フォン・バルシュタイン……間違いないね？」

　確認するかのように呟つぶやく閑音に対し、文字は即座に力強い言葉を作り出す。

【人違いだ！】

「さっきは『いかにも』とか言ったのに、どうして今更否定するかな……」

【人の冗句ジヨークに対して、随分と覚めた反応をするお嬢じようさんだ】

　今は壁にその身を這はわせる事無く、空気中に直接浮かぶ形で文字を書き綴つづっている。

【さて……先刻我わが輩はいに投げつけたのは、聖水と水銀と──塩か白しら木きの灰といったところか。申し訳ないが、私には通用しない。乾燥剤ならともかく、我輩にとって銀や塩は弱点ではない】

　正面に表れた文字を睨にらみながら、閑音は自らの纏まとう白い革ジャケットの裏に手を伸ばした。そこにはなぜか多数のナイフとフォークが装着されており、まるで鎖くさり帷子かたびらのようになっている。果物くだものナイフ程度ならば、斬きりつけられたところで跳はね返しそうな勢いだ。

　そこから数本のフォークを取り出して、弾丸のような勢いで血溜まりに向かって投げつける。

【無む駄だだよ】

　嘲あざ笑わらうような文字を突き抜け、ナイフが数本、血が溜まっている場所に突き立った。当然ながら液体にフォークが突き立つことはなかった。子し爵しやくの身体からだを素通りして、屋根に直接刺さっている状態だ。

【む？】

　だが、子爵は次の瞬間に気が付いた。そのフォークの柄えはやけに太くなっており、フォークというよりもノミか何かのような工具を思わせる形をしている事に。

　刹せつ那な──それらのフォークから火花が飛び散り、赤い血溜まりがその全体をバシャバシャと泡あわ立てた。

【スタンガンのようなものかね、電撃が走るとは思わなかった】

　空中の文字列は特に動揺した様子も見せず、何事も無かったかのように閑音に語りかける。屋根に刺さるフォークを避けるように血が蠢うごめき、血の震えはあっさりと治まってしまう。

【惜しかったが、我輩は電撃にも耐性があるのだよ。無駄な事をする前に忠告しておくが、一応火にも強い事を補足しおこう】

「御忠告どうも──優しいんだね、化け物」

　アメーバのように蠢く血液を睨にらみながら、閑音は静かにその口を開く。

「霧む化かする奴やつは何人か食べたけど、液化する能力は初めて見た」

　閑音の言葉を聞いて、血溜まり──子爵は得とく心しんを得られたように文字を躍おどらせる。空中に浮遊する細い線の集合体が、まるで針金細ざい工くのようにその姿を捻ねじ曲げ、別の文章を作り上げる。

【ふむ、先刻の言動といい、人間どころか吸血鬼をも凌りよう駕がする瞬発力といい──君はどうやら食鬼人イーターのようだ。という事は、少なくとも君は宗教関連の討とう伐ばつ者ではないのかな？】

「……御ご丁てい寧ねいに『イーター』って振り仮名までどうも」

　──食鬼人イーターなんて単語まで、日本語で書き出せるなんてね。

　少し呆あきれたように肩をすくめながら、閑音は再び懐ふところから得え物ものを取り出した。

【それともう一つ。君は私が霧化のように、能力の一つとして液体と化していると思っているようだが、それは誤解だ。私は基本状態がこの姿であって──逆に言うならば、私は人間と同じような姿をとる事はできない】

　わざわざ文字を読んでやる義理も無いのだが、攻め方を考えるついでに、閑しず音ねは日本語で浮かぶその文字列に視線を向ける。空中に描かれた文章の意味を理解すると──彼女は眉まゆを顰ひそめながら問いかける。

「……じゃあ、貴方あなたは人間の姿にはなれないの？」

【この姿が本体さ。水も滴したたるいい男という奴やつだよ】

　言葉を返さない血溜まりと会話をするのは妙な気分だったが、高揚した脳のう髄ずいは即座にその状況へと順応する。

　血溜まりの全体を暫しばらく観察したあと、宙に浮かぶ文字列に向かって淡々と告げる。

「そうか……変わってるんだね。でも、あまり興味無い」

　閑音は手に持ったテーブルナイフをクルリと回転させながら、あえて相手のペースに合わせるように言葉を紡つむぎだした。

「あなたはどんな味がするのか、それには興味ある」

【これはこれは、大だい胆たんな発言をするお嬢じようさんだ】

　文字が笑った。

　実際に声が聞こえたわけではないが、微妙な動きや文字の書体の変化で、彼女の脳は相手が笑ったという事を理解した。というよりも、理解させられた。

　余あまりにも口語的なその文章の羅ら列れつに、まるで日本人を相手にしているような錯覚を覚えてしまう。相手のペースに乗りながら、閑音は目の前の存在が吸血鬼としてもかなり異質であるという事を理解する。

　吸血鬼には様々な種類が存在する。

　完全にその姿を消せる、透明人間のような吸血鬼。身体からだを砂と同化する事ができる吸血鬼。瞬間移動できる吸血鬼。分身できる吸血鬼。火を操る吸血鬼。まるで娯楽小説に出てくる忍者のようなバリエーションだが、吸血鬼の中でも特に特殊な部類に入る面々だ。

　閑音はそうした様々な種の吸血鬼を食らって来たが──眼前にいる『子し爵しやく』とやらは、今までの相手とはどこか違う存在だ。能力や形状というよりも、その中に潜む人間臭さに違和感を覚えさせられる。

　いつもならば、相手がどんな存在であろうが徹底的に責め続ける閑音だったが──今日は色々と事情が違った。

　目の前の血は己の身体を止める事なく、次々と新しい文字を生み出していく。

【さて、我わが輩はいとしては──】

「その我輩ってのは止やめて。偉えらそうで鼻につく」

　ナイフをクルリと回しながら、閑音は淡々と相手の話し方に注文をつける。

　その光景は非常にシュールなものだったが、意思の疎そ通つうという意味では、二人とも全く問題は存在しない様子だった。

【ふむ、これは失礼！　日本語はそれなりに操れるつもりだったが、相手に与える語感についてはまだまだ不勉強なものでね。我わが輩はい──おっと失礼──余よとしては──】

「余もだめ」

【では、朕ちんとしては──】

「わざとやってるでしょ」

　鋭い目を更に細めながら、回していたナイフをしっかりと握りなおす。その様子を見て、子し爵しやくは慌あわてて自らの血文字を組み変えた。

【失礼！　美しいお嬢じようさんを見ると、ついついからかってみたくなってね。私に敵意が無いという事を証明したくて色々試みているのだが、どうにも上う手まくいかないものだ】

「綺き麗れいって言ってくれてありがと。でも許さない」

　他ほかの人間に言われたのならば、まだうれしさを感じる余よ裕ゆうはあったかもしれない。だが、敵である吸血鬼に言われても大した感情は起こらなかった。相手の言葉を挑ちよう発はつと受け取り、閑しず音ねはゆっくりとその口を閉じる。家族の仇かたきである吸血鬼。その同族とこれほど長く会話を──文字と言葉という変則的なものとはいえ、ここまで意思の疎そ通つうをした事は始めてだ。

　吸血鬼というよりも、どう見ても赤いスライムにしか見えないその姿が、かえって彼女の心の壁を緩かん和わさせたのかもしれない。

　──だけど、吸血鬼は吸血鬼。家族の仇、私の幸せな人生の仇──そして、私の餌えさ。

　静かに殺気を膨ふくらませていく閑音。

　その様子を感じ取ったのか、子爵は慌てたように血文字を空中に紡つむぎ続ける。

【待ちたまえ。我輩には特に君と戦う義務も意志も余裕も無いのだが。それにそこまでの力があるならば、今更我輩の身体からだを食したところで、大した変化は期待できないと思うがね】

「そんな事はどうでもいい。あなたが吸血鬼なら、理由はそれで十分よ」

【まあ話を聞きたまえ。私は別に血を吸って島の住人を殺したり、支配を強制したりはしていない。そもそもこの身体でどうしてレディの首筋に歯を突き立てる事ができようか？】

　閑音は相手の身体を見て、確かに疑問に思う。血を吸わない吸血鬼はいるとしても、一体どのようにして力を摂取しているのだろうか？

　だが──相手の言葉が真実だとしても、彼女にとっては何の関係も無い言葉だった。

「貴方あなたが善人かどうかは関係ないよ。私が貴方を滅ぼすことには何の関係も無い」

　なおも殺気を放ち続ける閑音に対し、血溜まりは静かに文章を返す。

【それは、仕事上の理由──たとえば、誰かの依頼だからかね？】

　文字をチラリと見て、閑音は即座に首を横に振った。

「いいえ、私の意志よ」

【ふむ、何か確固とした目的があるようだが……復ふく讐しゆう、かね？】

「なんでいちいちその『…てん…てん』とか入れるの？　あと、『ふむ』も文章には無む駄だじゃない？」

　閑しず音ねは一瞬気まずそうな顔をしたかと思うと、何かを誤ご魔ま化かすように関係ない点に突っ込みを入れる。だが、子し爵しやくは吐はき捨てるような彼女の言葉に対し、実に丁てい寧ねいに答えを返す。

【ふむ、それは失敬。おや、また……申し訳ないね、レディ。私にとってこの血文字は言葉を話すのとまったく同じ感覚なのだよ。私は口に出して話している感覚なのだが──声を出す代わりに、頭に思い浮かんだ文章がそのまま血文字として浮かび上がるのだよ。おそらく私の脳が──おっと、私の場合は魂たましいと言うべきかな。それが言葉を文字に置き換えたのだろう。使いやすいようにね。人間、世界が逆さまに見える眼鏡めがねを三日もかけ続けると、脳が勝手に正常な状態に直してしまうらしい。それと同じ原理だよ】

　その言葉を聞いて、閑音は思わず片眉まゆを吊つり上げる。

「吸血鬼の貴方あなたが……魂？　笑わせないで」

　──沈黙。

　子爵の動きがピタリと止まり、押し黙る閑音との間に音も無く風が吹き抜ける。

　更に僅わずかな間をおいて、子爵は言葉を選ぶように己の身体からだで語り出す。

【……はは、吸血鬼には魂なぞ存在しないというのかね？　確かにそういう伝承も存在するし、ある意味それは正しくもある】

　意味ありげな文章を書き出し、閑音が口を開く前にその続きを紡つむぎだす。

【君は、吸血鬼についてどこまで知っているのかね？　戦いの中で知った相手の能力や特徴、全体的な傾向はわかったとしても──不思議に思ったことは無いかな？　どうして個体によって様々な能力の違いや、弱点にさえ大きな差異が生じるのか】

　──考えたことも無かった。

　閑音にとって吸血鬼は敵であり、最初は復ふく讐しゆうのため、そして今は己の欲求を満たすために狩り続けているに過ぎない。まだ目的が完全に『復讐』だった頃は、相手の弱点を少しでも多く探ろうともしたのだが──サシで殺し合っても勝てるようになった頃には、既にそんな事はどうでも良くなっていた。理由は色々あるのだが──その一つに、相手の弱点を知らずとも、力押しで勝てるというようになったという事がある。

　もはや相手の弱点は『知っていれば効率的に倒せる』という程度のものとなり、自ら進んで研究しようと思った事は無い。

　だが、目の前の血文字が語る言葉に興味が無いかというと、そんな事は全く無い。寧むしろ、進んで聞いてみたいという好奇心さえあった。相手が英語で文章を紡いでいるのならばこうは思わなかっただろうが、やはり親しみのある母国語で文字を紡がれると弱い。

　もしも行動原理の大半を『復讐』が支配していた頃だったら、相手のいかなる言葉も耳に入ることは無かった筈はずだし、そんなものを聞く余よ裕ゆうは無かっただろう。

　だが──今の自分には、全く関係の無い話ではないのだ。

　吸血鬼の血肉を喰らい、自らにその力を宿す食鬼人イーター。相手の正体が何も解らないという事は──それは即ち、自分自身の存在を言葉で表せないという事になる。

　彼女は暫しばらく目を伏せて考えた後──ナイフをもう一度クルリと回し、ジャケットの裏へと差し戻した。

「……話してみて。面おも白しろかったら、貴方あなたを殺すのは後回しにしてもいい」

【お心遣い感謝するよ、美しいお嬢じようさん】





†






闇やみの中




　僕を生んだ父さんと母さんは、一体どんな吸血鬼だったんだろう。

　養と父うさんはいつも【立派な御両親だ。私は彼らの友人である事を誇りに思っているし、君達も、彼らの子であるという事は十分誇りにできる事だ】と言っていた。でも、具体的な事は何も言ってくれなかったなあ。

　ああ、どうして僕は吸血鬼なんだろう。自分の運命を呪のろった事は無いけれど、疑問に思った事はある。

　養父さんは僕に吸血鬼の事を色々教えてくれた。世の中には色々な吸血鬼がいて、血を吸わなくても生きていける吸血鬼が半分ぐらいだという。養父さんもその一人だ。もっともそれは、今の液体の身体からだになってからの事らしいけれど。

　そして僕は、定期的に血を吸わなければ生きていけないタイプだ。

　人間の血だろうと動物の血だろうと、生きている何かの血を啜すすらなければ力が入らない。食欲とは別の欲求。血を長い間──数ヶ月の間吸わないでいると、体力が落ちているわけでもないのに──まるで自分の意識が身体から遠ざかっていくような、そんな奇妙な感覚に囚とらわれる。

　吸血鬼の中にはこのサイクルが短い人達もいて、一日に一人分の血を吸わないとダメな人たちもいるって言ってた。ただ、そういう人達はすぐに人間に滅ぼされるらしいけど。

　養父さんは、【血を吸う行為は血液を摂せつ取しゆするというよりも、相手の命を、魂たましいを分けて貰もらうという行為だ。レリックよ、我が息子むすこよ。人と交わって生きる道をお前が選ぶのならば──決して命を『奪う』と考えてはならない。あくまで、相手と魂を、命を共有すると考えるといい】って教えてくれたけれど、それがなかなか難しい。結局は、血が吸いたいっていう自分の欲求に従った行為だからね。

　牙きばを突きたてた相手から血を吸う時──同時に、何かが自分の中から相手に流れ出したような感覚になる。自分の一部が切り離されて、相手の中に入り込んだような気分だ。その感覚を研とぎ澄ますと、きっと相手を『支配』したり──あるいは『繁殖』する事ができるようになるんだろうね。僕はまだやった事ないけどさ。

　それまで自分とは違う存在だった人間を、自らと同じ吸血鬼の世界に引きずり込む行為。映画や小説で良く見かける設定だ。まるで伝染病のように、一匹の吸血鬼から町中の人間が吸血鬼に変化を遂げる。養と父うさんに言わせれば、僕にはそれと同じ事ができるんだってさ。僕は、肉体的な特徴だけならば、俗に言う映画の中の吸血鬼像に最も近い場所にいるらしい。

　自分が選んだ人間を吸血鬼に変化させる──妹はそれを『進化』なんだというけれど、僕にはどうしてもそういう感覚がわかなかった。

　進化するというには、余あまりにも弱点が多すぎる。

　養父さんの知識の中では、日光を弱点とする吸血鬼は８割程度なんだって。その中でも力の弱い人は、日が沈むまで全く行動ができなくなることもあって──そういうタイプの吸血鬼は、昼間の間に人間に狩られてしまうケースが多いんだってさ。

　僕はなんとか昼間も動けるけれど、あくまで屋内だけでの話だ。日に当たればおそらく灰になってしまうだろうし、一番鳥が鳴いた後は力も極端に押さえ込まれる。

　ニンニクの匂においも苦手だし、清めた塩も銀も苦手だ。白しら木きの杭くいを心臓に刺されたら死ぬ。何百年か時間をかけるか、他人の力を借りれば灰になってからも復活できるらしいけれど──正直、やってられないよね。

　流れる水に入る事もできない。船や飛行機で上を渡る事はできるけれど、流れる水はダメだ。

　吸血鬼は水に入ると何かエネルギーのようなものが漏もれ出すらしくて、溜まっている水なら再吸収されるらしいけれど、流れる水だとそれが無む尽じん蔵ぞうに拡散してしまうらしい。

　だから僕は、風呂には入れるけれどシャワーを浴びる事ができない。汗や垢あかが出ない体質だからまだいいけれど、砂さ埃じんを浴びた時とかは、正直言ってかなり困る。

　唯一といって言いかもしれないけれど──十字架かだけは大丈夫だ。といっても、十字架自体を弱点とする吸血鬼は皆かい無むに等しい。その十字架を持っている聖職者の力に弱いという人達は結構いるけれど──




　確かに僕は、一般に吸血鬼ができると思われている事は殆ほとんどできる。さっき言った弱点以外では、どんな事をされても死ぬ事は無い。蝙蝠こうもりに変化する事もできるし、多くの使い魔を操ることも、霧になる事も影に潜ひそむことも、念力で物を自在に動かす事も、眼力だけで人間を操ることだってできる。少しマイナーなところだと、蛇へびや蚊かの群に変身する事もできる。嫌われるからあまりやらないけどね。

　腕力は──どうなんだろう。同年代の子達よりはあると思うけれど、正確に測った事なんてないからなあ。

　僕の肉体はまだ成長途中なんだ。だから人間と同じ食事もするんだよ。20歳はたちぐらいまで成長すれば、それ以上の『老化』は起こらなくなるらしいけどね。

　でも──弱点が多いのは嫌いやだな。手を洗うのに、いちいち桶おけに水を貯めなきゃいけない。普通の蛇じや口ぐちで洗うと手が焼けるように痛むんだよ。太陽は──まあ、パソコンが普及してからは太陽を一切浴びないで生きる人間も増えてるみたいだけど、アウトドア派の僕としては遠慮したいな。子供っぽい事を言わせてもらえば、同じ年頃の友達とサッカーができないのが辛つらい。僕の島にはナイター設備のグラウンドが無いからね。……もちろんそんなのは表面的な事さ。日に当たれないっていうのは、辛い。人は夜と昼が逆転しただけかと思うかもしれないけれど、別に夜に外に出たって灰になったりはしないでしょう？

　ええと、話を戻すけどさ──つまり、メリットとデメリットのバランスが物凄すごく微妙なところなんだと思う。僕は生まれた時からそうだから別にいいけど──人間が突然吸血鬼になったら、多分デメリットの多さに驚く事になると思うよ。

　そういう意味では、僕は妹がうらやましい。




　妹は僕と全く逆でさ。吸血鬼の弱点と呼べるものが全く無いんだ。日光に当たっても平気だし、ニンニク料理も食べられるし、シャワーを浴びる事だって、川や海で泳ぐ事だってできる……気を使って僕の前ではそういう事をしないみたいなんだけど、僕は別に構わないのに。

　十字架かはもちろん、銀もへっちゃら。試してないけれど、杭くいを心臓に刺したってピンピンしてるかもしれない。

　でも──その代わりに、妹は僕が使える力の殆ほとんどが使えないんだ。再生能力はあるけれど、それ以外の付加的な力が無いんだよ。蝙蝠こうもりにも霧にも変身できないし、ネズミや蝙蝠と意思を共有する事も、手を触れずに物を動かす事も、人を操る事さえできない。

　ただね、一つだけ──妹は、血を吸わなくても生きていけるんだ。もちろん吸う事はできるし、少しなら『支配』もできるんだけどね。でも、うーん……吸血を媒ばい介かいとした『繁殖』はできないんじゃないかな。

　僕と妹はそういう意味で正反対だよ。性格もだいぶ違う。

　妹の事は大好きだよ。だけど、時々思うんだ。

　僕達は、一体なんなんだろうって。

　いや、吸血鬼の存在意義とかじゃなくて──吸血鬼の中でも、僕達はちょっと特殊なんじゃないかって思うんだ。

　吸血鬼の特徴を殆ほとんど受け継ついで生まれてきた僕と、弱点を排除して生まれてきた妹。僕の両親は、どんな人達だったんだろう。僕達兄妹の身体からだの特徴は、何か意味があっての事なのかもしれないって。

　時々疑問に思うんだけど、養と父うさんにはまだ聞いてない。

　もし真実を知ったら、今の幸せが何ど処こかに消えるような気がしてさ。

　疎うとんでいなかった自分の境遇を、これから恨うらんで生きる事になるかもしれない。大好きな筈はずの妹を大嫌いになってしまうかもしれない。

　僕はただ、それだけが怖いんだ。







港　管理事務所地下







　階段を下りて来る足音を聞いて、吸血鬼の兄妹が同時に目を覚ます。

　──夢か。

　まどろみの中で、レリックは冷静に意識を整える。

　日に本ほんにいる時に出会った何人かの娘むすめ。横よこ浜はまで最後に会った年上の娘とはやけに気があって、普段なら話さない事を次々と話してしまった。

　──血は吸い損ねたけれど、きっと美お味いしかっただろうなあ。

　ほんの一瞬だけ過去の余よ韻いんに浸った後、兄のレリックは己の耳に神経を集中させる。

　足音は二つ、先刻フェレットに脅おどされた作業員ではないようだ。

　レリックは静かに意識を覚かく醒せいさせ始め、自らの記憶の中の足音と照合を開始する。

　音がまるで指紋のようなイメージで脳内に浮かび──多少の違いはあるものの、自分達と同じ兄と妹という構成の二人組と一致する。

　次の瞬間、階段から聞こえてきた声がその予測を確証へと変える事となった。

「……ほら、あったよ！　あれ、きっとレリック君達だよ！」

　──ヒルダ？

　幼おさな馴な染じみの声を聞き、レリックの意識が必要以上に研とぎ澄まされる。声は聞こえないが、もう一つの足音は、恐らく彼女の兄のミヒャエルだろう。

　──なんでここに。こっちから行こうと思ってたのに！

　殆ほとんど動かないレリックの心臓が、人間と同じ程度の速さで高鳴り始める。呼吸をしないタイプの吸血鬼でも、栄養とエネルギーを運ぶ為に心臓はゆっくりと脈打っている。

　興奮すると鼓動が早くなるのは人間と同じようで、迫り来る幼馴染にどう対応していいのか解わからずに、更に頭を混乱の渦うずに落とし込む。

　──あああ、それとミヒャエルも来てるって事は──まずい、フェレットが荒れるぞ。

　レリックがそれを避ける為に棺ひつぎの蓋ふたを自ら押し開くか否か迷っていると──

「フェレーッ」

　興奮した少年の叫びが聞こえたかと思うと、次の瞬間には隣の棺の蓋が跳はね上がる音と、何かをバキリと殴なぐるような音が続けざまに聞こえて来た。

　何が起こったのかは予測できる。

　ヒルダの兄──ミヒェエルがフェレットの棺に飛びつこうとして、中から出てきたフェレットの拳こぶしに殴なぐり飛ばされたのだ。

　漫画のような展開で、まさしく漫画のように回転しながら壁まで跳とんでいくミヒャエル。

「お兄ちゃん！」

　そう叫んだのは勿もち論ろんフェレットではなく、兄を殴り飛ばされたヒルダの方だ。

　──お兄ちゃんか。たまには僕も妹にそう呼ばれてみたいなあ。

　レリックが棺ひつぎの中でしみじみと考えていると、爆発しそうな感情を押さえ込んだフェレットの声が聞こえてくる。

「この……ッ！　ぶ、無礼なッ！」

　床に転がったミヒャエルに対して厳しい叱しつ咤たをするが、少女の声で叫んでいるために今ひとつ迫力に欠けている。

「ああ、怒った声も可愛かわいいなぁ」

　相当な衝しよう撃げきを顎あごと背中に受けたはずなのだが、ミヒャエルはうれしそうに起き上がり、棺から出てきたフェレットに向かってニッコリと微笑ほほえんだ。

　フェレットが手加減をしていたのは明らかで、本気だったならば首が１８０度後ろに捩ねじれてしまっていたかもしれない。

　それに気付いているのかいないのか、ミヒャエルはムクりと起き上がってフェレットに手を差し伸べた。

「──お帰り、フェレット！　俺おれがいなくて寂しかったろ？　もう大丈夫！」

「なッ……」

　あまりに堂々とした態度に、フェレットは目を丸くして絶句する。

　レリックはその様子を棺の中で聞き、声を殺して笑い続けた。

　──ミヒャエルは全然変わってないなあ。まあ、一年しか経たってないんだから当たり前か。

　そして、一ひと頻しきり笑い終えると──やがて意を決したように目を開き、ゆっくりと自らの棺の蓋ふたを押し上げる。

　ゆっくりと棺の中に差し込んでくる白熱灯の光。レリックの目にとってはそれでも眩まぶしすぎるぐらいだったが──不意に、その光が遮さえぎられた。

　棺を完全に開けた時、光を遮っていた人影が優しい声で言葉を紡つむぎだした。

「レリック──おかえりなさい！」

　目の前に現れたのは、ヒルダという人間の少女。その幼おさな馴な染じみの顔を見て、レリックは一瞬顔を伏せ──照れくさそうに笑いながら、彼女の笑顔に微笑ほほえみ返す。

「──ただいま」
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「本当に大丈夫なんすか？」

　城から何もせずに退散したカルギラ達だったが、ワゴン車の中でヴァルが気まずそうにぼやき続けている。

「いいんだよ！　いいか、奴やつが日光に弱いっつったのは依頼人と市長なんだろ？　だったら何の問題もねえよ！　俺おれ達は確かに日当たりで棺かん桶おけをふっ飛ばしました。これでいいだろがよ」

　町から少し離れた、森の中の小さな屋敷。依頼人の家屋である家に、車を停めると、全員で車の外に降り立った。森の木々と綺き麗れいに調和のとれたデザインの屋敷で、小さいと言っても、報告書にあるような四人家族にしては広すぎる印象すらある家だ。

「それで金取れるんですか？」

「……いつもだったら吸血鬼の灰とか持ってたり、嚙かまれたって女の傷跡が消えたりするんでそれが証拠になるんだが──まあ、ビデオが大丈夫なら何とかなるだろ。俺らとの交渉記録も残ってるんだ。最悪、マスコミに公表されたくなきゃ金をよこせっつえばいいんだよ」

「ここに強ごう盗とうがいるよぶぎゅるぁ」

　吐はき捨てる新入りのヴァルの鼻に、再び裏うら拳けんが飛び込んだ。

　色々なことが起こり、カルギラも相当混乱しているようだ。普段ならば一度本社に連絡を取って出直すのだが、今は一刻も早くこの島から立ち去りたいという思いでいっぱいだった。

　本当は金もどうでもよく、副長達と合流してとっとと島から出ようと考えているぐらいだ。

　副長の乗っていた軽自動車を横目に見ながら、カルギラは玄関の前までズカズカと歩み寄る。

「さっき無線で連絡しといたから大丈夫だと思うが──」

　自分の格好を見て強ごう盗とうと思われないだろうな。そう思いながら、カルギラはドア横に取り付けられた呼鈴を鳴らす。

　僅わずかな間があって、中から白人の夫婦が現れた。

「あ……駆く除じよ屋の……カルギラさんですか？」

　妻の方が恐る恐る尋ねると、カルギラは新入りヴァルには見せた事の無いような営業スマイルを浮かべ──

「ご安心下さい奥さん！　仕事は無事完了、貴方あなたがたの生活を脅おびやかす害虫は、我々が綺き麗れいさっぱり掃除させていただきました！」




「いいえぇ……本当にありがとうございました！」

　客間に通された隊員達は、立つ場所を探しながら部屋の中に詰め込まれている。カルギラ以外は車に残っているように指示したのだが、夫妻が『是ぜ非ひ皆さんにお礼を』と言うので、このような鮨すし詰づめに近い状態になってしまったのだ。

　礼よりもとっとと帰る方が良かったのだが、依頼人の願いを無む下げにするわけにもいかないと、渋しぶ々しぶながら全員呼び寄せたのだが──

「罠わなっぽいですよ、明らかになんか罠っぽいですよ！」

　新入りのヴァルが最後まで小声で喚わめいていたが、カルギラはそんな彼を鼻で笑う。

「大丈夫だよ、あの血文字野や郎ろうは食鬼人イーターに任せときゃいいんだ！　それにだ、もしもこの夫婦があの血溜まり野郎の部下だったとしても、今は昼だぞ？　日光を浴びりゃボン、だろ？」

「あの子し爵しやくとかいう血文字の吸血鬼、日光全然平気だったじゃないすか！」

「う……」

「やっぱヤバイですよ、日光が平気な吸血鬼とかも、実は沢たく山さんいるんじゃないんすか？」

　当然の指摘だったが、カルギラも仕事で来ている為に今更引き下がるわけにはいかず、新入りの言葉に対してきっぱりと首を横に振った。

「一応警けい戒かいはしとくさ。そうだとしたら全力で逃げる」

「うわあ、何にも考えてないよこの人!?」

　どうしてこんな奴やつが隊長になったんだろうと思いながら、新入りのヴァルは出口に一番近いところに陣取った。

　実際カルギラが隊長になったのは、経験の多さから来るものなのだが──あくまでそれは雑ざ魚こを相手にする経験で、今回のような未知の領域に触れた時の判断力は皆無に近い男だった。

「隊長」

　そんなカルギラに声をかけたのは、先にこの家に着ていた副長だった。

「さっきから何をビクビクしてるのか知りませんけど……なんかヤバそうだってんなら、私達三人で車のエンジンあっためときましょうか？」

「お、おお、頼む！　念の為だが、すぐに車を出せるようにしといてくれや」

「はぁ」

　副長にはまだ『子し爵しやく』の事を告げていない。隊長の態度に不思議そうな顔をして外に向かう副長達。その三人を見送ると、カルギラは真実を喉のどの奥に隠しながら、ただひたすらに営業的な笑顔を振る舞い続けた。




　掌てのひらに握る汗を必死に隠しながら、カルギラは依頼人の夫妻と談笑を続けている。なるべく速く話を切り上げようとは思っているのだが、ビジネストークが下へ手たな彼はなかなか自分の思う方向に持っていけない。

「吸血鬼に子供達が目をつけられていて……本当に危ないところだったんですの」

「はぁ」

　カルギラは島からの脱出に焦あせるあまり、重要な事に気が付いていなかった。

　夫婦があまりにもあっさりと吸血鬼退治を信じた事の不自然さに。そして、無線では副長達と一緒にいると言っていた、市長の姿がどこにも見当たらないという事に──

「あの『子爵』とはもう10年前から悩まされていて……最初は家庭教師の仕事をという事で──あの城にいる二人の子供の面倒を見ていたんです」

「はぁ。……。……？」

　──突然なんの話を始めるんだこの奥さんは？　……ん？

　そこでカルギラは、相手の言葉の中に疑問を抱いだき始める。

　──10年前からの子爵を知ってた？　報告書と違くねえか？　そもそも、そんな長い付き合いだったら──日光を浴びても平気だって知ってそうなもんだが……。ああ、そういや奴やつが日光に弱いなんて最初に抜かしたっつー市長は何ど処こにいやがるんだ？

「二人の吸血鬼の子供に、ジュニアスクールと同じような教育をしてくれと……私達がイギリスにいた頃、夫婦で教師をやっていたというのを理由に……」

　──ちょっと待て？　吸血鬼の子供？　聞き覚えの無い単語が出てきたぞ？

　カルギラの脳裏に激しい警けい戒かい音が鳴り響く。隊員達を横目で見ると、皆引きつった顔をして顔を見合わせており──新入りのヴァルにいたっては、既に出口の方に足を向けている。

「あの、ちょッ……吸血鬼の子供って？　我々が聞いたのは一匹だけ……」

「ええ、言ってませんから。市長が言うなって言うんですもの……その二人は１年ほど前から島を出ていて、私達はその間にあの子し爵しやくから始末してもらおうと思いましたの。でも、そしたら市長さんが来て……そうそう、子爵って、この町の住人には結構人気がありますのよ？　市長なんかよりもよっぽどね……」

　──は？　何言ってんだ、こいつ？

「あら、言ってませんでしたっけ？　この島の住人は、殆ほとんどの人間が知っていますのよ？　島民の間だけの秘密になっていますが……吸血鬼の存在を、子爵と、彼を取り巻く無数の吸血鬼達の事をね。吸血鬼の子供達はあての無い旅に出ましたのよ。旅といっても城の使い魔の類たぐいを全すべて全て引き連れて。市長は子爵の事を伯はく爵しやくと呼んでいますの。うちの二人の子供達はとっても可愛かわいいんですよ。吸血鬼の子供達は男女の双子ふたごですわ。市長はとっても若いんですよ、30をとっくに過ぎてるのに、まだ20歳はたちぐらいにしか見えないんですの。子爵の使い魔達は人じん狼ろうや夢む魔まや緑色の服を着た吸血鬼の女達で、小さな国の軍隊よりも強いかもしれませんわ。吸血鬼の子供達は吞のみ込みが早くて、人間の子供と混じればきっといい大学に入れるでしょうに」

　だんだん夫婦の話に整合性がなくなってくる。違う内容の話を次々と繰り出し、まるで壊こわれかけたトーキー人形のような不気味さを感じさせる。気が付くと、先刻から喋しやべっているのは妻の方だけで、夫はニコニコとしたまま一言も口を開いていなかった。

「あの、我々はこれで」

　流石さすがに警戒が仕事への忠義を上回り、勢い良く席を立つカルギラ。隊員達もとっくに異常に気付いており、我先にと出口の方へと足を向けていた。

「あらまあ、もうこんな時間。灯あかりをつけなくちゃ」

　カルギラ達を無視してそう呟つぶやくと、妻は壁際のスイッチに手を触れる。

　部屋の電気が付くと同時に──バタバタと小気味のいい音を立てながら、家中の雨戸が自ずから閉まっていった。

「うあぁわぁぁあぁぁあああぁッ！」

　それと同時に、隊員達は堰せきを切ったように駆かけ出し、出口へと向かって殺到したのだが──出口のところで、新入りのヴァルが立ち止まっている。

　なぜかこちらを向きながら、外に出るのを遮さえぎるように両手を広げていた。

「なにやってんだウスノロ！　とっとと外に出ろ！」

「どけぇッ！　新入りの癖くせになにやってんだぁ！」

　隊員達は怒声と共にヴァルを突き飛ばそうとするが──

　彼らは何か見えない力によって突き飛ばされ、そのまま後続の隊員達と激突して廊下に崩れ落ちる。

「お、おい、新入り？」

　後から追いついたカルギラを見て、ヴァルは静かにその口を開く。

「すいませんねえ。ちょっと力が強すぎましたか」

　先刻までのオドオドした青年の雰囲気は消えており──自分よりも格下のものを見下すような、哀れみ混じりの声で言葉を紡つむぎだす。

「ああ、本当になんであんたみたいなのが隊長なんだろうね？　普通、依頼人に会う前に仕事を済ませようとしますか？　ったく、……おかげでこっちの計画が狂っちまったじゃないすか」

　何人かが彼の言葉を無視して外に逃げようとするが、やはり見えない力に押されて前に進む事ができない。徐々に恐怖に侵されていく集団とは対照的に、ヴァルの目は絶対的な優位に立った者が持つ余よ裕ゆうに満ち溢あふれていた。

「いやー、隊長。あんたが前に言ったとおりっすよ。なんて言うか、日光で灰になる奴やつや弱る奴が大半ってのは事実ですけど……あんたらにねぐらを見つけられるようなのは雑ざ魚こなんですよ。もう本当に雑魚。雑魚雑魚の雑魚雑魚」

　漫談の一説のような軽いノリで、吸血鬼についての短い講釈を開始する。

「いいですか──本当に力のある吸血鬼なら、貴方達に通報されることはありません。というか、気付かないんですよ。その町の住民も、周囲に住む人々も、決してそこに吸血鬼がいたという事に気付かない。それが支配するって事でしょう？」

「お前……一体……？」

　今にも消え入りそうな声でカルギラが呟つぶやくと、ヴァルは首を振りながら嘲あざけるように笑う。

「だーかーらー、さっきから言ってたじゃないっすかぁ。日光に当たっても平気な吸血鬼が、まだまだまだまだいるかもしれませんって」

　──まさか、まさか──

　もはや確定的な事項だったが、カルギラは信じる事ができなかった。信じたくなかった。

　新入りの仲間を信用していたというわけではない。その事実を認めると──自分の命が危ういという事を認める事になるからだ。

　だが、新入りのヴァルは無情にも事実をつきつける。

「日光が平気な吸血鬼……そう、たとえば──俺とか」

　刹せつ那な、ヴァルの身体からだが急激に膨ふくれ上がる。

「改めて自己紹介しときますわ。まあ、世界には吸血鬼のコミュニティーみたいなのがありましてね──そこでもやっぱり『新入り』って呼ばれてる──ヴァルドレッドって言います。いつも通りヴァルって呼よよんんででくくだだだ」

　最後の言葉は、盛り上がった喉のどの肉に妨ぼう害がいされるように途絶えてしまった。

　まるで植物の成長を早回しで見ているように、ヒョロついていたヴァルの身体の内側から肉がどんどんと盛り上がり──肉は中から服を吞のみ込んで、肉の外側に新しい服の布地が浮かび上がるではないか。

「おい……ちょっと待てよ、これ、吸血鬼じゃねえだろ！　絶対吸血鬼じゃねえだろこれ！」

　カルギラが目の前の理り不ふ尽じんな状況に叫びを上げた時──

　──彼らの眼前に立っていたのは、天てん井じように頭がつこうかという、髭ひげだらけの原始人のような大男だった。

　ヴァルだった筈はずの大男は、それまでとは全く違う口調となってカルギラ達に宣言した。

「ふんじゃぁまあ、ちょっくら相手ぇすっかな」




　隊員達は悲鳴を上げ、我先にと自分達の来た方向へと駆かけ出した。物々しい武器の数々は車の中に置いてきた。カルギラは念の為にと銃じゆうを一丁懐ふところに忍ばせてきたのだが──取り出した瞬間に見えない力が銃を包み込み、ひったくられるように大男の手元へと吸い込まれていった。

「くッ……」

　カルギラは即座に身を翻ひるがえしたが──それと同時に、屋敷の中にけたたましく鳴り響く音があった。

　──呼鈴！　そうか！　副長達が様子を見に来たんだな!?

　一筋の希望を籠こめて、ドアの方に視線を向けるカルギラ。対する大男は特に銃を構える事はせず、のっそりとした動作でドアの方を振り返った。

　だが、果たして今更副長達三人が来たところでどうにかなるのだろうか。カルギラは再び不安に吞のみ込まれかけ──ある事に気が付いた。

　──あれ？　この家の夫婦の様子がおかしかったってのに──俺おれらよりずっと前からこの家にいた副長達は──何も気付かなかったのか？

　激しい感情の起伏によって薄れかけていた恐怖が、再び彼の背中に圧のし掛かる。

　彼はあえて呼鈴を無視すると（対応しようにも、大男がいるのではどうしようもないのだが）、そのまま裏口まで逃げようと顔を上げると──彼の目の前には、背中に圧し掛かった恐怖が完全に具現化して、そこにあった。

　自分よりも先に逃げた筈の隊員達が、一人残らず屋敷の廊下に崩れ落ちていたのだ。

　ある者は自らの胸をかきむしり、ある者はもうピクリとも動く事もない、全滅という以外に言葉が思い浮かばないような状況だった。

　カルギラは眼前の光景に息を吞み、自分が立っているのが現実なのか夢なのか、その判断がつかなくなるように己の世界が揺さぶられる。

　だが、白はく昼ちゆう夢むに落ちかけた意識の中で、彼は一つの違和感に気が付いた。そんな些さ細さいな事に構っている状況ではない筈なのだが、彼にはその点が気になって仕方が無かった。

　──この家の中、なんか……煙たくないか？

　カルギラがそう考えた瞬間──目の前に広がっていた薄いもやが、彼の背後に向かって急速に流れ始めたかと思うと、瞬またたく間に家の中が透明に澄みわたる。

　何が起こったのか全く理解できないカルギラ。すると彼の背中から、その場にまったく似つかわしくない声が響き渡った。

「アハハ！　アハハハハハハハ！　おかしいねえ楽しいねえお兄さん！　ええっと、でもよくみたらあんまり若くないからオジサンって呼んじゃってもいい？」

　突然響いた少女の声に、カルギラの意識は急激に覚かく醒せいする。慌あわてて背後に振り向くと、そこには奇妙ないでたちの少女が立っていた。先刻までそこには誰もいなかったはずなのに、まるでその場に湧わき出したかのように。

　顔の上半分がどこかの国旗のようにペインティングされており、頭にはサンタクロースのような赤い三角帽子が被かぶせられている。

　奇抜なデザインの服からはピエロの様ような印象を受けるが、彼女がまとう雰囲気は、そんなものよりももっと異質の何かを感じさせる。

　ぎこちない動きで周囲を見回し、脳みそを状況に追いつかせようとするカルギラ。そんな彼に対して、道どう化け娘むすめが機械的に笑いながら告げる。

「アハハ！　さっき外に出た人達に期待なんかしちゃってるんでしょ！　そうだよね、車に置きっぱなしの武器をいっぱい持ってきてくれるかもしれないもんねえ！　でもねでもねオジサンオジサン、それは無む駄だな期待だよ？　あっ、あのね？　これはオジサンのタメなんだよ？　オジサンが後でいっぱい絶望しちゃわないように、私が今のうちに教えてあげるの！　だからこれはオジサンのためなんだよ？　だから、絶望しないでね？　アハハ！」

　長い前フリをおいて、道化娘はカルギラをどん底に突き落とすような内容を宣告する。

「アハハハ！　あのねあのね、もう、支配済みなんだよ？」

「……？」

「アハッ！　あの外に行ったおにいちゃん達、眼鏡めがねの人！　もう支配済みなんだよ！　私だよ、私がね、私なの！　私が私がお兄ちゃん達の事をね、カプッッッ……ッッッて嚙かんであげたんだよ！　だからだから、まだ吸血鬼にはなってないけどね、もうオシマイなの！　眼鏡のお兄ちゃん達も、今この家の中にいる人達もみんなみんなみんな！　霧になった私を吸っちゃったんだもん！　肺の中から、直接私の血を流し込んであげたの！　面おも白しろいよー！　みんな溺おぼれたみたいにパクパクしちゃってさ！　えへへ、私は日光はダメだけど、お日様にさえ当たらなければ動けるんだよッ！　凄すごい？　凄い？」

　そして──勘かんの悪すぎる男はようやく理解した。目の前にいるこの幼い道化娘が、吸血鬼である事に。そして彼女の言葉を信じるならば、どうやら自分達はもうオシマイだという事になる。

　──くそッ、だから吸血鬼は顔を見る前に殺せってんだ！

　カルギラはそれでも自分の生にしがみつこうとして──目の前の少女に対して腰につけているナイフを抜いた。狙ねらうのは心臓。今度は『見えない力』は襲ってこない。どうやらあの力を使っているのは目の前の少女ではなく、先刻までヴァルであった大男の方のようだ。

「死ねぇッ！」

「えッ……」

　カルギラの突然の変へん貌ぼうに目を丸くし、道どう化け娘むすめはその場で一瞬動きを止めた。

　軽い衝しよう撃げきが少女の小さな胸を叩たたき、道化娘が目を下に向けると──自分の胸に大型のナイフの刃が突き立っている。

　少女が銀色に光る刃の全ぜん貌ぼうを見渡すより先に、カルギラはそのナイフを思い切り捻りこんだ。

「あ……」

　少女は信じられないものを見たような表情になって、自分の胸とカルギラの顔を交互に見る。何度かその動作を繰り返した後、彼女はその目に涙を潤うるませて──

　──大きな声をあげて、笑いだした。

「アハハハハハハハハ！　アハハハハハハハハハハハハ！　びっくりした？　びっくりした？」

　対するカルギラは、無言のままで歯軋ぎしりしている。捻ひねった瞬間に理解していた。全く抵抗の無いその感覚から、彼女の心臓には何のダメージも与えられていないだろうという事を。

「アハハハハ！　でもオジサン凄すごい！　いくら吸血鬼だからって、化け物だからって、女の子の胸にナイフを刺してさ！　何の躊躇ためらいもなく捻りまで入れたよ！　そーいうとこだけプロフェッショナルってのはどうなのかなあ？　あ、それともなになに？　趣味？　趣味なの？　女の子の身体からだをナイフで切り刻むのが！　今まで木こっ端ぱ微み塵じんにしてきた棺かん桶おけの中に女の子の吸血鬼が入ってた時、苦しみながら灰になってく可愛かわいそうな女の子を見て──ひょっとして興奮しちゃったりしてたのオジサン？　アハハハハハハ！」

　彼女の胸、ナイフの刺さった部分を湯気のようなものが覆おおったかと思うと──次の瞬間には、彼女の身体が霧と化して周囲に拡散する。

　カルギラは悔しそうにナイフの柄えを握り締め、そのまま逃げ出そうと足を前に踏み出した。

　玄関に居座る大男は、道化娘が出てきてから特に目立った動きを見せない。道化娘に遠慮しているのか、それとも純粋にカルギラから興味が失せたのか、髭ひげに覆われた表情からは読み取る事ができなかった。

「アハハハハ！　ねえねえ、色っぽかった？　さっきの『あ……』って、ちょっと色っぽかった？　扇せん情じよう的だった？」

　家の奥へと向かって駆かけ出したカルギラの背に、霧となって拡散していた少女が己の姿を再構成させた。何度も何度も振り払おうとしたが、その度に身体を拡散させては再構成し、まるでカルギラの周囲を連続で瞬間移動しているかのように。

「艶つやっぽかった？」

「興奮した？」

「セクシーだった？」

「なまめかしかった？」

「官能的だった？」

「エロティックだった？」

「肉欲的だった？」

「色欲をそそっちゃった？」

　現れる度に一言ずつ喋しやべりかけ、うざったらしいことこの上ない。だが、今のカルギラは状況に対する恐怖と、自分自身の無力に対する悔しさでそれどころではない。

　人間より強いと思っていた吸血鬼を、殺して殺して殺し続けた。

　自分は力があるような存在だという錯覚に浸り、陶とう酔すいするために。

　法律にとらわれずに、圧倒的な力を持って何かを破壊する。

　破壊する快感に酔うのではない、破壊を行っている自分の強さに酔うのだ。

　それと同じ事を、今は自分がやられているのだ。

　圧倒的に強い存在から弄もてあそばれて、何も解わからないような状況で少しずつ少しずつ命の火を削られていく。この状態に貶おとしめられて、彼は自分の心に今まで積み上げて来たものが音を立てて崩れ去るのを感じていた。

　それは強さだったのか、自信だったのか、地位だったのか、名誉だったのか──そんなものをすべてひっくるめて、彼の過去と未来がガラガラと崩れていく。瓦が礫れきの上で、道どう化け娘むすめが高らかに笑い続ける。

「アハハ！　あのねあのね、いい事を教えてあげる！　最後だから、いい事を教えてあげる！　死刑の前の贅ぜい沢たくな御ご馳ち走そう！　だけど御馳走がいつだって美お味いしいとは限らないんだよ、それを私が今から教えてあげるね、優しく優しく教えてあげるね！」

　勿もつ体たいつけたような長い長い前フリを経て、彼女は屋敷の中を走るカルギラの耳にそっと口を近づけた。

　カルギラはもはや彼女を振り払う事を諦あきらめ、廊下に転がる部下達の身体からだを飛び越えながら、ただひたすらに走り続けていたのだが──

「……も、…………なんだよ」

　彼女の言葉を聞いて、カルギラは驚きよう愕がくに目を見開き──

　何かを叫ぼうとしたその喉のど笛ぶえに、道化娘の小さな小さな牙きばが喰らいついた。




　それと同時に、屋敷に鳴り響いていた呼鈴の音が止やみ、大男の後ろのドアが勢いよく蹴けり破られる。

　大男がのっそりとそちらを振り向くと、そこには黒い背広を纏まとった青年が立っている。青年は肩をいからせながら、玄関に居座る大男を睨にらみつけた。

「手前てめえよぉ……呼鈴押してんだからチャッチャと開けろよ」

「え、だって誰も通すなって言ったじゃ…」

　大男は目をパチクリさせながら、自らの上じよう司しに不満を漏もらす。

「少しは応用利かせろよ、マニュアル人間か？　今流は行やりのマニュアル人間なのか手前てめえは！」

　青年がおもむろに片足を上げると、即座に大男の身体からだが萎しぼんでいき、次の瞬間には小さな子供の姿が青年の前で頭を抱かかえている。

「ごめんなさい、ごめんなさい！　殴なぐらないで……殴らないで！」

　性別不ぶ詳しようの子供が、目に涙を潤うるませて小動物のように震え出した。

「おぉ、すまねえなぁ、新入り──殴ったりしねえよ」

　青年は優しく微笑ほほえみかけると、振り上げていた足の踵かかとを少年の頭に振り下ろす。

「ギャッ」

「蹴けっとばすだけだ」

　その場に倒れこむ子供の身体に対し、青年は腹を狙ねらうように何度も何度もつま先を叩たたき込む。

「なんで手前は、謝る時はいつもいつもいつもガキの格好すんだ？　俺がペドかなんかだと思ってんのか？　それとも俺が実は『子供には優しい悪ぶってるだけの爽さわやか系お兄さん』だとでも思ってんのか？　ああぁ？」

　顔に薄笑いを浮かべながら、淡々と足を動かし続ける青年。その凶きよう行こうを止めたのは、彼の背後から聞こえてきた中年男の声だった。

「お、おい……」

　青年がゆっくりと振り返ると──そこにはアーミージャケットを着た大柄な男が、膝ひざを震わせながら立っていた。

「あ、あんたは人間か？　ここにいた大男は何ど処こに行った!?　だ、誰でもいい！　た、助けてくれ！」

　──ん？　何だ……まだ始末してなかったのか？

　青年は暫しばらく思案していたが、何かを思いついたように笑うと──姿勢を正して男の方に向き直り、襟えりを正して恭うやうやしく一礼する。

「……これはこれは……今回吸血鬼退治の仕事でいらした方ですね」

　彼はそれまでの黒い態度を一変させ、慇いん懃ぎんな態度で名乗りを上げる。

「私はこの町の市長を務めさせていただいている──ヴォッド・スタルフと申します」

　懐ふところから取り出したサングラスをかけながら、ヴォッドは顔を上げてニヤリと笑う。

　歪ゆがんだ口元からは、異常に発達した犬けん歯しが姿を覗のぞかせていた。

「副業で──吸血鬼を少々」




　──沈黙。

　先刻まで騒がしかった屋敷の中は完全に静寂に包まれ、その場にいる三人以外は世界に誰も存在しないかのように、時間だけが刻々と流れ去っていく。

　アーミージャケットの男──カルギラは暫しばらくヴォッドの口の中に見える牙きばを観察していたが──やがて小さく頷うなずいて、ハッキリとした口調で声を出した。

「実は俺おれもです！」

「……あぁ？」

　予想だにしなかった返答に、ヴォッドは顔面から余よ裕ゆうの笑いを消し去った。玄関にうずくまっていた子供も、混乱したような表情でカルギラの顔を凝ぎよう視ししている。

「ＨＡＨＡＨＡ、全く気付きませんでしたかな？　ふふ、貴方あなたの企たくらみは全すべて解わかっていましたよ。ヴォッドさん。吸血鬼と人間のハーフでありながら、吸血鬼のコミュニティーの中で確固たる地位を築く期待のルーキー。それだけではなく、人間としての昼の顔は汚職の限りを尽くすリュクラム市の若手市長！　30過ぎとは思えない若々しい外見と徹底的な二枚舌、そして汚職！　持てる技術を最大限に生かしながら権力の座に上りつめた努力の人！　いや、努力の半鬼半人ダムピール！」

　ヴォッドの経歴をペラペラと喋しやべる謎なぞの男は、突然ヴォッドの瞳を見つめたかと思うと──そのまま全速力で彼の元に駆かけ出した。

「俺、実は前から貴方のことがぁぁぁ──ッ」

「なぁぁッ!?」

　ヴォッドは急激な寒さむ気けを感じ、男の腹を全力で蹴けり飛ばす。

「ごぶぅ」

　息と胃液を同時に吐はき出しながら、カルギラは廊下の端まで転がっていく。

　ヴォッドは肩で大きく息をしながら、虚こ空くうに向かって静かに声をあげた。

「……。……道どう化けぇ……手前てめえの仕し業わざだな？」

　彼の言葉に反応して、玄関の一点に急速に霧が発生し──人間の形に収しゆう束そくしていく。

「アハハ！　バレた？　バレバレ？　でも焦あせったでしょ！　驚いたでしょヴォッド様！　私が支配してたの！　たった今嚙かみ付いたの！　気付かなかったでしょ？　喉のどを見れば私の歯型がクッキリハッキリ残ってるのに！　観察力貧困だよねヴォッド様って！」

　眼前に現れた道化娘むすめから、透すき通るような声が聞こえてくる。歌でも歌えば美しい調べとなるのだろうが、口調が口調なだけに、綺き麗れいな声がかえってウザったく感じられる。

　ヴォッドは最初は顔を歪ゆがませたが──やがて諦あきらめたように溜ため息いきをついた。右手のひらで顔を覆おおい、左手で身体からだを支えるように、玄関の壁にもたれかかる。

　その状態で首をゆっくりと横に振っていたが──そんな彼に対して、道化娘は追い討ちをかけるように言葉を紡つむぎだす。

「アハハハ！　バッカだなあヴォッド様！　この状況で子供を蹴けり付けてる人間に助けを求める奴やつなんているわけないじゃん！　そこで怪しいと思わなきゃ！」

「……」

　沈黙するヴォッドのそばまでトコトコと近づいて、道化娘は急に真顔になり──

「副業で──吸血鬼を少々」

「……」

　自分の声色を真ま似ねて呟つぶやく道どう化け娘むすめに、ヴォッドは無言のままでピースサインを突き出した。

「目は、目はだめぇ！　教育上良くないよぅ子供が真似したらどうするんですかぁぁぁッ！」

　両目を押さえて転げまわる道化を尻しり目めに、八つ当たりとして新入りのヴァルの方に向き直ると──そこには、何な故ぜか自分が立っていた。

　眼前にいるそのドッペルゲンガーは、自分に向かって恭うやうやしく一礼したかと思うと──

「副業で──吸血鬼を少々」

　自分と同じ姿に変身した新入りを足払いで転ばせると、相手の腹の上に左足を乗せ、右足を相手の顔面にガスガスと踏み降ろし始めた。

　ガスガス、ガスガス、ガスガスと。

　いつまでも、いつまでも──




　ヴァルが完全に動かなくなったのを確認してから、ヴォッドは懐ふところから携帯電話を取り出した。

　そして、アドレス帳から一つの番号を選んで電話をかける。

「俺おれだ」

『あ、ヴォッドさんですか？』

　電話の向こうから、緊張感の無い声が聞こえてくる。

「どうだ？　お前らだけで何日か足止めできそうか？」

『あーもう無理っす。無理無理の無理無理です。今晩いっぱいが限界っすわ。ってーか、なんすかあいつら！　人じん狼ろう連中はなんつーかそこらの吸血鬼よりずっと強ぇし緑色のメイドさん達は可愛かわいいし！　本当にあいつらただの使い魔なんすか？　あの、ぶっちゃけ死にたくないんで帰っていいっすか？　メイドさんをナンパしてる奴やつとか出始めてるんですけど。まあ、そんなわけで明日には全員到着しちゃうと思いま──────』

　ヴォッドは電話を途中で切って、そのまま床に叩たたきつける。

「……俺おれの部下は本当に楽しい奴らばかりで怒いかり飽あきる事がねえなぁ……あぁ？　市議の人間連中が堅かたい奴らばっかだから余計にその差を感じるってのは皮肉な話だよなあ。そう思うだろ、道化？」

　その様子を見て、何い時つの間にか復活している道化娘が呟つぶやいた。

「アハ……ヴォッド様、その携帯、メモリーバックアップは？」

　市議関係の番号が２００件以上詰まった仕事道具。

　粉々に砕くだけたその携帯電話を見下ろし──

　サングラスをかけた青年は、長い長い叫びをあげた。




「アハハ！　ヴォッド様って、何い時つ見ても小物だよね！　でもそこが大好き！」

　道どう化け娘むすめの言葉を完全に無視し、ヴォッドはサングラスをかけ直しながら呟つぶやいた。

「……まあいいさ。どっちにしろ、今夜がヤマだからな……」





†






バルシュタイン城　客間




【吸血鬼というのは】

　豪ごう華かなソファに腰を下ろす閑しず音ねの前で、血文字は大理石のテーブルの上に小さな文字を綴つづり始めた。

　ホテルのスィートルーム等とは違った趣の高級感に包まれた部屋で、部屋を飾るインテリアの数々も、どれも高級品なのは間違いないのだが、必要以上に自己主張をしていない。

　寧むしろ、部屋の中央にあるホームシアターセットや、その横に並ぶＤＶＤ機器やゲーム機の数数が部屋の中に異常な違和感を作り出している。それらは大半が日本製だったが、そういう方面に疎うとい閑音は全く気付く事はなく、また、気付いたところで特に何も感じはしないだろう。

　彼女は完全に警けい戒かいを解く事無く、沈み込むようなソファの先端部分に、いつでも立てるように浅く腰を下ろしていた。

　そんな彼女の態度を気にすることもなく、子し爵しやくは静かに文字を紡つむぎ続ける。

【君達人間が、俗に映画や小説の中で見る吸血鬼像、あれも一つの正しい姿ではある】

「あれも？」

【そう、君程の実力を持った食鬼人イーターならば解わかるだろうが──吸血鬼というものは千せん差さ万ばん別べつ。空を自在に飛ぶものや無限の怪力を持つもの。水に触れる事すらできない者もいれば、水かきを持って自在に水中を泳ぐ者もいる。中にはまさに怪物としか形容できない──例えば身の丈たけ５メートルを超える、腕が８本ある魔人のような外観の者もいるのだが──残念ながら、そういう連中は殆ほとんど息絶えたな。人間に滅ぼされてしまったのだよ】

「人間に？」

　少し意外そうな顔をする閑音に対し、子爵は当然だとばかりに文字を形作る。

【君のような人間が昔からいたという事だよ。君とて誰かに食鬼人イーターになる事を教わってその道を選んだのだろう？　……失礼。話を戻そうか……ともあれ、人間から隠れる能力を持つ者こそが生き残ってきたわけだ。滑こつ稽けいな話だが、なまじ人間を越えた力があるために、隠れて過ごさねばならなかったというわけだ。いくら人間を越えた力を持とうとも、数で押されてしまえばそれまでだからね】

「……吸血鬼って、なんなの？」

　子し爵しやくの話の先を促すように、閑しず音ねは静かに呟つぶやいた。

　過去に出会った吸血鬼達は、どれも様々な能力を持っていたが──出会う度に感じていたのは、それらの吸血鬼が誰もかれも『同じ種族』とは思えなかったのだ。

　そんな彼女の思いを見透すかすように、子爵は次の文章からその核心に触れ始める。

【ふむ、単純に言うならば──吸血鬼も生命だよ。根っこは君達人間と同じだよ】

　子爵は文字列の横にもう一つの血溜まりを這はわせ、そこに木を模したような図形を描き始めた。最初に大きな一本の線があって、そこから上に行くに従って枝分かれを始め、その先でまた幾つもの枝に分かれて無数の枝先に繫つながっている、そんな図だった。

【太古の地球で発生した、コアセルベートと呼ばれる生物の元から始まり──生命というものは様々にその姿を進化させてきた。突然変異や適材適所を繰り返してね】

　文字と図を交互に見比べながら、閑音は無言のままで話の続きを促した。

【人間が一般的に生物と思っているのは、こうした平面状に進化した、自分達と同じ次元で生きている者達の事だ。だが──】

　そこで文字が止まり、図の方に大きな変化が訪れる。

　血で描かれた木の枝の一つ。その中間あたりから、新たな枝が空中に向かって伸び始めた。

【こういう方向へと突然変異が起こったのだよ。二次元の存在が、三次元の方向に手を伸ばし始めたわけだ。いわば、一つずれた世界とリンクしてしまったというべきかな】

「ずれた世界……？」

【言葉で伝えるのは少々難しいが……果たしてそこが我々にとって高次の存在なのかどうかは解わからない。そうだな、吸血鬼らしくここは一つ『魔界』とでもしようじゃないか。その世界とたまたま波長があった生命体が、そちらの方向に進化していったというべきかな。勿もち論ろん、それは我々のような吸血鬼とは別に──】

　大理石に描かれた木の様々な枝から次々と空中に血が伸び始め──それぞれが無秩序な方向に広がり始める。

【例えば私は見た事が無いが、ドラゴンやペガサスといった伝説上の動物も、もしかしたら存在しているのかもしれない。あるいは、別の次元により深くリンクしてしまい、我々の目には見えなくなっているのかもしれない。スカイフィッシュだのロッズだのと呼ばれた、カメラにしか写らない生物を知っているかね？　その正体はただのハエとの見方が有力だが──もしかしたら本当にそういう生物がいないとも限らない。存在はしているのに、我々とは決して交わらないような存在がね】

　一瞬の間を置いて、それまでの文章を全すべて崩して、新たな一文を綴つづり始める。

【だが、我々吸血鬼というのは実に中途半端だ。君達と同じ物理法則が働く世界に住みながら、時と場合によってその法則をあっさりと捻ねじ曲げてしまう。その癖くせ突然変異のスピードが異常に速く、個人の意志や宗教にまで影響されて、一代の間に進化する場合さえある。十字架かに弱い種族がいるのもそのせいだ。ただ、ほぼ全すべての吸血鬼に共通する点を挙げるとするなら──そうだな、我々の特徴は──魂たましいを自在に操れるといったところか】

「魂……」

　その単語に、閑しず音ねは静かに息を吞のむ。そもそもその言葉がもとになって、一時的に休戦として彼のティータイムに誘われたのだから。

【吸血鬼の身体からだに魂は無い。それはある意味正しいのだよ。これは私個人の意見であって明確な学説などがあるわけではないが──吸血鬼というのは、魂を肉体から完全に分離した上で、抜け殻がらとなった身体を操っている──そういう存在なのだよ。言い換えるならば、魂を自在に操る事ができる存在だと思って構わない】

　その言葉だけでは意味が完全には吞のみ込めず、閑音は静かに目を細める。それを察したのか、補足するように文章が付け足される。

【物凄すごい極論を言うならば、魂が念力で自分の死体を動かしているというべきだろうか】

「念力？　念力って……確かにたまに見えない力を使ってくる奴やつはいたけど……」

【そう、それの根源にあるものだと思って構わない。自分の肉体を自在に操る、いや、己の身体を構成する物質を、分子や原子レベルで操る事ができるとでもいうべきか。……勿もち論ろん完全に制せい御ぎよできるわけではない。そんな事ができるならば弱点をそのままにしてはおかないし、私だってとっくに人間の姿に戻っている】

　そこで閑音はある違和感を覚えたが、そこでは口に出さずに黙って聞き流す事にした。

【例えば蝙蝠こうもり化や霧む化かの能力があるだろう？　蝙蝠化などは無数の生命体に分かれる事になるわけだが、意識は常に一つだ。一つの魂が無数の蝙蝠を一個の生命体として操っているのだよ。霧化にいたっては脳も目も無いのに、どうやって己を制せい御ぎよするというのかね？】

「それと、今のあなたもね」

　皮肉まじりの目を向けるが、血文字は全く乱れる事無く次々と文字を生み出し続ける。

【まさしくその通り！　私が自分の身体を念力で操っているのは理解してもらえるかと思う！　筋肉も無い液体である私がこうして自在に動けるのも、念力という物理法則を無視した力だからだよ！　魂は常に別次元から周囲を見る。様々な形に変形した自分の身体を操るわけだ！　空を自在に飛ぶ吸血鬼なども同じ事だ。能力が高い者ならば、己の纏まとう服や装飾品さえをも霧や蝙蝠へと変える事ができるのだが──私の場合は、自分の肉体以外には殆ほとんど念力が通じない。せいぜい本の頁をめくったり、ＤＶＤの差し替えを行ったりリモコンのボタンを押したりする程度だ。少々時間を頂ければ紅茶を沸かすことぐらいならさせてもらうが？】

「いらない」

　あっさりと答える閑音に、子爵はがっかりしたように文字列を崩す。

　気を取り直したように新しい文章を綴り始め、そこには閑音にとって興味のある事が書かれていた。

【吸血鬼が滅びると灰になるというのは──もとから灰のようなものを変質させて己の肉体としているという事かもしれないね。君のような食鬼人イーターが生きている吸血鬼の血肉を食らうのは、肉体に宿る魂たましいの力を得ると言った方がいいのかもしれないな。魂から受け取ったエネルギーを循環させる触しよく媒ばいこそが、吸血鬼にとっての血液だからね。心臓は多くの吸血鬼にとって弱点であるが、肉体を切り離した魂がリモコンだとすると、その指示を受け取る受信機が心臓なのではないか──かつて私の友人がそう言っていたよ。心臓が弱点ではない吸血鬼は、身体からだのあらゆる部分を受信機とすることができる特異体質なのだという事だ】

「あなたも……そうなの？」

　閑しず音ねの問いかけに、血溜まりは静かに動きを止める。

「あなた、さっき──【できれば人間の姿に戻っている】みたいな言い方してたよね？　それってどういう事？」

【単純な事さ】

　僅わずかに躊躇ためらうような間が開いて──子し爵しやくは、自分を狩りに来た女に対し、自らの過去を語り始めた。

【私は、元は人間の姿をしていた──というよりも、元は人間だったというべきかな】





†






　養と父うさんは、昔は人間だったんだ。

　誰か他ほかの吸血鬼に嚙かまれて──その牙きばから相手の魂が流れ込んで、後天的に吸血鬼に変化したんだって。養父さんが自分でそう言ってた。

　養父さんはそれから暫しばらく吸血鬼として暮らしてたんだけど──その内に、自分達の身体に対する研究を始めたんだ。目的は一つ。弱点をなくす事。

　養父さんはどんな手を使ってでも、その目的を果たそうとして──最後には、肉体を捨てる事を選んだんだ。自分達と同じように特殊な進化をしたバクテリアを発見して、それを自分の血液全すべてと融合させて──最終的にはあの身体になった。

　そのバクテリアっていうのはね、吸血鬼とは逆で──日光を浴びることでエネルギーを作り出すんだ。光合成みたいなものだけれど、生み出されるエネルギーは植物とは比べ物にならないほど大きいって。しかも、日光以外は何もいらないんだ。

　養父さんはそのバクテリアと共生して、血を吸わなくてもいい身体になったんだけど──問題が一つあってさ。

　養父さんは僕や他ほかの吸血鬼とは違って──日光の下じゃないと力が出ないんだよ。

　太陽が無いと、養と父うさんは生きていけないんだ。




「へえ、初めて聞いた。子し爵しやく様が昔は人間だったなんて──」

　日が沈み始めたグローワース島の町外れ。レリック達は農作業用の荷馬車に揺られながら、ヒルダとミヒャエルの家へと向かう。

　レリックはまだ棺ひつぎに入ったままで、荷台に揺られながら父親の事をヒルダに話している。ただ、それまでそばにいた筈はずのフェレットの姿が見当たらない。汚い荷馬車になど乗りたくないとごねていたのだが、レリックが『じゃあ、先に養父さんに僕達が帰ってきたって伝えてよ』と言って、渋しぶ々しぶながら兄と離れて城に向かったのだ。

　ミヒャエルは当然ながらそれについて行き、荷馬車の背に揺られているのはレリックとヒルダの二人だけだ。

「すいません、運んで貰もらっちゃって」

「いいって事よ、子爵様にゃあ世話んなってるからなぁ」

　棺の中からの言葉に、御ぎよ者しやの老人は笑いながら答えた。自動車が幅をきかせているのはこの島でも一緒だが、観光用に馬車馬が多く育てられているのが特徴の一つに上げられる。この老人は観光客相手の商売から引退した馬を引き取って、作物を港の市場に運ぶのに使用しているようだ。

　この島の人間は、昔から住む人間ならばその大半が吸血鬼の存在を知っている。というよりも、共存していると言ってもいい。

　人間と吸血鬼が和解するような事件が過去に起きたのかというと、そういうわけでは無い。

　遙はるか昔から人間の敵として伝承されてきた吸血鬼が、一つや二つのきっかけで互いを理解しあえる事などは難しい事だろう。

　だが──この島では、それと逆の事が起こっていた。

　このグローワース島は、欧州本土から離れ、長く歴史から閉ざされてきたこの島は──最初から吸血鬼がいる事が普通の状態だったのだ。

　グローワース島において吸血鬼は──常に人間の君主としての顔を見せてきたのだ。

　近代化が進み、本土との交流が進むにつれて島の政治からは姿を消したものの、町の人間達はゲルハルトやレリックを初めとする吸血鬼達を、なんのわだかまりも無く綺き麗れいに受け入れている。

　そうは言ったものの、公的に吸血鬼の人権が認められているという話ではない。

　若者達の間では、ただの風変わりな吸血鬼信仰と思う者が殆ほとんどで、バルシュタイン城主がいまだに液体として生きている事を知る者も少なくなった。

　ただ、吸血鬼の出入りを監かん視しする港の関係者や──この御ぎよ者しやのような高齢者の間では、今だにゲルハルトは子爵であり、敬うべき領主なのだ。

「しかし、仲がええってのはいい事ですなぁ」

　老人が呟つぶやいた言葉に、レリックは棺ひつぎの中で照れるように目を逸そらした。

「同じ年頃の人間の友達は、ヒルダとミヒャエルしかいませんから……」




　ヒルダの家の側に着いた頃にはすっかり日も沈んでおり、レリックは静かにその棺から姿を現した。棺を片手で軽々と担かつぐと、御ぎよ者しやの老人に礼を言い、そのままヒルダの家へと歩き出す。

「ねえレリック君、他ほかの荷物は港に置いたままでいいの？」

　顔を覗のぞき込んでくる幼おさな馴な染じみの問いに、レリックは人間らしい笑みを浮かべながら答える。

「うん、明日の昼にはメイドさん達やゾブさん達が船で来るから、そしたらみんなに手伝ってもらって城まで運ぶよ」

「ゾブさんって、あの人じん狼ろうの人!?」

　目を輝かせながら尋ねる少女に対し、レリックは静かに頷うなずいた。

「凄すごい凄い！　私まだ三回しかあの人見たこと無いから、一度お話してみたかったの！　ねえねえ、明日紹介してね！」

　──普通の人は、一度も見ることは無いはずなんだけどね。

　町の人間、子供達は城の秘密を知らない。祖父母などから『あそこは吸血鬼のお城だよ』と言われても、少年少女にとっては勝手に入って遊ぶと怒られる観光地という認識しかない。吸血鬼に対するう嫌悪感は無いものの、その存在を信じてはいないのだ。

　その中で、ヒルダとミヒャエルだけは特別だった。

　何も知らない子供達の中で、唯一彼女達だけが真実に触れ、そこから奥に踏み込んできた。幼い頃からレリック達と付き合っている彼女にとっては、城の奥にいる使い魔達も、血の塊かたまりである子し爵しやくも──特に恐怖の対象とはなっていないようだ。

「お父さんもお母さんも酷ひどいんだよ、レリック君の事、他ほかのみんなにも紹介してあげたいのに、絶対に駄だ目めだって……でも、言っても簡単には信じてもらえないと思うけどね！」

「はは、信じない子供達の目の前で蝙蝠こうもりに変身してみせようか？」

　レリックの冗じよう談だんに、ヒルダも笑いながら首を振った。

「駄だ目めだよ！　驚かせたら嫌われちゃうから」

　何気ない会話を交わしながら、レリックは目の前の少女に感謝をしていた。

　彼女を見ていると、どうしようもない欲求にかられる事がある。

　──彼女を自分の物にしたい。支配し、血を啜すすり、自分と同じ吸血鬼に──

　まだ成長しきっていない彼は、その欲求は小さいものなのかもしれない。

　だが、今は抑える事ができるこの欲望が、いつか爆発してしまうのではないかと。

　旅に出る少し前、その思いを彼女に正直に打ち明けた。事実上、幼馴染に対する告白だったのだが──場合によっては永遠の別れになるだろうという覚かく悟ごを持って。

　ヒルダはそれを聞いてキョトンとした目を向けると──

「やだなあ、なんで今更そんなこと言うの？　そんなこと、私もお兄ちゃんもとっくに知ってるよ。吸血鬼のレリック君と何年友達だと思ってるの？　子し爵しやく様にも前に同じ事を言われたことがあるけど、私はちゃんと答えたよ？　その時はその時で、レリック君が私の事を好きなら覚かく悟ごしてますって。ううん、むしろ私の片思いじゃないって事がわかってうれしいですって！」

　その言葉にレリックは戸惑い、君がまだ子供だからそんな事を言っているんだと告げた。青春の過ちだ、若気の至りだ、そんな覚悟は将来変わってしまうと。

　告白しに来たはずなのに、何な故ぜか相手を遠ざけるような事を言うレリックに対し、ヒルダはそれでも笑いながらこう返した。

「じゃあ、こうしよ。いつか大人おとなになっても私のこの覚悟が変わってなかったら──その時は、結婚しよう？　私の血を吸うかどうかは、その時考えればいいじゃない！」

　レリックは、その瞬間本当に彼女の事を好きになったのかもしれない。

　だからこそ、彼は彼女を支配する事ができなかった。

　彼女から一いつ旦たん遠ざかり、自分を見つめ直そうという意図も込めて旅に出たのだが──

　後は──先刻地下室で妹に指摘された通りだった。

　何度別の女を目にしても、血を吸う段になってヒルダの笑顔を思い出してしまう。

　血を吸う事に禁きん忌き感はない。ただ彼が恐れるのは、支配してしまう事であり──あるいは、ヒルダを吸血鬼の世界に引き込んでしまう事だ。




「どうしたのレリック？　お父さんもお母さんもきっと喜んでくれるよ！」

　過去を思い返しているレリックの横で、ヒルダが無む邪じや気きな笑顔を向ける。

「ああ、そうだね」

　言葉ではそう答えながらも、内心ではそれがありえないという事も解わかっていた。

　ヒルダの両親は、余よ所そから来た人間であり──あきらかに自分とフェレットの事を良く思ってはいない。吸血鬼である子爵の依頼で、自分達の家庭教師として雇われていた夫婦。だからこそヒルダやミヒャエルと出会い、親交を深めることができたのだが──

　ヒルダの両親は、明らかに吸血鬼に対する恐怖を抱いだいていた。敬けい虔けんなプロテスタント信者というわけではなかったが、嫌悪を通り越して明らかな恐怖を抱いだいている。この10年間、町の人と同じように養父に対する敬いは見せていたが、それは決して敬愛ではなく、畏い怖ふの思いからくるものだという事は明らかだった。

　きっと今日も、うわべでは笑いながら心の奥では震えを隠す──そんな目を自分に向けてくる事だろう。唯一の救いは、彼らが島を逃げ出さなかった事だ。おそらく吸血鬼の報復を恐れたのか、あるいは本当に使い魔の誰か──ゾブあたりが脅おどしをかけていたのかもしれない。

　少しだけ気を重くしながら、森の中にある彼女の屋敷の前にたどり着いたのだが──




「あれ？」

　様子がおかしい事には、すぐに気が付いた。

　家の雨戸が全すべて閉じ、玄関のドアが内側に向かって蹴け破られている。

「なに……これ……」

　少女が不安に顔を曇らせ、レリックの腕を強く握る。

　──強ごう盗とう!?

　真っ先にその単語が思い浮かび、レリックは全身の感覚を強く開放する。周囲に生き物の気配が無いか感じ取ろうとするのだが──周囲に人間の息遣いや心臓の鼓動は感じられない。

「……中を見てみよう」

　レリックが森の中に右腕をかざすと──その指先から数匹の蝙蝠こうもりが湧わき出して、家の中へと向かって羽ばたいていく。

　蝙蝠達の目に映った映像が、レリックの脳の片隅で処理される。

　その一方で、ヒルダの震えが、腕を通して全身に響き渡る。

　彼女にとっては、吸血鬼よりも銃じゆうや刃物を持った強盗の方がよほど恐ろしい存在なのだろう。

「……ドア以外は特におかしい所は無いみたいだけど……」

　家の中は特に荒らされた様子も無く、人の気配も感じられない。

　だが、二人が周囲を警けい戒かいしながら、恐る恐る足を踏み入れると──

「お待ちしておりましたよ」

　その声は、家の奥から聞こえてきた。

　サービス業を思わせるハキハキとした声。灯あかりの消えた屋敷の中にはあまりにも不ふ釣つり合あいなその声は──玄関から入って正面。廊下の突き当たりに立つ人影から発せられた。

　──誰もいなかったはずなのに？

　少年は不思議に思いながらも、ある事に気が付いて納得した。

　目の前にいる東洋人と思しき男からは、心臓の鼓動も呼吸音も聞こえてこなかったのだ。

「……吸血鬼……」

「はは、これはこれは、流石さすがはレリック・フォン・バルシュタイン様だ。吞のみ込みが早くて助かります」

　機械的な笑顔を浮かべる東洋人が、手に何も持たずにこちらに近づいてくる。

「え……レリック君の知り合い？」

　それならばまだ良かったのだが、残念な事にまったく覚えの無い顔だ。そもそもこの島の吸血鬼ではないのだろう。外見は明らかに東洋人だし、流りゆう暢ちように話されるドイツ語には、この島独特の訛なまりが含まれていなかった。

「貴方あなたは誰なんです。ここの家族の人達はどうなったんですか？」

　警戒を強めながら、ヒルダをかばうように前に出るレリック。

「私ですか？　すいません、名刺は人間をやめて以来切らしておりまして……そうですね、現在の上じよう司しには『手品師』と呼ばれております。不本意ではありますがね」

『手品師』は自じ虐ぎやく的な笑いを浮かべたあと、二つ目の質問について答えを返す。

「この家にお住まいでした御夫婦なら、昼間の内に──そこのお嬢じようさんが家を出ている間に、私の同僚が喉のど笛ぶえに嚙かみ付きましてね」

「……ッ！」

　ビジネストークのような調子で語られたその言葉に、レリックはまだ小さな牙きばを向いて相手を睨にらみつけ、ヒルダは状況が吞のみ込めていないらしく、不安そうな顔でレリックの顔と『手品師』の顔を交互に見つめている。

「はは、まあとりあえず、そちらのお嬢さんには眠ねむってもらいましょうか」

　東洋人の男は懐ふところからスカーフを取り出したかと思うと、それを自らの頭に載のせた。

「１ワン、２ツー……」

　何の前フリもなくカウントを始めたかと思うと、突然、目の前から男の姿が消え去った。

「３スリー」

　その声は、レリックの背後から聞こえてきた。

　目の前には支えを失ったスカーフが宙を舞い、レリックが慌あわてて振り向いた瞬間──

　ヒルダの後ろに現れた東洋人が、彼女の首に向かって静かに手刀を振り下ろした。
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　城へと続く森の道を、二人の男女が歩く。

　駐車場に通じる舗装された道とは反対側にある、城の裏側に通じる歩行者専用の道だ。

　表側の道に比べると殆ほとんど整備が行われておらず、申し訳程度に小さな街灯が灯ともされているだけだった。昼間はハイキングなどでそこそこ人通りもあるのだが、日が暮れてからは特に近づくものもいない。『夜は吸血鬼の子し爵しやく様が通る道だから、むやみに近づいてはいけない』……町の老人達はそう言うが、信じる者が少ない現代としては単純に『危ないから』という考えからくる結果に過ぎないのだろう。

　そんな道を歩く少年と少女。少年はともかく、少女の方は黒いドレスという場違い極まりない格好で山道を歩いていた。

　少女はあからさまに不機嫌そうな顔を浮かべており、それとは対照的に、少し年上と思われる少年はあからさまな至し福ふくの笑顔を浮かべている。

「好きだ！」

　周囲に人ひと気けが無くなった瞬間に言い放たれた少年の言葉に、フェレットは思わず躓つまずきかける。

「ああッ！　大丈夫？」

「大丈夫かと心配なのは、貴方あなたの頭です！」

　心配そうに覗のぞき込むミヒャエルに対し、フェレットは呆あきれと怒りを織り交ぜた言葉を叩たたき返した。しかし少年はまったく堪こたえていないようで、柔らかな笑顔になって頰ほおを赤らめる。

「心配してくれたんだ、ありがと」

「そんな事を言っているのではありません！」

　フェレットは呆あきれたように俯うつむくと、ミヒャエルの方を振り向く事なく先へ先へと歩を進めた。

「まったく……よくも恥ずかしげも無くそんな事が言えますね」

「いや、今の何気に告白だったんだけど……返事は無し？」

「顔を合わす度にされる安い告白など、聞き入れる気はありません！」

　苛いら立だたしげに言いながらも、フェレットはミヒャエルとの会話を中断しようとはしない。

　その気になればミヒャエルが絶対に追いつけない速さで山を登る事も可能なのだが、意識的には無意識の内かは解わからないが、フェレットは少年のペースに合わせて山を登り続けている。

「安い告白でも、山ほど積み重なれば高級品と同じ価値になるよ」

「それは残念です。貰もらう度に捨ててしまうから溜まる気配がありませんわ」

　手痛い言葉に頰ほおを引きつらせながらも、フェレットは息を弾はずませながら強がりを返す。

「ふふふ、あきらめないよ僕はその程度の皮肉じゃあきらめないよ？」




　フェレットは、孤独だった。

　自分が吸血鬼であるという事実を受け入れた彼女は、年を追うごとにどうしようもない孤独に追いやられていった。

　様々な弱点を持つ代わりに、徹底的に吸血鬼らしい兄。それに比べ、自分は弱点が無い代わりに、兄が使うような特殊な力には全く恵まれなかった。

　二人とも養子ではあるが、顔がよく似ているという事から二人が双子ふたごの兄妹だというのは間違いないのだろう。だからこそ、兄とは違う自分に自信が持てなかった。

　吸血鬼として生まれ、全く吸血鬼らしくない自分。

　──私は、なんの為に生まれたのだろう。

　兄と同じ疑問を、彼女はよりネガティブな方向に悩み続けた。

　日光を欠点としない彼女は、望むならば通常の学校に通う事もできたのだが、彼女自身がそれを拒んだ。自分が周囲の人間達に溶け込めるかという不安以上に、兄と離れ離れになる事が怖かったのだ。このまま違う道を歩み、いつしか全く違う存在になってしまうのではないかと。

　自分達は何のために生まれてきたのか？　自分達が普通の吸血鬼ではない。それが解わかるにつれ、不安が彼女に圧のし掛かる。

　そんな彼女に、ある日養ち父ちが言った。

【自分の存在に不安があるのならば、何か信念を抱いだくといい。誰かを守ろうというものでもいいし、フェレットが望むのならば世界征服でもいいだろう。その信念を貫き通して行けば、存在価値などは後から必死になって追いついてくるものだよ】

　ならば私は──自分と同じ境遇の者を、たった一人の兄を守るまでだ。

　自分はこのままでいい。兄と共に永遠を生きるのだ。たった二人だけの血族。私に無いものは全すべて兄が持っているのだ。私は兄の影となるのだ。兄をずっとずっと支える、その為だけに生まれてきたのだろう。だから、兄を守る為ならば──人間も吸血鬼も全すべて滅ぼしてしまっても構わない。

　静かな決意を灯ともし、兄以外の全てから心を閉ざしかけていた時に──一人の男が、彼女の生活にズカズカと入り込んできた。




　ミヒャエルという名のその少年は、最初はただの幼おさな馴な染じみだった。特にこちらから会話を交わした事も無かったし、単なる家庭教師の息子むすことして気にも止めていなかったのだが──

「好きだ」

　ある日唐とう突とつにそんな事を言われ、彼女は相手の言葉の意味を即座に理解する事ができなかった。ゆっくりとその意味を嚙かみ締めた後に出てきた言葉は、

「興味無い」

　だった。撃げき沈ちんとしか思えない一言。実際彼女にとって、目の前の男には全く興味が無かった。寧むしろ兄が親しくしているヒルダという女の方が気になっているぐらいだ。

　だが──彼女にとって幸か不幸か、彼はそんな程度で引き下がるような男ではなかった。

「君がレリックの事を想う以上に、僕が君を好きになるから！」

「──!!」

　その言葉に純粋に驚き、彼女はそこで初めて相手の顔を見た。自分の想いはひた隠しにしてきたつもりだった。兄に対しても普通に接しているつもりだったが──目の前にいる男は、それに気付くほど自分の事を良く知っていたという事になる。

　だが、彼女は冷静になって考える。

　──そうか、きっとこの男は私が吸血鬼だという事を知らないのだ。そうでなければこんな事を言い出すはずがない。

　そう思い、彼女は養ち父ちに止められていたのも無視し、自分の正体を洗い浚ざわいぶちまけた。長く伸びた犬けん歯しを剝むき出して睨にらみつけた。

　怪力を示す為に片手で投げ飛ばしてやったりもした。

　だが──

　彼女にとって本当に幸せか、あるいは不幸だったのは──

　ミヒャエルという男は、障害が高ければ高いほど燃えるタイプの人間だったという事だ。




「俺おれは君が吸血鬼でも構わない。いや、寧むしろ吸血鬼でいるありのままの君が一番好きだ！」

　頭から血をダラダラ流した男からそんな告白をされて、フェレットはいよいよ打つ手が無くなった。

　だが、彼女はそこまでしても怖かった。目の前の男が嫌いなわけではない。寧むしろ全くなかった筈はずの興味が僅わずかながらに湧わいてすらいた。ただ、彼女は怖かっただけなのだ。他人を受け入れるという事が、世界の一部と繫つながりを持ってしまうという事が。

　繫がりを得て世界と同化した瞬間に、その世界から即座に自分の存在が否定されてしまうような気がして。

　追い詰められた13歳さいの少女は、相手を遠ざける理由を必死に探し──

「わ、私のような貴族の家柄と、あなたのような平民が釣り合うと思っているのですか!?」




　彼女が自分の家柄や身分にこだわるようになったのはそれからで、以来３年、兄のレリックには「なんでそんな畏かしこまって喋しやべるようになっちゃったんだよお」と泣きつかれる事となった。

　そして、そんな障害など皆無といった雰囲気の男が目の前にいる。

「君が旅に出た時さ、子し爵しやく様に頼んだんだ。お嬢じようさんとの交際をお許し下さいって」

「なッ……！」

　山道の途中で立ち止まり、ミヒャエルの顔を睨にらみつけるフェレット。

「そ……それで、お養と父う様はなんと……？」

「家族から取り込もうとする態度の奴やつには、可愛かわいい娘むすめはやれんってさ。子爵様に飛び掛かられて、もう少しで溺おぼれるところだったよ」

　フェレットはそれを聞いて、どこかホッとしたような気がする半面、なにか複雑な感情を抱いだいている自分に気付く。その思いを慌あわてて心から振り払うと、フェレットは静かに口を開く。

「そう……残念でしたわね」

「だけど、諦あきらめないから。そうだなあ。俺、役者になるよ。ショーン・コネリーみたいな凄すごい役者になって、女王陛へい下かからナイトの爵しやく位いを貰もらうんだ。どうよ？　吸血鬼のお姫様を守る人間の騎き士しって、なんか神話みたいでかっこよくない？　そして二人は恋に落ちました」

　言いたい事は山ほどあったが、フェレットはとりあえず一つだけ指摘した。

「……今のドイツに爵位制度はありませんわ」

　それはある意味自分の家柄とやらも否定する言葉なのだが、半ば確信的に呟つぶやいた。

「もうこの国に、養父さん以外の貴族は残っていないんだから……」

　自分でも解わかっているのだ。家柄などと言っても、所しよ詮せんは養父が自分の力で得たものだ。血も繫がっていない自分がその権力をかさに着ることなどできよう筈はずも無い。それは解っているのだが──本当の自分に残されているのは、吸血鬼としての血。人間よりも上位の存在だという、自分が勝手に決めたプライド。その程度のものしか残されていないのだ。

　フェレットが再び自分の殻からに閉じこもろうとした時──山の上から誰かが降りてくるのが見えた。こんな時間に誰だろうと思って目を向けると──

「フェレット、無事か!?」

　それは、服をボロボロにした兄、レリック・フォン・バルシュタインの姿だった。

「お兄様!?」

「レリック……？　お、おい、大丈夫か？　ヒルダはどうしたんだよ!?」

　フェレット達が慌あわてて駆かけ寄ると、レリックは悔しげに地面に拳こぶしを叩たたきつける。

「くそッ！　ヒルダの家にいた変な日本人の吸血鬼に……ヒルダが……攫さらわれた！」

「なッ……!?」

　レリックが語る内容に、ミヒャエルが慌ててレリックの襟えりを摑つかみ上げる。

「ちょっと待て！　お前が付いててなんだよそれ！」

「すまない……凄すごく力の強い吸血鬼で……僕じゃ手も足も出な……」

　その言葉が終わる前に──フェレットの拳が兄の頰へとめり込んだ。

　手加減というものは全く無く、レリックの身体からだが空中を水平に移動する。そのまま物凄い勢いで山中の木の一本に叩き付けられるレリックの身体。ミヒャエルを殴なぐる力の数十倍の威力があるように思われた。

　悲鳴をあげることすらできずに木の幹からずり落ちる少年に対し、フェレットは淡々と言葉を紡つむぐ。

「私も一つ質問があります」

　表情を全く変える事無く、少女が殺気を放ちながら言い放つ。

「貴様は何者だ？」




　沈黙。

　山道の中には街灯以外の明かりは全くなく、道から僅わずかでも外れれば深い闇やみが待ち受けている状態で、三人の少年少女の間に奇妙な間が訪れる。

「……酷ひどいなぁ……酷いよ」

　うめくような声を上げて、レリックの身体をしたモノがゆっくりと起き上がり──完全に立ち上がった時には、それは既にレリックの姿をしていなかった。

　観光客のような格好をしているが、それが駆く除じよ隊員としてのヴァルの姿だという事は、目の前の二人にとっては知るすべもなかった。

「偽にせ者ものだって解わかったからって、兄貴の顔をここまで思いっきり殴なぐるか普通？　ええと、アレか？　私のお兄様は女の子を見捨てて逃げるような奴やつじゃないとか、そういう定番のアレなのか？それでバレたの？　俺おれ…」

　ダメージはしっかりと残っているようで、焦点の定まらないような目でフェレットの方を見つめている。

「いいえ、もっと単純な事です」

「何さ」

　変化を得意とする吸血鬼を目の前にして、フェレットは、自分が信じている事を淡々と言い放った。

「お兄様は凄すごく凄く強いんです。手も足も出ないなどありえません」
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ヒルダの家




　計算が狂ったのは、一ヶ月ほど前からだ。

　それまでは順風満まん帆ぱんだったのだ。

　10年程前──単なる手品マニアのビジネスマンだった自分が、吸血鬼に嚙かまれる事によって生まれ変わった。

　種たねも仕掛けもある大だい道どう芸げいなどではない。文字通り『魔術師』へと昇しよう華かしたのだ。

　自分を吸血鬼にした宿主は６年程前に山火事で死んだが、既に何人もの人間の血を吸っていた彼は、もはや人間に戻る事は無く、支配者を失った吸血鬼として世の中に放り出される事となった。

　それはとてもすがすがしい気分であり、長年待ち望んだ時が訪れた開放感に、その日は10人程の血を吸った。

　一箇所に留まる事を避け、日本各地を転々として──気が付いたら、自分以外の吸血鬼の存在とつるむようになっていた。

　組織は次第に横のつながりを広げていき、欧州にある大きな組織への足がかりが見つかり、彼はそれまでのつながりをあっさりと切り捨て、自分の身一つでその組織へと入り込んだ。独自の交渉能力を認められた彼は、ヴォッド・スタルフの補佐的な立場として組織の中に自分の足場を見つける。

　無能で力の無い上じよう司し。彼にとってヴォッドは自分が踏み台とする以外のなんの価値も見出せない男だった。そもそも、部下を部下と思っていない上に──個人的な話ではあるが、いつまでたっても自分の事を『手品師』と呼ぶのが、彼には我慢ならなかった。

　だが──本当に計算が狂ったのは、今から一ヶ月ほど前のことだった。

　この島の『子し爵しやく』と呼ばれる吸血鬼を罠わなに嵌はめて、液体窒素で凍こおらせたところを棺ひつぎの中に封じ込めた。非力な上司に皮肉を言って、後は『上』からの命に従って、横よこ浜はまにいる二人の吸血鬼を罠わなに嵌はめる筈はずだったのだが──自分達がたどり着いた時には、既に二人の姿は消えていた。

　邪魔者である『子し爵しやく』を封じ、ようやく海外に潜伏する彼らの場所を見つけたというのに、なんという無む駄だ足あしだろうか。

　ところが──市議であるヴォッドから一つの連絡が届く。レリックからの手紙を受け取ったイギリス人の夫婦が、市長である自分にその手紙を見せ、『子供達を吸血鬼から守れないだろうか』と相談してきたのだという。

　その手紙には、『使い魔』達よりも一日速く帰って、その家の子供達に会いに来るとの旨むねが記されていた。

　まさしく千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス。この機会に上う手まく働けば、あの無能なヴォッドよりも上の立場に立てると思っていたのだが──

　その翌週、自分やヴォッドの『上』である吸血鬼が死んだ。

　何者かによって殺されたのだそうだ。

　──ありえない。

　最初にその報告を聞いた時、素直に信じることができなかった。

　殺された上司は、吸血鬼としての力も強く、人間にねぐらを嗅かぎ付けられるようなマヌケでもなかった筈だ。

　そもそも、殺されたのは夜だという。

　夜間にあれ程の力を持った吸血鬼を相手にできる人間など、果たして存在するのだろうか？

『上』の吸血鬼の死に、計画は一いつ旦たん頓とん挫ざし──

　そして──ヴォッドの暴走が始まった。







　数日前、ヴォッドが死んだ『上』の意志を追従し、計画を遂行すると言い出した。

「ヴォッドさん……私はごめんですよ、計画を続行するのは構いませんがね、『上』が死んだ以上は、別の『上』の方々の指示を仰あおぐべきでしょう！」

　珍しく語気を強めている『手品師』の言葉に、ヴォッドは面倒くさそうに言い返す。

「あぁ？　いいだろ別によぉ。どうせ俺らの『上』の連中は『上』の方で固まってんだ。それにこの計画進めてたのってメルちゃんだけだろうがよ？　うちの組織は会社ってーより同好会みてえなもんなんだからよ。メルちゃんの代わりに俺おれが『上』って名のりゃいいんだよ」

「……このままじゃ私達は孤立しますよ？」

「それならそれでありさ。どうせ元からハンパ者の集団なんだからよ」

　──話にならない。

　やはりこいつでは駄だ目めだ──そう思って、彼はヴォッドを始末する事にした。

　非力なダムピール如き、殺すのは簡単な話だと思っていたし、彼は今は亡き『上』の吸血鬼からも、ヴォッドの目付け役として配下に置かれていたのだ。その命令に従い──他ほかの『上』に取り入るには、今しかない。

　決意すると同時に、彼はヴォッドの背後に瞬時に回り込み──

　──自らの顔面に、ヴォッドの靴の踵かかとがめり込んだ。

「ッ!?」

　自分の予測を遙はるかに超える速度で動いたヴォッドが、見下すような目で笑っている。

　──ありえない。

　たった一ヶ月前まではとても吸血鬼とは言えない力しか持たない男が、市長という表の世界の立場だけで自分の上に立っていた筈はずの男が、どうして自分より前に立っているのだ？

　──ありえない、ありえない──

　本来ならば『手品師』である自分が観客から言われるべき言葉を聞きながら、手品師は静かにその場に崩れ落ち──次に目が覚めた時からは、ヴォッドの忠実な部下になっていた。

　それこそまるで手品のように己の色を変え──心の内では、自分が伸のし上がる日の事を思い描きながら。




　そして彼は今日、またもや計算が狂った。

　レリックの幼おさな馴な染じみの娘むすめを気絶させて、それを人ひと質じちとして交渉をするつもりだったのだが──

「大丈夫？」

「……うん」

　手刀を振り下ろした『手品師』の眼前で、レリックとヒルダがのっそりとした会話を交わしている。

　日本刀のような速度で振り下ろした筈の自分の手が──レリックの肩から湧わき出した、無数の蝙蝠こうもりによって受け止められている。それは互いに組み合わせるように身を寄せ合っており、蝙蝠とは思えない力強さで『手品師』の腕に絡からみついていた。

「……危ないじゃないですか」

　レリックがポツリと呟つぶやき、『手品師』の方を冷たい眼まな差ざしで睨にらみつける。

「……ッ！」

　子供とは思えぬ眼力に気け圧おされて、『手品師』は思わず二人から離れるように後ずさる。

　──おいおい、想像以上じゃないか。

　レリック・フォン・バルシュタイン。彼がどういう存在なのかは知っているつもりだった。だが、所しよ詮せんは成長過程の子供と侮あなどっていた。多彩な能力が使えても、所詮一つ一つの能力はまだ非力なものと聞いていたし、自分でもそう推測していたのだが、単純に瞬発力と蝙蝠一匹一匹の力を見ても、どう考えても自分の力を超えている。

　歯嚙がみをしながら眼前の少年を睨にらみつけていたが──やがてその口元を笑いに歪ゆがませると、相手を挑発するように言葉を紡つむぐ。

「……凄すごいですね、欠陥があるとはいえ、流石さすがに完成品なだけはあります」

「……？」

　レリックは相手が何を言っているのか解わからず、思わず相手の顔を覗のぞきこむ。

『手品師』はその瞬間を見逃さず──騙だます相手の心理に対して揺さぶりをかけ始めた。

「おやおや、その様子だと御存知無いようですね。自分がどうやって生まれてきたのか。なんの為に自分達のような特殊な双子ふたごが生まれたのか、ね」

　それは──改心の一撃だった。

　レリックの表情に明らかな動揺が浮かび、意識が横にいる女から完全に自分の方に移行している。自分の領域に移りこんできた意識を、更に深みへと引きずり込むように言葉を繫つなげていく『手品師』。

「やはりゲルハルト子し爵しやくは子供達には何も伝えていなかったようですね。いつかはバレる事なのに往おう生じよう際ぎわの悪い事を──それとも、子し爵しやくも貴方あなたの事を利用しようとしていたんですかね？」

「なんだ……何を言ってるんだ、あんた……？　そうだよ、そもそもなんなんだよ、お前」

「これは失礼致しました。正直なところを申しますと、私は貴方を迎えに来たんですよ」

　わざとらしさに溢あふれる恭うやうやしさを見せるが、恐らくはそれも計算のうちなのだろう。

　レリックの意識が完全に自分の手の内に入り込んだのを確認して、『手品師』はレリックという存在の核心について語り始める。

「レリック……バルシュタイン家に養子となるまでは──貴方あなたには、苗みよう字じは存在しなかったのですよ？　貴方は他ほかの何者でもない──文字通り、遺存種レリツクとなるべくして生まれてきたのですから────」
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【その時、私は自らの身体からだを溶岩へと躍おどらせ、その蒸気をもってして敵の目をくらませた！】

「へえー」

　一体どれほどの時間が経過しただろうか。子爵が自らの過去について語り始めたのはいいのだが──自分の身体をバクテリアと融合させる時の苦労話や裏話から、液体となってから後の苦労話、そして液体となってから盗とう賊ぞくと戦った話だの城下にキリスト教の大聖堂ができた時の騒動など、自らの半生を冒ぼう険けん譚たん風に紡つむぎ続けた。

　周囲は既に暗くなり、客間には寝室とは違った蛍光色のシャンデリアが光を放つ。観光客の立ち入り禁止区域は実質的に城の半分程で、その内のこうした幾つかの部屋の造りは、通常の豪ごう邸ていの内部と対して変わりが無い。

　大理石のテーブルは絵本のように字と絵が入り乱れ、赤い単色カラーテレビを見ているような気分にさせられる。普段からこういう事になれているのか、見せ場の前で一いつ旦たん文字を止めるなど──様々な演出を巧たくみに使って、たった一人の観客を自分の世界へと引き込み続ける。

【同じ組織のギータルリンは私の活躍を賞賛して──】

　閑しず音ねは暫しばらく夢中になってその話を聞いていたが、やがて何かに気が付いたように声をあげる。

「さっきから出てる、『組織』ってなんのこと？」

【おや、まだ説明していなかったかな？　簡単に言えば吸血鬼同士のコミュニティーなんだが──互いの情報交換の場として利用していたよ】

　その話を聞いて、それまで大理石の物語に目を向けていた閑音が、興味深そうに子し爵しやくの方を見つめてくる。

「……興味あるよ」

　その目を見て、子爵はようやく彼女の正体を思い出したようだ。慌あわてるように液状の身体を揺らし、取り繕つくろうように盤上に文字を走らせる。

【待ちたまえよ。食鬼人イーターである君が吸血鬼の居場所を求めるのは解わかるが──私もかつての仲間を売るつもりはないし、そもそも、もう何百年も前に袂たもとを分かったから、今はどうしているのか皆かい目もく見当もつかない】

「……本当に？　あのね、私はちょっと話してて貴方あなたのこと気に入ったんだよ。吸血鬼だからいつか殺すけどね。でも、できるだけ最後の方にしてあげるし、それまでは仲良くしてあげてもいいよ。その前に私が寿じゆ命みようで死んだら、貴方は助かるんだよ。だからね、他ほかの吸血鬼の居場所は教えてくれた方がずっと得だと思うんだけど……」

　それは物語の中でしばしば見かけるような、好こう敵てき手しゆ同士の『お前を殺すのはこの俺おれだ！』という、照れ隠しのような誓いとは程遠く──ただ淡々と『好きだけどいつかは殺すね』という事実が、氷のような笑顔と共に、子爵の魂たましいに響き渡る。

　興味だけが前面に押し出された、色の無い感情。子爵は閑音のその様子にどこか危うさを感じながらも、会話をする相手に対する労力を惜しまない。

　まるで自分の過去を話した事と交換だと言わんばかりに、眼前の食鬼人イーターに対して一歩踏み込んだ質問をぶつけてみせる。

【……君がそこまで吸血鬼に拘こだわるのはどうしてかね？】

　自分の本質を問われる言葉に、閑音はしばし口をつぐんでいたが──テーブルの周囲にまとまった血の塊かたまりを見て、何かを決意したように語り始める。

「昔は復ふく讐しゆう。今も復讐。ただ、今の復讐は──生きがいなの……かな」

　その言葉を皮切りに、閑音は過去を語り出す。今回の仕事で同行した駆く除じよ隊員達には一生話すつもりは無かっただろうし、普通の人間には話したところで意味が無い。

　目の前にいる吸血鬼に──自らの敵に話してこそ意味があるのだ。

　平穏だった村に、突然吸血鬼が現れた事。

　殺された家族の事。

　すべての吸血鬼に、復ふく讐しゆうを誓った時の事。

　初めて吸血鬼を殺した時の事。

　そして、自分の中で何かが変わっていった事────

　閑しず音ねは少しずつ少しずつ、自分という存在の過去を語り始めた。







【なるほど……嘆なげかわしい事だ。血を吸わねば生きていく事ができぬとはいえ、歯止めがきかなくなった吸血鬼の存在というのは、周囲に存在する全すべての者を不幸にする。私には吸血鬼を代表して許しを請う権利も、君の村を襲った吸血鬼を断罪する権利も無いが──ただ、君の家族の冥めい福ふくだけは祈らせてもらう】

　彼女の話を最後まで聞いて、子し爵しやくはゆっくりとその一文を作り上げていった。

　閑音はそれに続く文章を待ったが、いつまで経たってもそれ以上の変化を起こさない。

「……私の事は何も言わないの？　復讐したところで家族は喜ばないとか……貴方あなたはそういう説教をするタイプの人格だと思ったんだけど」

【ん？　別に復讐とは君自身の心の平穏の為にやっているのであって、別に君の家族の為にやっているわけではあるまい？】

　意外な返答に閑音は目を細め、少し自じ虐ぎやく的な色を含めた笑いを浮かべて見せる。

「……そうだよね」

【まあ、感心はせんがね。……そうだな、一つ問おう。もしも君の弟を殺したのが吸血鬼ではなく、ただの人間だったとしたら──君は、人間を全て殺すのかね？】

「人間は血を吸わないよ」

【それを言うなら、吸血鬼にも人を殺さぬ者は多くいるが】

　半分言いくるめられる形となって、質問に答える事となった閑音だが──特に迷うそぶりも見せずに、あっさりと答えて見せた。

「多分、殺すかな。うん、殺すよ。──殺す、人類をこの手で滅ぼしてやろうと思う」

　彼女の目には半分ヤケになったような色が浮かび、答えると同時に目を逸そらした。

　子爵は彼女の言葉が噓うそであり、心の中で葛かつ藤とうする事を拒否したと判断する。

【考えをやめる事は、信念を貫く事とは違うと思わないかね？　開き直って信念を貫く事も確かに一つの道ではある。だが、信念を通す事と思考を停止させる事を履はき違えるのは感心できないね】

　──沈黙。閑音は暫しばらく迷ったように目を泳がせていたが、大きな溜ため息いきをつくと同時に、話題を変えるように言葉を吐はき出した。

「その組織ってさ、どんな事をしてたの？　やっぱり世界征服とか？」

【何い時つの時代の秘密結社かね？　そんなに大したものではない。先刻も言ったが、互いに情報を交換する程度のものだ。私を含めて20人程度の吸血鬼が中心となって作られたのだが──私ともう一人は、吸血鬼の進化について研究していたよ。私がこの身体からだになった時の事は話したと思うが、もう一人、私とは全く別の方向からアプローチする者がいた】

　血文字は再び自分の過去世界に入り込んだようで、静かな雰囲気の中、少し古風な雰囲気を漂ただよわせる書体で文章を滑すべらせ始める。

【単純に言うと、サラブレッドを作ろうという計画さ。有能な吸血鬼同士で子供を作り──吸血鬼としての血統を濃くしていき、最終的には神話や伝説に出てくるような、そう、吸血鬼ドラキュラ伯はく爵しやくのようなと言えばいいかな？　様々な映画でヴァンパイアの真祖や起源という形で登場しているが──近年になるに従って、その強さは上昇し続けているようだな。まさしく神か悪魔のように……だがね、実際に吸血鬼の歴史で、あのように強く万能な存在は現れていないのだよ。様々な進化を遂げた吸血鬼の特徴が合わさって、人々の伝承の中に誕生した話だ。もちろん私の知識不足で、他ほかの国にはそのような強者が存在するのかもしれないがね。──とにかく、組織の中の一人が──意図的にその万能な吸血鬼を作ろうとしたのだよ】

　血溜まりの一つが小さな柱を作ったかと思うと、何かを懐かしむようにその身を蠢うごめかせた。

「吸血鬼の……交配？　そんな事、できるの？」

【それが難解なところだ。交配を行うにあたり、やはり弱点の無い吸血鬼というのは能力も生殖能力も低い。能力が高く弱点が無いならば尚更だ。死ぬ事が無いならば、子孫を残す必要が無いからだ。だが、彼らは能力の高い存在を掛け合わせたかった。単純な話、死に易やすい存在程、生命の種を多く残したがる。その形になるまでには、無論進化の道筋を辿たどる必要があるのだが──進化に意志の力が作用するのが吸血鬼だ。無意識のうちに、そういう進化の道筋が出来上がっていてもおかしくはない。というよりも、実際そうなっていたわけだが】

　そこで一いつ旦たん文字を崩し、身体からだを次の文章へと再構成させる。

【結論から言おう。彼らが能力の高いものを生み出そうとした結果──伝説や小説に出てくる吸血鬼、神とも悪魔ともみまごう程の力を持った者の代だい償しようとして、ほぼ全すべての弱点をも引き継ついでしまう結果となったわけだ。大半の者が弱い日光は無論のこと、ニンニクや塩、聖水や銀、宗教的に『聖なる物』に対する強い嫌悪感など──それぞれ別個の個体の弱点であったものが、能力と共に全て一つに集約されてしまったのだ！】

　明らかにその文章には感情が籠こもっており、気のせいか、僅わずかに字体が乱れているようにも思える。

【昔──数十年程前になるかな。この島に逃げ込んだ二人の吸血鬼を匿かくまった事がある。二人は協会のモルモット。既に『完成体』に近い存在だったのだろうね。私は話を聞き、彼らを客人として迎え入れた。結局二人は、人間のハンターに滅ぼされる事となったわけだが──私は自分の無力を悔いた。二人の滅びを看み取る事すら間に合わなかったのだからな──私はその償つぐないとして──夫妻が残した子供達を引き取り、育てる事としたのだ。夫婦が望んだように、意志を持った一つの生命として幸福な人生を送れるうように。できる事ならば、私の島を受け継つぐ存在として──そして、立派な紳しん士し淑しゆく女じよとして】

「……最後の『紳士淑女』っていうのは何か意味が──」

【うむ、いつか本土の人間との社交を求める場合に、やはり最低限のマナーを持っておらぬとな。礼節をもってあたれば多少の誤解や行き違いは乗り越える事ができよう！　いつかは人間と吸血鬼が手に手をとって、マナーを守った吸血行為が行われる世の中──そんな夢物語が見られるなら、是ぜ非ひ見てみたいものだ】

　不可能に近い夢を熱く描く血文字に対し、閑しず音ねは相変わらずの表情で、淡々と質問を投げかける。

「その実験をやってた人、今は何してるの」

【メルヒルムかね？　はは、私の子供達を狙ねらっているようだが、使い魔達が守っているから安心して寝ていられるよ……ん？】

　何かに気が付いたように、子し爵しやくは己の記憶を辿たどり始める。

【そう言えば、私はどうして棺ひつぎなんぞに封印されたんだったかな……突然のことだったから記憶が……最後にヴォッドの声を聞いたような記憶があるのだが……】

　何かを思い出しかける子爵。その行為を遮さえぎるように、彼女はなおも淡々と言葉を紡つむぐ。

「メルヒルム・ヘルツォーク……」

【！　知っているのかね？】

「ええ、良く知ってる。ついこの前に食べたけど……なかなか美味しかったよ」

　何の起伏も感じさせない、冷え切った表情。だが──彼女の目の色には、これまでで最大の『期待』が含まれていた。

「──で、その子達は何処にいるの？」
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「……そんな……」

『手品師』から自分の出生の真実を聞かされて、レリックは焦点を失った目をして口を開く。

「噓うそだ、僕が……僕とフェレットが、そんな……」

「噓などではありませんよ。貴方あなたは──存在しない始祖の遺存種レリツクとして生み出された、矛盾に満ち溢あふれた存在なんですよ。実験体同士の子供から生まれた、数百年に渡る実験の集大成──それが貴方あなたです」

　遺存種レリツクとは、シーラカンス等のように太古の姿の変わらぬまま生きる種という意味だ。吸血鬼の始祖は万能の力を持ち併せている、そんな存在しないものの生き残りとして生み出された実験の結果──

　その事実は、実を言うと予測していないわけではなかった。明らかに異常な自分の力を疑問に思い続け、自分が何かの実験体に過ぎないのではないかと考えた事は何度もある。それでも、実際に他人の口から宣告されるまでは、自分のくだらない妄もう想そうに過ぎないと考えていた。

　最後の望みとして、相手が噓うそをついているという線があるのだが──そんな理由でもなければ、目の前にこのような妙な吸血鬼が現れることに説明がつかない。

　頭の中に様々な思いが行き来する中、『手品師』はとどめを刺すように言葉を紡つむぐ。

「ただね、貴方には一つ欠陥があるんですよ」

「……？」

「本当はね──貴方が持ってる色々な弱点なんですけど──そういうのは全部、貴方の双子ふたごの妹が引き受ける筈はずだったんですよ？　そう、双子っていうのも、最初から仕組まれていた事なんです。弱点の因子を受け継つぎやすいように、胎たい児じの段階で処理を施してね……まあ、現代医学でもそうそう上う手まくいかない事を、まだ科学としては未熟な吸血鬼学で成功する筈も無いですよねえ。実験は裏目に出て、能力も弱点も殆ほとんど全部貴方に受け継がれてしまった。その反動でかは知りませんが、妹さんは何の特徴も無い子ができたと……」

　妹の役割を聞いて、レリックは吐はき気のようなものに襲われる。ニンニクの匂においを嗅かいだ時よりもよほど酷ひどい状況だ。

「つまり、貴方の妹は、貴方という存在を作る為の生贄だったわけです」
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　食鬼人イーターの口から紡つむがれた、吸血鬼の子供達が何ど処こにいるのかという疑問──

　その一言で子し爵しやくは我にかえり、明らかに狼ろう狽ばいしたような調子で血溜まり全体を震わせる。

【人間の身体からだを手に入れる為に、オリオン座の肩の辺りに向けて旅立ったよ。……吸血鬼エンジン搭とう載さいの吸血鬼ロケットで。具体的に言うとＶヴアンパイア─２型ロケット】

「……噓のセンスは無いんだね」

　呆あきれたような目を向ける閑しず音ねに対し、子爵は力強く身体を震わせる。

【紳しん士しが不誠実な言葉を吐いた時に、噓という単語は用いない。それは噓ではない、夢だ！　紳しん士しは常に夢を語り、人の心を奮い立たせるのだ】

「まるで、御お伽とぎ噺ばなしのほら吹き男だん爵しやくみたい……」

【おお！　ミュンヒハウゼン男爵かね！　だが御伽噺というのはいささか訂正させてもらおう。『ミュンヒハウゼン男爵の奇想天外な水路陸路の旅と遠征、愉快な冒ぼう険けん』というビュルガーが編へん纂さんした冒険譚たんだ！　彼の人生を再現した映画『バロン』はなかなかに素す晴ばらしかった】

　まるでそのほら吹き男爵が知り合いであるかのような口ぶりで、勢い良く大理石の上で語り出す子し爵しやく。その文章を読んで、閑しず音ねは少し意外そうな顔をした。

「映画なんか見るんだ」

　閑音はそう尋ねながら、この部屋の隅にＤＶＤのデッキがある事を思い出した。

【ふむ、僭せん越えつながらこのゲルハルト、映画に限らず様々な物語を鑑賞する事を趣味としている】

「どうせあなたは、何を見ても素す晴ばらしかったって言う性タ質チんでしょう？」

【この世に存在するもので素晴らしくないものなど存在しない！　ただ、そこに個人の嗜し好こうによる選えり好みがあるだけだ！】

　無む駄だに熱く文字を走らせる子爵だったが、その意図を理解したような表情になって、閑音は静かに同じ質問を繰り返す。

「で、あの子達は何ど処こなのかな？」

　二人の間に、何度目かの沈黙が訪れる。

　これまでで最も長い静寂が通り過ぎると──子爵の血溜まりが活発に動き出し、誤ご魔ま化かしは無用といった雰囲気で、テーブル上に堂々と文字を綴つづり出す。

【正直なところを言おう。私は君と戦う義務はないと言ったが──子供達に手を出すというのならば、私は息子むすこと娘むすめを守らねばならん。世が戦乱の時代ならば齢よわい16にして剣を持つ事は普通だが──この島に戦乱の影はいまだ見えぬ以上、私には家族を守る義務がある。……だが、私の長話に付き合ってくれた素敵なレディと魂たましいを削けずりあうのは忍びない。寧むしろお断りだ！　というわけで、諦あきらめたまえ、私のために！】

「私もね、私の事を普通の人間と同じように、楽しく話してくれた人と戦うのは嫌いやだよ。でも、いつかは殺すことになるんだから、今でも一緒かなって気もするし。ただ、これだけは言っておくよ。ありがとう。今日は楽しかった」

　閑音の中に、初めて興味の奥に感情の色が現れ──食鬼人イーターではなく、人間らしい顔になってうっすらと微笑ほほえんだ。

「でも、やっぱり私は貴方あなたの子供達に会いたい」

　その微笑をすぐに隠し、閑音はソファから立ち上がろうとしたのだが──

「──？」

【どうしたのかね？】

「この部屋……うっすらとだけど、貴方の他に吸血鬼の気配がする」

【ほう、食鬼人イーターは吸血鬼の気配を感じ取る事ができるのかね？　同族同士ではできない事なのだが──ふむ、興味あるね】

　その文字を最後に、動きが全く無くなった部屋の中に──甲高い少女の声が響き渡った。

「アハハハハハッ！　バレたバレた！　バレちゃったよ！　凄すごいね速いねかっこいいね！」

　その声が聞こえた数秒後──バルシュタイン城は、うっすらとした霧に包みこまれていた。







【ほほう、さては吸血鬼の盗人ぬすつとか！　霧に姿を変えて獲物を頂ちよう戴だいするとはなかなかに風情ふぜいがあるが、どうせ怪かい盗とうを気取るならば、予告状でも出して名乗りを上げたらどうかね？】

　子し爵しやくの紡つむぐ余よ裕ゆうの籠こもった文章に、霧の密度が濃くなったかと思うと──次の瞬間にはその霧が一箇所に収しゆう束そくし、一人の少女の姿を形作る。

「アハハ！　こんにちは子爵サマ！　会うのはこれで二回目かな？　一回目の時は棺ひつぎの蓋ふた越しだったけどね！　私は見ての通りの道どう化けだよ！　ピエロでもクラウンでもオーギュストでも、好きなように呼んでいいよー！」

【む……君は私を封印した輩やからの仲間かね？　抗議するので首しゆ謀ぼう者を連れてきたまえ】

　道化をあしらった少女の声に、子爵は彼女が現れた客間の窓の方に意識を向ける。そして空中に自らの身体からだを浮かせ、道化娘むすめに向かって──彼女の言葉に合わせ、英語で文を形作った。

【ふむ、そして君の名前についてだが……そう言うからには、ピエロとクラウンとオーギュストの違いを解わかった上での覚かく悟ごなのであろうな？】

「え？」

【ピエロというのは本来は仮面喜劇コメデイア・デツラルテの中に登場するものしか指さないという事は知っているのかね？　クラウンの語源が農奴クロツドという説は？　オーギュストの役割は？】

　空中に次々と英文が浮かび、それぞれの疑問文が道化娘へとバラバラに迫っていく。

「わ、わわわ、ごごごゴメンナサイ良く解わかりませんでしたすみませんもうしません！」

　泣きそうな顔になる道化娘に対し、文字はなだめるように柔らかく姿を変えていく。

【待ちたまえ、無知な事は罪ではない、これからいくらでも学んでいけば──】

　刹せつ那な、文字を形作る子爵の後ろで、閑音の腕が派手に素早く振り下ろされた。

　血文字の間を銀色の物体が通り過ぎ──道化娘の心臓を貫通する。

「ごめんなさい、英語は良くわからないの」

　無表情に呟つぶやきながら、閑音は次々とフォークを投げつける。

　道化娘は一瞬驚いたような顔を見せたが、すぐにその顔を壊こわれた笑いへと変化させる。

「アハハハハッ！　無む駄だ無駄！　無駄だよ！」

　身体の中を何本ものフォークが突き抜けるが、身体自体に全く傷がついた様子はない。

「アハハッ！　そうそう、こんなことしてる場合じゃなかった！　お前お前！　お前を殺しに来たんだ！」

　道どう化け娘むすめが全身を霧に変えながらそう叫ぶと、子し爵しやくがそれを日本語に訳して閑しず音ねの前に表した。

【君を殺す為にここに来たと言っているが】

「……わざわざ、ありがと」

　次に子爵は日本語と英語で同時に文を作り出し、二人の少女の前にそれぞれ提示する。

【ここで暴れられても困るのだが……正面の階段を下りた所がダンスホールになっているから、どうせならばそこでやってくれたまえ】
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　なんだろう、これは。

　これが、子爵。

　このへんてこな赤い水溜まりが、子爵。

　ヴォッド様が騙だまして棺ひつぎに閉じ込めて──今日、あの間抜けな駆く除じよ屋の連中に解放された。

　本当にへんてこだ。外見だけじゃない。性格も変だ。

　私が言うのもなんだけど……結構大変な状況におかれてる筈はずなのに、この余よ裕ゆうはなんなんだろう。

　でも、今は気にしない。ヴォッド様の為に、この女を殺すだけ。始末するだけ。支配はしない。吸血鬼になんか進化させない。ただ、殺すの。ヴォッド様の為に殺すの。

　ヴォッド様は多分怒るけれど、でも、仕方が無いよね。

　ニューヨークの路地裏で殺されかけてたところを、ヴォッド様に助けてもらった。霧になる事しかできない駄だ目め吸血鬼の私を、ヴォッド様は助けてくれた。

　他ほかの吸血鬼達から殺されかけてた私を、ヴォッド様は卑ひ怯きような手段で助けてくれた。

　メルヒルム様の名前を出して、権力をかさにきて私を助けてくれた。

　私を助けたその後で、私を殺そうとした吸血鬼達に靴をなめさせてた。

　助けてもらってなんだけど、ヴォッド様って凄すごい小物だって思ったの。だけど、何も喋しやべらないでオドオドしてる私を見て──ヴォッド様はピエロみたいだって言って笑った。

　ヴォッド様は小物の悪党でクズだけど、その時の笑顔だけは凄く綺き麗れいだった。

　私は、もう一度その顔が見たいだけ。

　だけど、今この女を殺さないと──きっと、あの笑顔はもう見られない。







　神しん速そくの動きを見せて客間から脱出し、閑音は階段の下にあるダンスホールへと躍おどり出た。子爵の指示に従ったわけではないが、霧む化かする相手と戦う時は広い場所で戦った方がいい。装備によっては密閉された空間に追い込んで焼き殺すという手もあるのだが──彼女は常に相手が攻撃に転じて、霧む化かを解いた瞬間を追い込むタイプだった。だからこそ、相手との間合いが取りやすい場所を選んだのだが──

　ダンスホールの中には、既に先客で満たされていた。

　滑こつ稽けいなまでに大おお仰ぎような武器を手にした、駆く除じよ屋の面々。

　そして、閑しず音ねにとって見覚えの無い、島民と思しき一組の男女の姿だった。

「おお、なんだよ嬢じようちゃん、あのスライム野や郎ろうはどうなったんだ？」

　銃じゆうを手にしたカルギラが、優しい笑顔でこちらに近づいてくる。

　船の上では見られなかった笑顔。自分には絶対に向けられなかった笑顔──その異常に青白い笑顔を見て、すぐに気付く。

「吸血鬼化……いや、まだ『支配』の段階ね……」

　閑音は真剣な顔で呟つぶやくと、懐ふところから得え物ものであるフォークを取り出した。

「気が付くの早ぇなあオイ？」

　言うと同時に、カルギラは躊躇ためらうことなく引き鉄がねを引く。

　だが──それと同時に、グリップを握る手の中指にフォークの先端が突き刺さった。狙ねらいが大きくずれ、鉛えん弾だんは閑音の遙はるか上を通り過ぎていった。

　銃じゆう声せいの下を潜くぐり抜け、閑音は即座にその場を跳躍する。人間の限界を遙かに超えた脚力は、ただのひと蹴けりでシャンデリアまで到達させる。

　意識をほぼ完全に乗っ取られ、支配者の命令どおりに動く操り人形。そんな彼らを元に戻すには、支配者を始末するのが一番速いのだが──

「って……あのピエロ、いないじゃない！」

　周囲を見渡しても、道どう化け娘むすめの気配は欠片かけらも感じられない。

　歯軋ぎしりする彼女の元に、下から放たれた、火薬入りの杭くいが殺到した。




　場内に響く爆発音を聞きながら、道化娘はダンスホールとは遠く離れたバルコニーに立っていた。

「アハハハハ！　お姉ちゃんには殺せるのかな？　なんの罪も無い人間を、まだ吸血鬼になってない、助かる可能性のある人間を！　お姉ちゃんには殺せるのかな？　アハハハ」

　ある程度疲ひ弊へいさせれば、後は霧になって彼女の肺の中に入り──そこで実体化してやればいい。一部分だけとはいえ、実体化するにはかなり霧を密集させる必要がある。吸血鬼の気配を感じる力がある食鬼人イーターを相手にするには、うかつに近づくとこちらがやられてしまう。

　そろそろダンスホールに向かおうとして、道化娘がバルコニーの入り口へと振り返ると──

【ふむう。困った】

　そこには、バルコニー一面に広がる赤い血溜まりの姿があった。

【君が支配している彼らだがね、あの夫妻は私の子供達の教師となってくれた客人であり、聖職者の彼らは私を棺ひつぎの封印から解き放ってくれた恩人なのだよ。なんとか解放してはくれないものかね】

　子し爵しやくの文章を最後まで読んで、道どう化け娘むすめは一瞬キョトンとした顔を見せるが──唐とう突とつにその口を大きく広げ、子爵を小ばかにするように笑いだした。

「アハハ！　……お人好しだねー子爵様！　状況解わかってる？　あの間抜けな駆く除じよ屋の人たちは、子爵の事を殺そうとしてこの島に来たんだよ？　それでねそれでね、子爵様を殺してってヴォッド様に相談したのは──あの連中に依頼したのは、あの夫婦なんだよ？　家庭教師の仕事なんかしてるけど、吸血鬼の事を、貴方あなたや貴方の子供の事をずーッと疎うとんでたんだよ！　アハハ！知らなかった？　驚いた？　ショックだった？」

　カラカラと笑う道化娘の前で、子爵は即座に文字を作り変える。

【いや、後半は知っていた】

「アハハ……え？」

【ふむ、彼らがやめたいと言えば、私は別に引きとめはしなかったのだが……そこまで思いつめさせてしまうとは……こちらから気を使うべきであったな。だが、レリック達が彼らの子供達と懇こん意いにしている事を考えると、こちらから遠ざけるのも気が引けてしまってね。それにしても、やはりこの件にはヴォッドが関わっているのか……私にちょっかいを出してきたのは、かれこれ10年ぶりぐらいか】

　まるで独り言のように文字を小さく綴つづり、やがて思い出したように、大きな文字で道化娘に語りかける。

【ところで、どうしても解放してはくれないのかね？】

「……ハハッ！　やれるもんなら、力づくでやってみなよ！」

　挑発的な道化娘の笑い、子爵はあくまでもあっさりと返事を返した。

【では、そうさせてもらおう。悪いが、時間が無いので手短にいくよ】

「え？」

　何かがくる。彼女はとっさに警けい戒かいして、身体からだの全身を霧と化して周囲に拡散させる。

【彼女は恐らく殺す。追い詰められれば、罪も無い人間だろうが躊躇ためらわずにね。だから、少し急がせて貰もらう──】




　これが子爵。

　やっぱりへんてこだ。

　そんな事、普通はありえない。

　ありえないよ……




　道どう化け娘むすめの前に、いくつもの巨大な泡あわが広がった。

　それは赤いシャボン玉のようで──物凄すごい勢いで周囲の空中に散開したかと思うと、それぞれが大きな口を広げ、周囲に広がる霧を次々と包みこんだ。




　まずい。まずいよ。

　捕らえられた、捕つかまっちゃったよ。

　どうしよう、実体化できない。密度が薄すぎるんだ。

　ああ、あああ、霧が、霧が、私の身体からだが──血の泡の膜まくに吸収されてる！

　やだよ、やだよそんなの。

　消えちゃうなんてイヤだ。

　死にたくない、まだ死にたくない。

　お願いだよ、やめてよ、ヴォッド様を助けるんだ。

　ああ、声が、声が出ない。助けてとも言えない、ごめんないさいとも言えない。

　お願いだよ、一言でいい、たった一言でいいから叫ばせて──

　ヴォッド様、逃げて、ヴォッド様、あの女は────
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「……足を折って止まるかな。最悪、殺すしかないか……」

　閑しず音ねは暫しばらく回避を続けて様子を見ていたが──

「……？」

　不意に支配された人間達の動きが止まったかと思うと、まるで睡眠薬でも嗅かがされたように、次々とダンスホールの床に倒れ伏していった。

　警けい戒かいを解かぬままで一人の身体からだを調べてみると、どうやら気絶しているだけのようだ。

　何が起こったのか解わからぬまま、とりあえず彼女は吸血鬼の気配がする方に向かう事にしたのだが──

　──食堂から外に通じるバルコニーに、その奇妙な泡あわは浮かんでいた。

　直径10メートルほどもある真っ赤な球体が、バルコニーの上に静かに浮かんでいるのだ。

　閑音が近づくと唐とう突とつにその泡が崩れ──元の血溜まりとなって、バルコニーの床一面に広がった。

　今しがたまで泡が浮かんでいた場所には、一つの帽ぼう子しが落ちていた。

　道どう化け娘むすめの被かぶっていたサンタ帽ぼうだ。

「……爵しやく位い持ちの貴族様が、女の子をやっつけちゃっていいの？」

【痛みや苦しみは与えていないが】

「ちょっとイメージダウンかな。……でも感謝しとく、ありがと」

　閑音は持ち主のいなくなったサンタ帽を指で回しながら、溜ため息いきをつきながら優しく微笑ほほえんだ。




　次の瞬間──バルコニーの下から、何かがぶつかるような音が聞こえてきた。
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山道




「なにこれ。ＳＦ？　それともファンタジー？」

　目の前で自分の身長の倍もあるような大男に変身するヴァルを見て──ミヒャエルは引きつった笑いを浮かべながら、横にいるフェレットに意見を求めた。

「……ホラーかもしれませんね」

　冗じよう談だんになっていない返答を返しながら、フェレットは眼前の敵の事を考える。

　相手が人間ならば、この体格差でもどうという事は無いのだが──厄やつ介かいな事に相手も吸血鬼であり、先刻全力で撃ち放ったパンチのダメージも、どうやら完全に回復してしまっているようだ。

「おかしいよあれ！　質量保存の法則無視してるよ！　それとも何？　ああ見えて中身は空っぽなのかな、あの大男」

「ぎゃあぎゃあと喚わめかないで下さい」

「ハイ」

　ミヒャエルはその後完全に無言になって、フェレットの横で相手の様子を窺うかがっている。

「さあ、どっちが相手ぇしてくれんだぁ？」

　耳にもたれかかるような声を出して、大男に変化したヴァルがこちらに一歩踏み出した。

「よ、よし、俺おれが相手だぁぁあああぁぁっ!?」

　勇気を出して一歩を踏み返したミヒャエルだったが、ヴァルに近づく前に見えない力に襟えり首くびを捕つかまれ、そのまま道の奥へと投げ飛ばされてしまう。

「……念動力」

　その様子を見て、フェレットは鋭く光らせていた目を更に細める。

　・自分の攻撃は通じない。

　・相手の弱点も解わからない。

　・足手まといが一人。

　・バルシュタイン城はすぐ近く。

　それらの事項を頭の中で照らし合わせ、彼女は即座に戦術を導き出す。

「逃げますよ」

「よし！　……ええ!?」

　言うが早いか、フェレットはミヒャエルの身体からだを片腕で抱かかえ上げ、そのまま城に向かって一いち目もく散さんに駆かけ出した。

「なあ!?　待てぇ！」

　ヴァルも逃げるとは予測していなかったようで、慌あわててフェレットの後を追い始める。だが、大男の身体は疾しつ走そうには向かないようだ。足を前に腹ばいに抱え上げられ、後ろの様子が観察できる状態のミヒャエルは、このまますぐに引き離せると思ったのだが──

　次の瞬間、それは変化を始め──

「ねえ、お願い！　待って！」

　スピードを上げて追いついて来たかと思うと──ミヒャエルの耳に、物凄すごく聞き覚えのある声が聞こえてきた。

　山道の後ろから徐々にこちらに迫るのは──

「わああ、フェレット大変だ！　フェレットが追いかけて来たよ！　これって喜ぶべきこと？」

「……叩たたき落としましょうか？」

　そう言いながらチラリと振り返ると、確かに後ろから自分の姿をした者が追いかけてくる。同じ体格なら物を背負っている自分の方が不利になる。

　──それにしても、わざわざ私と同じ格好になるとは──なんと陰湿な奴やつなのだろう。

　今はまだ離れているが、これ以上詰められたら念動力で足をすくわれる可能性がある。

　より確実に逃げるには、横に抱かかえているミヒャエルを捨てる事なのだが──

「しっかり捕つかまってて下さい！」

　──そんな事はできない。できるわけがない。

　フェレットの強い思いとは裏うら腹はらに、ミヒャエルは胸ポケットからカメラ付携帯電話を取り出しながら叫んだ。

「ああ、笑ってる！　あの偽にせフェレット笑ってるよ！　珍しいから写真撮っとこう」

　──捨てる。あと一回何かしたら捨てる！

　更に強い決意を固めたフェレットの横で、機械的なシャッター音が聞こえ──

「ヤメロッ！」

　後ろから、自分の声を少し高くしたような悲鳴が聞こえてきた。

「え？　何？　何？」

　フェレットが再び後ろを振り返ると、自分に変身したヴァルが急に立ち止まり、顔と身体からだを隠すように腕を自らの前に覆おおい被かぶせている。

「ミヒャエル！　何をしたんですかッ！」

「い、いや、普通に写真を撮って……うん？　何だこれ？」

　何か奇妙なものを見たような声をあげるミヒャエル。携帯に映った画像を凝ぎよう視ししたかと思うと、後ろにいる偽フェレットと何度も何度も見比べている。

　そして──

「みるなぁぁぁぁぁぁぁぁッ！」

　絶叫のようなものが背後から聞こえたかと思うと──手足を異常に長く伸ばした怪人が、物凄すごい速さでこちらに迫ってくる。ほんの一瞬前まではフェレットの格好をしていたヴァルが、なりふり構わずに一番速く走れそうな格好で追いかけて来たのだろう。

「ヒィーッ!?　なんか来た！　なんかトンデモ凄いのが来たよフェレット！」

「解わかってる！」

「俺おれはいいから、お前だけでも──」

　──どうしてどうしてこの男は、いつもいつも後先も状況も考えない発言をするのだ。

「それ以上言ったら、首から上を捻ねじ切って捨てるよ！」

　力任せに叫んだところで、城の裏側のバルコニーが見えてきた。奇妙な事に、バルコニーの上に真っ赤な球体が浮いている。

「お養と父う様だわ！」

　フェレットが希望を含んだ声で叫ぶ。

　赤い球は即座に弾はじけたが──城まではあと少しだ。

　あと10メートル──裏門が見えたところで、フェレットは見えない力に足をすくわれた。

「キャァァッ！」
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　らしくない悲鳴を上げながら、そのままミヒャエルを巻き込んでバルコニーの真下まで転がっていく。

「ぶはッ」

　壁にはミヒャエルが先に激突し、それがクッションとなったのか、フェレットは即座にその場に立ち上がった。

「大丈夫？」

「なんとか……」

　小刻みに痙けい攣れんしながら笑顔を作る少年を見てとりあえず安心し、続いて、目の前に現れた人影を睨にらみつけた。

　ヴァルは現在少年の姿になっており、怒りと不安が入り混じったような目で二人の事を見つめている。

「……見たのか？」

　ガラスのような目をした少年は二人に襲いかかる事は無く──ただ、不安げな声で疑問を口にするのみだった。

「え？」

「僕を──僕の本当の姿を──見たのか？」

　どう答えるべきか迷ったが──ミヒャエルは正直に頷うなずいた。

　少年はそれを見て拳こぶしを堅かたく握り締め──

「僕をどう思う。人間」

　再び問いかける少年に、ミヒャエルは暫しばらく考えてから奇妙な事を言い出した。

「ええと……美味しそう……いや、可愛かわいい、かな」

「僕を──吸血鬼だと思うか？　自我の──自己のある存在だと思うか？」

　ヴァルの目からは怒りが徐々に薄れ、入れ替わりに、何かを恐れるような感情に満ちていく。

「……。うん、君がそう言うなら、きっとそうなんだよ。っていうか、自我がなかったら、今こうして普通に話せるわけないじゃないか」

「ちょっと待って！　なんの話をしているの!?」

　話についていけず、フェレットが堪たまらず大声をあげる。

　すると──

【こらこら、レディがそんなに声を荒げるものではない】

　何ど処こからともなく現れた赤い文章が、ドイツ語の形をとってフェレットの前に釣り下がる。

「お養と父う様！」

「子し爵しやく！」

　フェレット達が声をあげると、バルコニーの上から大量の血が降り注いだ。何も知らない人間が見たらトラウマになりそうな光景だが、子爵と既知の間柄である二人にとっては希望の星だ。

【何い時つ帰って来ていたのだ！　連絡もよこさずに……】

「？　先月手紙を送りましたわ？」

　不思議そうな顔をするフェレットを見て、子爵は自分の置かれていた状況を思い出す。

【む？　そう言えば……私はどの位の間、棺ひつぎの中に封じられていたんだ？】

「？　封じられた？」

　互いに状況が吞のみ込めずに混乱していると、不意に子爵が文字を紡つむぐ。

【ほう、珍しいな】

　後ずさって様子を窺うかがっていたヴァルに向かい、子爵がそんな一言を。

【君のような存在は非常に珍しいんだ。フェレットの友人かね？　客人として招くのでゆっくりしていきたまえ】

「え……」

　子爵が何を言っているのか解わからずに戸惑うヴァルだったが──次の瞬間、彼は凍こおりついた。

【ところで一つ聞きたいのだが──どうして昼間、君は聖職者諸君と一緒にいたのかね？】

「──！」

　子爵の言っている意味が解り──ヴァルはガクガクと震えだす。現在の彼は駆く除じよ屋の格好とは似ても似つかぬ少年の姿をしている。そんな状況で、どうして彼が同一人物だと理解できたのか──

【ああ、そうか……君は他者の視覚を直接魂たましいで操って、姿を変えたように見せるのか。道具は全すべて念力で人間のように操って……すまんね、私には元から目がないのでな。魂で直接見ているので、君の姿は常に一定にしか見えないのだよ】

「あ、ああああ……見えてる……のか？　お前……は……本当の俺おれが────」

【本当の君と言っても、私には一つにしか見えない】

　子し爵しやくの紡つむぐ文字に、少年の姿をしたヴァルはガクガクと震えだす。

「やめて……みないで……俺を……みないで……」

　怯おびえたようにカクカクと顎あごを震わせていたかと思うと、首を激しく振りながら、

「やめろやめろやめてやめて誰も見るな俺を見るな私を見るな！　本当の俺を俺を見るな俺は、俺は俺はここに存在してるんだ、ちゃんと自分でものを考えているんだ？　俺はここにいるのだけが俺だ、俺の魂は俺だけだ──」

　と、奇妙な言葉を呟つぶやき続けている。

【む……どうやら自我が安定していないようだな……】

　子爵が落ち着かせようとして彼に歩みよると──

「あぁ……あぁぁぁぁああぁぁぁあぁ見るな見るな見るなぁぁッ！」

　悲鳴とも嗚お咽えつとも区別の付かない声がしたかと思うと──自分が来た道を戻るように、いずことも無く走り去って行ってしまった。

　この10分ほどの間に自分を襲った状況が理解できず、吸血鬼の少女は一言だけ呟いた。

「……なんなの、あれ？」
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ヒルダの家




　自分は、なんと身勝手な男だったのだろう。

　何が「お前には自由に生きてほしい」だ。妹から全すべての自由を奪ったのは自分ではないか。

　僕の生いけ贄にえとして同じ腹の中に入って、僕だけが吸血鬼としての能力を全て受け継ついで生まれてきた。それなのに今まで自分は兄貴面づらをして偉えらそうに──

　何が自由だ。弱点までも自分が奪ってしまったから──彼女はきっと、死ぬ自由すらない。

「ねえ、レリック、どうしたのレリック！」

　ごめんヒルダ。僕が君の血を吸いたいって感情も、どうやら誰かに仕組まれたことみたいだ。

　ああ、今物を考えているのは本当に自分なのか？

　ああ、ああ、ああ、物語の中で人工知能やロボットが悩んでるのを見て、何をそんなに悩む事があるんだろうなんて気軽に考えていた。実際にその命題が自分に圧のし掛かってきた時、これがこんなにも自分自身を不安定にさせるなんて思っていなかった。我思う故に我あり、なら、今こう思っていることも誰かに仕組まれた事だったらどうするんだ？

　そもそも──そんな方法で生み出された自分は、本当に生命体だと言えるのか？

「レリック、レリック！」

　だが、やらなきゃいけない事は解わかる。とりあえず、ヒルダを安全なところに移すんだ。目の前の変な東洋人から守るんだ。

「できますかね？　貴方あなたに」

　くそ、また何か言ってきた。耳を貸すな。何も聞くな。今はただ、ヒルダを守る事だけを考えるんだ。

「貴方は吸血鬼でも人間でもなく──ただの偶ぐう像ぞうとして生み出されたんですよ。一人の罪深い吸血鬼の研究でね。何百人も何千人もの吸血鬼の礎いしずえの上に、貴方は生み出されのです。それがどういう事か解りますか？」

　やめろ。もう何も言うな。くそ、何かしようとするたびに、開き直ろうとするたびにこいつが何か言ってくる。この男を黙らせなくては、だけど魂たましいに力が入らない。身体からだを蝙蝠こうもりに変える事ができない、自分の身体がうまくイメージできない、自分の身体を客観的に見られない。

　くそ、どうしたんだ。いつもいつもやってた事なのに。突然いまのこの自分の身体が──自分以外の誰かのものなんじゃないかって錯覚に陥ってくる。

「貴方は言わば神のようなものなんですよ？　貴方には他人を統すべる力がある。貴方は今、この世の中でもっとも自由に近い人間なんですよ？　それがどういう事だか解りますか？　どうですか？　数百年という研究のなかで、たまたま貴方の運が良かったから、完璧な存在として選ばれた。それがどういう事か解りますか？」

　……やめろやめろやめろ。これ以上僕を惑わすな。ヒルダを守る事を考えろ、目の前の男をぶん殴なぐる事だけを──

「……解らないの？」

　俺に問いかけるのはやめ……

　……ヒルダ？

「どういう事か解るか、ですって？　本当にわからないの……そんなこともわからないの？」

「なんですか、貴方は横から」

「幼おさな馴な染じみよ！　文句あるの！」

　キッパリと言い放ち、怒りの籠こもった目で、東洋人を挑むように睨にらみあげている。

　こんなに怒ってるヒルダは初めて見た。

　誰の為に怒っているんだろう。僕の為に？　まさか。そんな事はどうでもいい。早く速く逃げるんだ。いや、僕が逃がしてあげなくっちゃ。

「答えてあげる。レリック君の代わりに、私が答えてあげる」

　ありがとう。ヒルダ。でも、君は何て答えるつもりなんだい？

　今更「レリックはレリックだよ」って言われたり、「自分の価値を決めるのは自分じゃない」とか言われても、それはもうずっと前に通過してる答えだよ。

　でも──ありがとう。どんな答えでもいい。その分だけ僕は、君の声が聞こえた分だけ元気が取り戻せるかもしれない。だからだから、今はただ、できるだけ君の答えを聞かせて欲しい。

「いい、教えてあげる。レリック君が今言ったみたいに生まれたんだとしたら、貴方あなた達の言う実験の完成体だって言うんなら──」

　……

「吸血鬼でも人間でも無いって言うんなら、偶ぐう像ぞうだって言うんなら、過去の何百人の命の上に成り立ってるって言うんなら──」

　……ヒルダ？

「神様だって言うんなら、悪魔だって言うんなら、運が良かったって言うんなら、完璧な存在だって言うんならッッッ！」




「それはつまり……負けないって事だよ」




「吸血鬼にも……人間にもッ……過去の何百人にもッ！　自分にもッ！　人にも……ッ！　言葉にも…………絶対に負けないってことだよ……ッ」




「あなたなんかの言葉には────絶対に──絶対に負けないってことだよッ！」




　───────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────ッ！
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　レリックを守るような形で前に立ち、ヒルダが自分の信じる事を叫んだその瞬間──レリックは気が付いた。自分はまだ、ヒルダの事を好きでもなんでもなかったという事に。

　そして、気が付いた。自分は今まさにこの瞬間、彼女の事を本気で好きになったという事に。

　刹せつ那な──レリックの周囲で、蝙蝠こうもりが飛んだ。

　玄関の中に数十匹の蝙蝠が舞い上がり、その内一匹が『手品師』の頰ほおを掠かすめていった。

「──今の蝙蝠──何処から湧いた……？」

　レリックの身体からだからは、一匹も蝙蝠が飛び出した様子はない。それどころか、ヒルダが叫んだ後は身体の震えも歯軋ぎしりも一切止まり、膝ひざ立ちで俯うつむいたままの状態だ。まるで彼の周囲だけ時間が止まってしまったかのような錯覚を覚える中で──気が付くと、レリックは既に立ち上がっていた。

　立ち上がる瞬間を見逃したわけではない。ただ、ビデオテープの画像が突然途切れていたような、そんな感覚に囚とらわれていた。

　錯覚はありえない。神経を最大限に研とぎ澄ませた吸血鬼に、錯覚などありえない。

『手品師』は必死で自分にそう言い聞かせたが──目の前の現実は、認識する間もなく、レリックがヒルダの身体からだを抱だきしめている光景だった。




　それは答えというには余あまりにも単純で、考えた事も、考えようとした事もなかった。

　だが、彼にはそれで十分だった。それが、それこそが彼の求めていた答えだった。

「ヒルダ」

　静かに彼女の身体を抱き寄せながら、レリックは力強く呟つぶやいた。

「ありがとう──俺おれ、もう少しがんばれそうだ。できるだけがんばって君を守ろうって思ったけど──ごめん。全力で君を守りたくなった。本当に、本当に────全力でやるよ」

　レリックはそれだけ囁ささやいて、自らの口元を静かにヒルダの首筋にあてがった。

　刹せつ那な──彼らを中心とした壁から、床から、天てん井じようから──数百、数千とも思える蝙蝠こうもりが飛び出し、家の中を漆しつ黒こくに染め上げた。

「まさか……こいつ、まさか？　この家を……この家を自分と同化させたのか!?」

　多くの吸血鬼達は、霧や蝙蝠と化す際に自分の服や装飾品ごと変化させる。それは、彼らの能力の適正にもよるが──力のある者ならば、クルマやバイクに乗ったまま、乗り物ごと蝙蝠化させる事もできるらしい。

「まさかッ……屋敷一つなんてッ……き、聞いたことがないぞ！」

　──彼は一つだけ、間違っている事があった。

『手品師』は屋敷の中にいたために気が付かなかったのだ。

　この町と、この島全体に起こっている事象の全体像を──




「──ッ！」

　城の中を散策していた木き島じま閑しず音ねは、突然周囲に膨ふくれ上がった吸血鬼の気配に背筋を凍こおらせた。

　手近なバルコニーから外に出ると──一番近い街灯にも朧おぼろがかかり、遠くに見える筈はずの町の明かりは一切見えなくなってしまっている。

　吸血鬼の強い気配を感じる。確かに感じるのだが──その方向が摑つかめない。

　あえて言うならば、先刻の道どう化け娘むすめが霧む化かした時の感覚に似ている。だが、拡散しているにしては気配の強さが段違いだ。

　そして彼女は──街が、森が、城が──深い霧に包まれている事に気が付いた。

　今、この瞬間だけ──グローワース島は、かつてないほど濃い霧に覆おおいつくされいた。




【む……これは──レリックか？】

「これを──兄さんが？」

【ふむ……フェレット、君達の両親も城と丸ごと同化した事はあったが──吸血鬼というのは──条件がそろうと、ここまで飛躍的に差が出るものなのか……】

　子し爵しやくとフェレットが立つ裏庭からは──突如湧わき出た霧によって星が完全に隠れ、周囲を完全な暗くら闇やみにせんとする霧の姿が見える。空には無数の蝙蝠こうもりが群れを成して、蚊か柱ばしらのような黒い集合を何本も作り出していた。

「よくわかんないけど」

　それをぼんやりと見上げながら、ミヒャエルがフェレットに尋ねかける。

「フェレットはさ、こういう力が欲しいの？」

　唐とう突とつな問いに、フェレットはしばし口をパクパクさせていたが──

「貴方あなたは──時々物凄すごく意地の悪い質問をしますね」

「……ごめん」




　島全体を異常に濃い霧が覆おおう中──

　ただ一人、この状況で冷静な男がいた。

　ヴォッド・スタルフはサングラスを静かに外し、そこら中の地面から湧わき立つ蝙蝠の群れを眺めながら呟つぶやいた。

「なるほど。こいつがラスボスか」

　一番小物である筈はずの男が──まるでこの状況を誰よりも楽しんでいるかのように。

「──これが力か。これが、これが吸血鬼の力の頂点って奴やつか？　島一つを自分と同化させて、やろうと思えば島をどでけえ狼おおかみに変えて、夜の間限定で世界を蹂じゆう躙りんしてよお」

　そんな事をクックと笑いながら呟いていたが、やがて意を決したように空を見上げる。

「無む駄だなまでにでかい力ってのは、なんて綺き麗れいなんだろうなぁ」

　空を覆う霧と蝙蝠に手を伸ばし、まるで子供のような目で呟いた。

「──惚ほれたよ、惚れ直したよ、力ぁ」







「ま、待て、待って下さいよ」

　対照的に──一番焦あせっていたのは、一番小さい事象の変化の中にいた筈の『手品師』だった。

「ちょっと待って下さいごめんなさい正直に話します精神的優位に立てば勝てるかもって思っただけなんですちょっと若気の至りだったんです、ほら、ちょっと精神的に揺さぶればと思って……っつーか反則でしょこれよぉ！　あんた酷ひどいよ！　こういう力って普通ラスボスとか世界の敵とかそういうのに解放するもんでしょ!?　ちょッ、あんた、俺おれみたいな普通にやりあっても勝てる相手に、そんな、俺一人の為にッ！　恋人を失ったわけでも親友の死を乗り越えたわけでもないんでしょうがよ！　それなのに、なんでなんで俺一人にッ！」

　半分やけになって混乱した事を叫ぶ『手品師』の前に──レリックは音も無く歩み寄った。

　──ああ、もう駄だ目めだ。俺おれはきっと駄目だ。ここまでとは思わなかった。万が一覚かく醒せいさせても、逃げる余よ裕ゆうぐらいはあると思ってた。だが、もう駄目だ。逃げる気さえ起こさせてもらえないなんて反則もいいとこだろうよ。

　傍かたわらにヒルダを従えながら、まるで屋敷を埋めつく蝙蝠こうもりの群れが、彼らの花道を作っているかのようにも見えた。

「駄目ですよ──手品師は、どんな時でも冷静さを失っちゃいけないんです」

　意外なほどに冷静な声で、レリックは静かに『手品師』の頰ほおに触れる。

「でも──あなたの手品はタネも仕掛けも本当に無いから、マジシャンって呼んだ方がいいのかもしれませんね」

「あ……」

　自分が一番言われたかった言葉を、よりによって目の前の少年に言われるとは。

　いよいよヤキが回ってしまったのだろうか──

　不思議な事に、その言葉を聞いた瞬間、『手品師』はやけに冷静になっていた。

　──ああ畜ちく生しよう、ヤキならきっと、人間やめた時点で回ってたのか？

「３」

　その声が聞こえた瞬間、彼には解わかった。

「２」

　──ああ、俺は多分『消される』んだな。

「１」

　カウントが進む。それを口にしているのは『手品師』ではなくレリックの方だ。もはや命乞ごいをしても無む駄だだろうと、彼の中の吸血鬼としての本能が滅びを冷静に受け入れさせようとしているのかもしれない。

　──そういや、最後にタネとシカケのある手品をやったのって何い時つだったっけか──

「０」

　その答えを出す暇いとまも無く──『手品師』はその場から綺き麗れいに消え去った。

　彼が立っていた場所には風ふ呂ろ桶おけほどもある巨大な穴が口を広げており──その淵ふちには、狼おおかみの牙きばが無数に生はえそろい──新たな獲物を歓迎するかのように、その身を互いにガチガチとすり合わせてした。ガチガチ　ガチガチ　ガチガチと。

　それはまるで、拍手のようだった。
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　養と父うさんの話をしようか。

　僕の養父さんは、紳しん士しだ。

　いつもいつも気取ってて、つまらないジョークで場をしらけさせたり、ドジをやって話している相手を怒らせたりしてるけど──それでも、僕は養父さんを紳士と形容している。

　養父さんはいつも強がりばかりで、ケンカだって本当は弱い。だからよく卑ひ怯きような手も使う。本人は兵へい法ほうだって言ってるけどね。

　そういうところだけ見てると、全然紳士とは言えないかもしれない。

　だけど、そんなことはどうでもいいんだ。

　ただ一つ、僕が養父さんを紳士として尊敬する点がある。

　養父さんはね、いつもいつも──なんとかするんだよ。

　どんな状況でも、ああ、コリャ駄だ目めだなっていう時とかも──

　死人を生き返らせろとかそういう不可能な話じゃない限りはさ、大抵の事はなんとかしちゃうんだ。

　うん、言葉には上う手まくできないけれど──尊敬してる。

　僕は、尊敬してるよ。

　僕は力があるだけで──いつだって、なんともする事ができないんだ。

　力は別に無くてもいい。

　僕はただ、何とかしたいだけなんだよ。いろんなことを。







　何事も無かったかのように静まり返る家屋の中で、レリックとヒルダは静かに肩を寄せ合っていた。

「あのさ、さっきはごめん」

「何が？」

「血、ちょっと吸った」

「別にいいのに……」

　暫しばらく沈黙が続き、レリックは困ったように呟つぶやいた。

「あのさ、さっきはごめん」

「何が？」

「君があいつに叫んだ時──僕は、君が何を言っても立ち直れないかもしれないって思ってた。君を信じてなかった。ごめん」

「言わなきゃわからないのに……」

　更に、沈黙。

「あのさ！　ご、ごめん！」

「な、何が？」

「君のお父さんとお母さんの事、すっかり忘れてた！」

　彼女もすっかり記憶から抜け落ちていたようで、大おお慌あわてで廊下の隅から立ち上がる。

「お、お父さん！　お母さぁーん！」

　泣き出してしまった幼おさな馴な染じみを前に、レリックは自分の無力さを痛感する。

「と、とりあえず城に行ってみよう。吸血鬼のことだったら──養と父うさんなら、きっとなんとかしてくれるよ！」

　結局は養ち父ちを頼ってしまう自分が情けなく──

「う、うん……そうだね、子し爵しやく様ならなんとかしてくれるよね……」

　ヒルダすら養父の方を信頼しているという事が、とてつもなく悲しかった。





†






バルシュタイン城　客間




　まもなく真夜中になろうかという時の中で、子し爵しやくがやけに仰ぎよう々ぎようしい書体で血文字を綴つづる。

【やれやれ、過ぎたる力の奔ほん流りゆうに吞のみ込まれ、自らの使命を忘れ去るとは……】

「……そんな大おう仰ぎような言い方しないでよ」

　レリックはつまらなそうに目を伏せながら、バツが悪そうに紅茶を飲み干した。

　全身がだるくて仕方が無い。ヒルダから吸った血はほんの僅わずかで、その上であの大げさな力を使ったのだから、それも当然だといえよう。

【馬ば鹿か者！　今回はたまたまヒルダ嬢じようの御両親を私が助けていたからいいものの、もしも全く手がかりが無い状態だったらどうするつもりだったのだ！】

「……ごめん」

　ヒルダの両親は、結局城の中に匿かくまわれていた。

　あの『手品師』の仲間の吸血鬼が、ヒルダ達が家を出た後に両親を『支配』していたらしい。

　ヒルダは両親が子爵を退治しようとしていた事にショックを受けて、今は口をきいていない。

「でも、何がなんだかさっぱりわからないよ。一体何があったの？」

【ふむ、肝かん心じんのヴォッドが見つからん事には、事件のあらましも摑つかめぬ状態だからな】

「あとさ……いや、なんでもない」

【歯切れの悪い男は嫌われると言うぞ？　気を付けるといい】

　そう言われては後にも引けず、レリックは養ち父ちに一つの事を確認する。フェレットが部屋にいないのを確認してから尋ねかけた。

「養と父うさんは──僕が意図的に作られた存在だって知ってたの？」

【もちろんだとも！】

　余あまりにも自信満々に帰って来た答えに、レリックはどう反応すべきか混乱してしまう。

【ふむ、お前が何を言いたいのかは解わかる。まず一つ。私が言わなかったのはお前が聞かなかったからだ。聞かれずに話す内容でもあるまいて。二つ。自分の心は本物なのかと聞きたいのだろうが、サラブレッドにも自分の意思で前に歩く自由はある。そして三つ。強さを求めて生みだされた自分に、普通の人生を生きる価値はあるのかと聞きたいのだろうが、お前はブルテリアに生きる価値はないとでも言うつもりかね？】

　すべての質問の答えを先に言われてしまった。

「もういいよ」

　レリックはぐったりと横たわりながら軽く手を振った。１年ぶりの再会。本当はもっと話したい事が沢たく山さんあるのに、どうしても今は家族と話をしたくない気分だった。それよりも、もっともっとヒルダと話したい気分で一杯だった。

【本当にもういいのか？　今の私の回答には穴が山ほどあるので、それを互いに指摘しあって論を推すい敲こうするのが楽しいのだが──】

　一晩かかっても終わりそうに無い作業は無視する事にして、レリックは再び事件の内容について話し始めている。

　部屋を見ると、丁ちよう度ど今フェレットとミヒャエルが戻って来たところだ。ヒルダは隣の部屋で両親と話し合っている最中だ。そろそろ会話ぐらいは始まっただろうか？　レリックがそんな事を考えていると、

「それで、ヴォッドさんはどうするの？」

　ヴォッドの事は、レリックも名前程度ならば知っている。何せこの町の市長なのだ。知らない人間の方が少ないだろう。30歳さいをとうに過ぎているにしては妙に若いと噂うわさだったのだが──ダムピールだという事を知ったのは今日が始めてだ。

【それだよ。未だに奴やつの『狙ねらい』が解わからん。一度封じた私を解放させて、一体何の得があるというのか──私を解放するメリットがあるとすれば──奴の性格から言うならば、見せ付けるためだという事も考えられるな】

「なにそれ」

【ヴォッド・スタルフというのはとにかく小物だ。自分の優位を得る為ならばどのような悪あく行ぎようも厭いとわない。わざわざ敗はい残ざんの将しようの顔を踏みにじりながら恨うらみ言ごとを聞くのが楽しみだというような感じの奴でな。奴とは長い付き合いだが──最初に会った時は路地裏で死ぬ寸前の麻薬中毒者から金を奪って得意になっていたところだったな】

「うわ、最低」

　そんな奴がどうやって市長になったのだろうと思っていると──

　──その銃じゆう声せいは、余りにも唐とう突とつに城内に鳴り響いた。

「!?　ダンスホールの方だ！」




　子し爵しやくが異常に素早く床を滑すべり、ダンスホールの階段の上に姿を現した。

　中央奥に階段がある、吹き抜け状のダンスホール。本来ならば天てん井じようの中央に巨大なシャンデリアがあったのだが、先刻道どう化け娘むすめに操られた駆く除じよ部隊が暴れた際に、手製の杭くい爆弾によて粉々に砕け散ってしまっている。中央には残ざん骸がいが残ったままで、他ほかにも壁などに爆発の後が生々しく残っている状態だ。

　ホールの照明は一つではないために暗くら闇やみになっているわけではないが、部屋に残る殺さつ伐ばつとした雰囲気がどこか精神的な圧迫感を与えている。

　ホールの隅ではヒルダの両親が悲鳴を上げてへたり込んでおり、彼らの視線の先では、ちょっとした刑事ドラマのような事態が発生していた。

　部屋の中央、シャンデリアの残ざん骸がいの前で、サングラスをかけた男が硝しよう煙えんを纏まとう拳けん銃じゆうをくるくると回している。

「メーデー・メーデー！　さぁさぁ伯爵。第二部の始まりだ」

　デニムズボンの上に黒いレザーコート。昼間の顔とは全く違ういでたちをした、この街の市長──ヴォッド・スタルフが、手にもった拳銃をこれみよがしにクルリと回す。

　客間から来たのは子し爵しやく一家三人とミヒャエルのみで、誰もその拳銃捌さばきなどには目を奪われていない。

　全員の意識が銃じゆうを突きつけられた少女──ヒルダの顔に向かったのを確認すると、ヴォッドは静かにショータイムの開幕を告げた。

　それは銃を突きつける強ごう盗とう犯はんのものとは遠くかけ離れたイメージの声で、まるで選挙に出馬した男が壇上から子供達に振りまくような爽さわやかな笑顔を振りまいて。

「約束どおり──這い上がりに来たぞ？」




【……小物だとは思っていたが、ついにヤケになって脳みそまで小さくしたのかね？】

　血溜まりは即座に階段を滑すべり降り、ダンスホールの中央に呆あきれたような文章を綴つづり出す。

【君の行動には全く意図が見えないんだが。それと私は子爵だ】

「そうか？　単純な話だろ伯はく爵しやく？　銃を持って人ひと質じちをとって、これほど解わかりやすい形にしてやったのに後は何が不満なんだぁ？」

　拳銃を再びクルリと回し、ダンスホールの中で腰をかける場所を探す。やがてホールの手前側にある小さな階段に目を留め、軽やかな足取りでそちらに向かう。人質の頭から簡単に銃を離し、ダンスをエスコートするようにヒルダを引っ張っていく。

　ヒルダはもちろん抵抗するが──常人離れした握力で握られた手は外れる様子もなく、腕の関節を軸にして操られるのかのように、闖ちん入にゆう者のなすがままとなってしまっていた。

　ヴォッドは静かに階段に腰を下ろすと、ヒルダの手首を摑つかんだままで、反対側の階段にいる面々と──シャンデリアの前に浮かぶ血文字をジロリと睨にらみつける。

「さて、伯爵。俺おれは手前てめえとゆっくり話をしに来たんだよ」

【解った、とりあえずレディを離したまえ。私が代わりに人質になろうではないか！】

「相変わらずアホだな手前は。ドロドロの手前をどうやって人質にするってんだよ。そもそも殺す方法がねえ奴やつが人質になると思ってんのか？」

【大きな誤解があるようだが──私とてロケットの先端に詰め込まれて太陽に突っ込めば恐らく死ぬ。不ふ老ろう不ふ死しなどというものがそうポンポン存在して堪たまるものか！　というわけで、そのレディを速やかに離したまえ。今ならまだ君を客人として扱う事ができるが？】

　全くかみ合わない性格の二人が、奇妙なやりとりをテンポ良く行き来させている。周囲の人間と吸血鬼達は呆あつ気けに取られるばかりで、恋人を人ひと質じちにとられているはずのレリックすらも、どこか呆ほうけたような表情で二人のやりとりを見守っている。

「客人か──そうだな、それもいいな」

　言うが速いか、彼は強く握り締めていたヒルダの手を呆気なく離してしまう。

　ヒルダはそれに気付くと慌あわてて駆かけ出し、反対側の階段で待つレリックの元へと駆け込んだ。ヒルダの両親も慌てて駆け寄るが、ヒルダはレリックにしがみついてカタカタと身体からだを震わせている。吸血鬼相手には微み塵じんももの怖じしなかった少女が、銃じゆうの恐怖に心の底から怯おびえていた。

【む？】

　これには子し爵しやくも驚いたようで、眼前のサングラスの男に対し警けい戒かいを強める。

【どういうつもりだ？　何を企んでいるのかね？　……さては本当にヤケになったのか？　改心するというのならば、次回の市長選挙で応援せんこともない】

「そいつは魅力的な話だ。年寄りばっかだが、手前てめえのシンパの数は馬ば鹿かにならねえからな。おかげで前回は危なかった」

　自じ虐ぎやく的な笑いを浮かべると、ヴォッドは静かに拳けん銃じゆうを持ち上げる。

「まあ、どうせ人ひと質じちを撃ってたところで──」

　言いながら、眼前の血文字に向かって引き鉄がねを引く。

　カチ　カチカチ　カチリ

　銃じゆう口こうから弾丸は発射される事無く、ダンスホールに乾いた音を響かせる。

　シリンダーを開くと、中から弾がバラバラと落ち──そのすべてが赤い血に塗まみれている。その赤色は床に落ちた弾丸から次々と乖かい離りして、本体である大きな血溜まりへと戻って行く。

「相変わらず手の早い伯はく爵しやくだぁ。弾の火薬を血で無理矢理湿し気けらせるたぁな」

　忌いま々いましげに呟つぶやくと、拳銃自体を子爵の方に滑すべらせる。

【気味が悪いぞ、市長。なにやら今日の貴様は小物っぽくなくて不自然極まりない】

「俺は今日、気分がいいんだ。とてもすがすがしい気分でな。夕方は厄やつ介かいな部下どもに舐なめられるわ携帯ぶっ壊こわすわでロクな事が無かったんだが──夜に見た光景で全部チャラだ。あれは、すげえ。素直に賞賛する。メルヒルムのオッサンの研究も無む駄だじゃなかったわけだ」

　夢を見ているように呟いて、ヴォッドは静かにレリックの方に顔を向ける。

「最初からの目的だったんだがな──改めて手に入れたくなったよ。レリック・フォン・バルシュタイン。完成品。存在しなかった伝説の復活。遺存種レリツタ。一人黙もく示し録ろく」

【最後のは如何いかがなものかと思うが】

「うるせえな。……まあ、先月手前の棺に液体窒素を叩き込んだのは謝っといてやるぜ。全く無む駄だ足だったしな」

　それを聞いて、子爵は思い出したように文字を組み立てる。

【そうだ！　やはり貴様だったか！　動けなくなったかと思ったら、特殊な樹脂で完全に密閉しおって……もう少し遅ければ私は完全に力を失っていたことだろう！】

「怒るなよ。本当は海の底にでも沈めるかと思ったんだが、棺ひつぎがぶっ壊こわれたら元もこも無ぇからやめてやったんだ、感謝しろ。で、どうだ？　そのガキの力を──俺おれに譲ゆずる気はねえか？」

【君は相変わらず無茶な注文をする。ふむ、ようやく小物らしくなってきたではないか】

　勝手に譲る譲らないの話をされているのだが、肝かん心じんのレリックは無言のままで、二人の成り行きを静かに見守っている。

【そもそも、力の受け渡しなどできるものか。吸血鬼同士が血を吸っても能力の移動は確認されなかった筈はずだ……む？　……ならばメルヒルムは我が息子むすこどうするつもりだったのだ？　まさか革命の中心に据えてクーデターというわけでもあるまい？】

　子し爵しやくの疑問に、クックと笑いながらヴォッドが答える。

「見つかったんだよ。相手の力をコピーする方法が、な……。しかも弱点は排除して、相手の力だけを手に入れる方法だったしたら──どうだ？　レリックが一人居りゃ、後は無む尽じん蔵ぞうに伝説が作れるんだぞ？」

【何と!?　それは一体どん】

　どんな方法かと問いかけた瞬間──ダンスホールに、更に異質の闖ちん入にゆう者が現れた。

「その話だけどさ」

　階上の手すりに腕をかけて立つのは、白いジャケットを着た発育のいい日本人の少女だ。

「……？　誰アレ？」

　ミヒャエルが緊迫感の無い顔でフェレットに尋ねるが、フェレットは全身に緊張を走らせて女の顔を凝ぎよう視ししている。

　レリックもヒルダと共に女の方に視線を向けているが、日本人の少女は全く意に介することなく、子爵の事をまっすぐに見つめていた。

「私も予約してるんだけど。子爵の子供」

　ゆっくりと告げられたその言葉に、日本語を解すレリックとフェレットが養ち父ちに対して疑問の視線を投げかける。

　木き島じま閑しず音ね──食鬼人イーターの娘むすめが、乾いた表情でレリックの方に向き直った。




【……相変わらず誤解を恐れぬ発言をするお嬢じようさんだ。今まで何ど処こに消えていたのかね】

　困ったように文字を綴つづる子爵を無視し、閑音は吸血鬼達を前にして淡々と告げる。

「これだけの餌えさを前にして、吸血鬼を前にして、今更止めたりしないよね、子爵？」

【まちたまへよ。少しは心に余よ裕ゆうを持ちたまえ。余裕は傷ついた心を癒いやす特効薬と言うだろう】

　子爵の言葉に少し考えた後、彼女は暫しばし思案し──一つの提案をする。

「そうね……子爵にはさっき助けてもらった恩もあるから……。こうしようか。私、この部屋に四人の吸血鬼の気配を感じてるんだけど──その内一人を喰べるだけで、今日は見逃してあげるっていうのはどうかな？　誰にするかは──子し爵しやくが選んでよ」

『喰べる』という単語に疑問を覚え、フェレットが養ち父ち親に向けて口を開く。

「お養と父う様、この女は何者なのですか？」

　気き丈じような表情の中に、僅わずかな不安の色が混じる。そんな娘むすめを落ち着かせるように、子爵は力強い文字を空中に組みあげる。だが──その内容は余計に不安を搔かき立てるものだった。

【何も心配する事は無い。彼女に目を付けられたらレリックと逃げるんだ。いいね】

　その様子を嘲あざ笑わらうかのように、ヴォッドがサングラスを直しながら声をあげる。

「なんだか面おも白しろぇ事になってるじゃねえか？　なあ伯はく爵しやく。誰にすんだよ」

【子爵だ。──む？　彼女の日本語が解わかるのかね】

「一応この街は日本の刃金市って所と姉妹都市だ。あんただって知ってるだろ？　俺おれは市長になる前から何度も行ってたから、少しは話せるさ。まあ、俺はあんた達みてえな吸血鬼とは頭の出来が違うからよぉ、覚えるのに何年もかかっちまったが──ま、そんな事はどうでもいい」

　ヴォッドは退屈そうに首を振ると、子爵に向かって淡々と告げた。

「あの女がただもんじゃあねえってのは解る。ガキに逃げろって言うぐらいだから相当だよなあ？　だがよ……一人だけ生いけ贄にえにすりゃいいってんなら……勿もち論ろん、俺を選ぶんだろ？　面白そうじゃねえか。いいぜ……選べよ、俺を」

　やけに余よ裕ゆうの空気を醸かもし出すヴォッド。その目の奥には何か自信のようなものを感じさせる。

　だが──

【お　断　り　だ　！】

　キッパリと空中に書き放つと、次は階上の閑しず音ねに対して短い日本語を突き出した。

【閑音嬢じようよ、私を食しよくすがいい！】

「!?」

「養父さん……!?」

「お養父様!?」

　子爵以外の吸血鬼達は目を丸くするが、子爵は何を当たり前の事をと言うように、ダンスホールの床にキッパリと書ききった。

【私は先刻、市長を客人として迎えると約束した！　ならばッ！　私はこの城の主として、客人であるヴォッド・スタルフ氏の安全を保障する義務がある！】

「またお養父様の病気が始まった……」

　呆あきれた目をしながら呟つぶやくフェレットだが、意識は階上の女──木き島じま閑音から一いつ時ときも外してはいない。どこか嫌いやな──とてつもなく冷たい雰囲気を漂わせる女だったという事もあるが、それ以外にも、フェレットには一つ気になっている事があった。

　──あの女、以前にどこかで見た事があるような────




「へえ、いいの？」

　閑しず音ねは確認するように尋ねるが、子し爵しやくは文字を作らぬまま、己の身体からだを床にくゆらせている。

「言っておくけど、食べるって事は──貴方あなたの身体を一口吞のんでオシマイとはいかないよ。喰べるからには、殺すまでやるよ？　滅びるまでやるよ？　いいの？　怖くないの？」

【まあ、少しは抵抗させてもらうがね。決闘形式にするのであれば男女間の決闘の掟おきてにのっとり、私は下半身を土に埋めてお相手するが】

「……もう、貴方の事は嫌いじゃないって言ってるのに……」

　少し残念そうに呟つぶやく閑音だが、考えを変えるつもりはないようだ。

　だが──徐々に意識を研とぎ澄ましていく二人の間に、下げ卑びた笑いを含んだ声がかけられる。

「白いジャケットの嬢じようちゃんが、伯爵と殺やり合うってこたぁよ」

　閑音のペースになっていた空気に割り込むかのように、ヴォッドが階段から立ち上がった。

「それはつまり──レリックは俺おれが貰もらってもいいって事だよな？」

　話を最初に戻すヴォッドに、子爵は混乱した状況を整理するかのように文字を躍おどらせる。

【待ちたまえ！　君の話は後日改めて伺うかがうとしよう。第一、君の力では私の息子むすこをどうこうできるとも思えん。だからこそヒルダ嬢を人ひと質じちに取ったのではないのかね？】

　当然の疑問だったが、ヴォッドは静かに首を振る。

　それまでやけに落ち着き払っていた笑顔が、次第に狂気を孕はらんだものへと変へん貌ぼうしていく。口を大きく歪ゆがませて、まるで自らの牙きばを誇示するかのように。

「言った筈はずだぜ、伯し爵しやく」

　次の瞬間──彼の身体から無数の影が生み出され──

「俺は、這はい上がりに来たってなぁ！」

　まるで黒い爆発のように、ヴォッドの身体は数十匹の蝙蝠こうもりとなって拡散した。




　黒い影が乱舞するダンスホールの中で、血溜まりは驚いたように身体を蠢うごめかせる。

【!?　君は蝙蝠化は──吸血鬼特有の能力は殆ほとんど使えなかった筈！　それに、覚えがある──覚えがあるぞ！】

　子爵の身体が驚きよう愕がくしたように震え、弾はじけるような勢いで血文字を変貌させていく。

【忘れるものか、その人間の目をした蝙蝠は──メルヒルムの力ではないか！】

　叫ぶような書体の文字を空中に躍らせた瞬間──その文字の直下、子爵の本体である大きな血溜まりに──柄えが異常に太い三本のフォークが突き刺さった。

【！　閑音嬢！　私は電気には耐性があると────】

　空中に浮かんだ血文字が文章を作ろうとしたが……唐とう突とつに、その動きが止まる。

　血溜まりに突き立った三本のフォーク。その周囲の血液が急激に動きを止め──その表面に、うっすらと霜が降り始めたではないか。

　霜の面積は急激に広がり、子し爵しやくはなんとか血の一部を分離させようとしたのだが──空中に逃れようとする血を逃がすまいと霜は広がり続け──

　数秒後──子爵の身体からだは、赤いツララが逆さまに生えたような形となって凍りついた。

「お養と父う様ッ！」

　フェレットは赤い氷の円えん錐すいに駆かけ寄ろうとしたが、その足元にテーブルナイフが突き刺さる。

「──ッ！」

　閑しず音ねがそれを投げた瞬間、フェレットは何も反応することができなかった。彼女が相手の動きを認識した時には、既にナイフが突き刺さっていたのだから。

　歯を食いしばりながら目を見開くフェレットに対し、閑音は薄っすらと微笑ほほえみながら呟つぶやいた。

「触さわると凍傷になるわよ。まあ、触らせないけどね」

　蝙蝠こうもり達が嘲あざ笑わらうようにキィキィと鳴く中で、閑音は今までとは僅わずかに雰囲気の違う声を出す。

「次は──横にいる男の子を狙ねらうから」

　ミヒャエルに視線を向ける閑音をフェレットは凄すざまじい形ぎよう相そうで睨にらみつけ、そのままミヒャエルを守るような位置に立ちはだかった。

「フェ……」

「喋しやべらないで！　私も何でこんな事をしているのか混乱してるんですからッ！」

「……はい」

　二人のやり取りを見て、閑音は静かに笑いながら「仲がいいのね」と呟いた。その笑顔はとても自然な柔やわらかい表情で──昼間に子爵に対して見せていた表情からは想像もできないものだった。

　一体どちらが本当の彼女なのか──両方の顔を見ている筈はずの子爵に、それを判断する力は残されてはいないようだ

　空中に分離して文字を作っていた血液は凍こおりつく事を避けられたが──やがて力尽きたように、氷柱から少し離れた床の上に落ちる。

　そして、いつもより弱々しく蠢うごめき、閑音に対して文字を作り出した。

【……液体窒素か何かかね？　こんなものがあるなら、どうして昼間に使わなかった？】

「それはね、ここに貴方あなたの子供達が揃うのを待ってたからよ」

　閑音の言葉に、子爵はなおも疑問を返す。

　文字を作るスピードが少しずつ遅くなり、子爵の力が弱っている事を如によ実じつに示していた。

【どういう……事かね？　君がレリック達の事を知ったのは、休戦後だったと思うが】

　何かを確認するかのような問い。それに答えたのは、閑音の横に具現化した人影だった。

「どういう事かってぇ？　解わからねえのか伯はく爵しやく？　俺おれよりも何年も何百年も長く生きてるくせに、本当に本当に解らねぇのか？」

　閑音の横に蝙蝠の群が集い、その声と共にヴォッド・スタルフの身体が再構成される。

　ヴォッドは楽しそうに顔を歪ゆがませると──閑しず音ねの代わりに答えを示す。

「つまり──こういう事だよ」

　市長は彼女の背後から腕を回し、彼女の身体からだを派手に抱だきしめる。

　恋人を抱きとめるというよりも、支配欲だけを浮き彫りにしたような抱ほう擁よう。

　だが──閑音は、

　食鬼人イーターの少女は──それを笑顔で受け入れた。







【なるほど】

　血文字の反応は、至し極ごく単純なものだった。

【旧知の間柄だったというわけかね】

　その血文字に叫びかけるように、ヴォッドは小物らしい口調で種たね明かしを開始する。

「ハハ、ハハハ、ハハハッハハハハハッハハハ！　全部最初っから仕組んでたんだよ！　俺おれが切り札として用意してたんだよ！　俺の部下の連中だけで手前てめえらをどうにかできるとは思わなかったからな！」

　明らかに自分の事を『道具』として見ているヴォッドの言葉だが、閑音は特に感情を表す事無く、

「おいおいおいおい、本当に今まで気付かなかったのかよ？　こいつが、閑音が偶然この島に来たと思ってたのかよ？　偶然お前と気があって長話に付き合ってやったと思ってたのかよ？　こいつが偶然メルヒルムを食ったとでも思ってたのかよ？」

【それは──君がメルヒルムの力を使っている事と関わりがあるのかね？】

「さっき言ったろ──他ほかの吸血鬼の力を得る方法があるってよ。普通は吸血鬼の血を吸っても、魂たましいが拒絶反応を起こすってえのかな、力を受け付けねえんだ。それは手前もよく知ってるだろ？　だがなあ伯はく爵しやく、俺達の血に流れる魂って奴やつぁ面おも白しろいもんでよ。拒絶反応は個体ごとに魂の波長の違いが原因で起こるってんだが──不思議な事に、人間の体を一度通せば──人間の血がノリの代わりにでもなんのかな、上う手まく力がくっつくんだ」

　長々とした説明を、ヴォッドは実に楽しそうに語り続ける。

「もう解わかるだろ？　食鬼人イーターだよ。食鬼人イーターが吸血鬼の血肉を食らって、その直後にその食鬼人イーターの血を吸うと──力が、手に入るんだよ。メルヒルムはそれに気付いたから、必死にお前の息子むすこを狙ねらってたわけだ。レリックの力を自分が手に入れて──自分が伝説の力を手に入れようとしたってわけさ！　それで、今は俺がメルヒルムの代わりにそれを狙ってるわけだ。理解できたか？　もう一回最初から言ってやろうか？　それ以前に聞こえてるか、まだ聞こえてるかよ伯爵！　前に凍こおらせてやった時は何時間か持ってたが、今回はどうだ？」

　日光をエネルギー元とする子し爵しやくにとって、この状況は致命的ともいえた。凍りついた体は動かせず、血文字へ力が供給されることも無い。

　子し爵しやくが動かぬままでいると──ヴォッドの説明を補足するかのように、閑しず音ねがうっすらと笑いながら口を開く。

「そうそう、さっきは無視した、『どこに行ってたのか』っていう質問だけど──彼ヴオツドと連絡を取ってたのよ。簡単な話でしょ？」

　閑音は静かに俯うつむくと、一瞬だけさびしそうな顔をして呟つぶやいた。

「ごめんなさい。貴方あなたの昔話は、本当に面おも白しろかったよ」

【ひとつ、いいかね】

　文字の数も少なくなり、子爵は閑音に向けてある事を問いかけた。

【私に話してくれた、君の話は、偽いつわりだったのかね？】

「あれは──全部本当の話だよ。吸血鬼をすべて殺す為に生きてるっていうのも本当。それは、それだけは今でも変わらない。ヴォッドは半分半分だから見逃してるだけ」

【そうか──良かった】

　子爵は満足そうに血文字を震わせると、気力を振り絞しぼるように文を綴つづりこむ。

【君を軽けい蔑べつせずに済んだ。そして、一瞬でも君を疑った私を許したまえよ！】

　閑音はその一文を無表情のままで見つめていたが──彼女が反応を示すより先に、ヴォッドの嘲あざ笑わらう声が響き渡る。

「ハッ！　女の過去を疑うたぁ、堕おちたもんだなぁ、ええ？　伯はく爵しやくよぉ」

　理り不ふ尽じんな言葉と共に、サングラスの奥から相手を見下したような目を光らせた。

「……どうだ伯爵？　屈辱か？　悔しいか？　自分の無力さを痛感したか？　いつもいつもいつも俺を上から見下しやがって。俺は手前てめえに受けた屈辱を返す事が楽しみで仕方なかった。ああ、聞くぞ、三さん下したの台詞せりふだろうがなんだろうが、俺は聞くぞ？　屈辱か、伯爵！　俺は負けず嫌いなんでな、一度受けた屈辱はどんな手を使ってでも返す性質なんだよ！」

【子爵だ。それと──奇遇だな──私も同じ性質だよ】

　力が回復したかのように、子爵の欠片が皮肉げな文字を躍おどらせたかと思うと──

【だが、私は、受けた屈じょく　は　さんばいに　して　か　　え　　　す　　　　　　　ぞ】

　それを最後に、血文字は力なく崩れ、床の上に小さな血けつ痕こんとなって広がった。

　饒じよう舌ぜつだった筈はずの子爵の欠片かけらは──今はもう、ピクリとも動かない。







「……ちッ、張り合いのねえ」

　何な故ぜか不満げに呟つぶやくと、ヴォッドは階上部分の反対側にいる面々に向き直った。

「さてと、じゃあ始めようか……おいおい、何睨にらんでんだよ」

　サングラスをかけ直し、こちらを強く睨むフェレットとレリックに笑いかける。

「別に伯はく爵しやくは死んだわけじゃねえだろうが。溶けたら戻るんだからなこの不定形野や郎ろうはよ。それとも、手品師を始末した時みたいな力を出してみるか？　無理だよなぁ、顔色が真まっ青さおだぜ？　血をろくに吸わねえのに、あんな大層な真ま似ねがポンポンできるわけねえもんなぁ？」

　どうやら図ず星ぼしだったようで、レリックの目が僅わずかにぶれる。

　悔しさと焦しよう燥そうが入り混じった少年の表情を見て、ヴォッドは満足そうに両腕を広げる。

「ああ……ポーカーフェイスの親父おやじと違って、なんて解わかりやすい小こ僧ぞうなんだ」

　そして、その少年の血を閑しず音ねに吸わせる準備の為に、大声を張り上げ己の部下を呼びつけた。

「おい、道どう化け！　人間の連中を人ひと質じちにとっとけ！」

　何の躊躇ためらいもなく叫ばれた言葉だったが──返事は返ってこない。

「道化！　おい！　聞いてんのか！」

　だが、やはり返事がない。ホールの中にはヴォッドの声が静かに反響するのみだ。

「……どこ行ったんだあの馬ば鹿か？　夜中までに城に来いっつっといたのによ……」

　サングラスの奥で目を細めるヴォッドに、横に立つ閑音が小さく呟つぶやいた。

「あの世、かな」

「あん？」

　振り返ろうとするヴォッドの前を、何か赤い物が通り過ぎる。

　床の上に落ちたそれは──赤く染め上げられた、サンタクロース風の三角帽ぼうであった。

　ヴォッドの動きがピタリと止まる。

「なんだオイ……閑音、何ど処こに落ちてた？」

　真剣な声色になって尋ねるヴォッドに、閑音は事実だけを淡々と告げる。

「あのピエロの子、殺されたよ。そこで固まってる子し爵しやくにね」

　──沈黙。サングラスの奥の表情は読み取れないが、ヴォッドは暫しばらく押し黙ったかと思うと、閑音の方を振り返らないままで言葉を紡つむぎだす。

「おいおい、冗じよう談だんよせや、常に霧になってるような奴やつが、日光のねえ時間にどうやったら死ぬっつーんだよ」

　ヴォッドは軽い調子で言葉を紡ぐが、その視線は床に落ちた帽ぼう子しに縫い付けられたままだ。

　薄い微笑ほほえみを浮かべながら、閑音は淡々と結果だけを告げる。

「子爵の泡あわに包まれて、実体化できないまま吸収されちゃったみたい。吸血されたことになるのかな、一応」

「……待てよ、冗談はよせっつってんだろ。俺はあいつに、『子爵にケンカを売れ』なんて言ってねえぞ」

　徐々に声の調子が速くなってくる。何かを焦あせっているようなヴォッドとは対照的に、閑音の声色に感情の色は見られない。

「冗談は……やめろ。洒落しやれんなってねえぞ」

　そこで一いつ旦たん言葉を区切ったかと思うと、階下の氷柱を指差しながら勢いよく振り返り──

「──いいか！　あの伯はく爵しやくはなぁ！　が……ッ………」

　怒りの言葉は途中で途切れ、サングラスの奥でヴォッドの目が大きく見開かれる。

　振り向きかけた彼の身体からだ、フェレット達から見ると丁ちよう度ど背中が手前に見えていたのだが──その背中の中央部分──丁度心臓のある辺りから、銀と赤が混ざった色が飛び出した。

　ステーキを食べる時に使うようなテーブルナイフ。閑しず音ねは決して鋭くないそのナイフの先端を、人間離れした力によって無理矢理ヴォッドの胸へと貫き通したのだ。

　相手の背中に貫通するまでナイフを押し込みながら、閑音は淡々と言葉を吐はき出した。

「ステンレス製じゃない、純銀の特別製だよ。数が少ないからトドメの時にしか使わないんだけどね……白しら木きの杭くいじゃないから、ちょっと苦しいかもしれないけど──ごめんなさい」

「てめ…ぇ…」

　空気を漏もらすような声で怨えん嗟さの声を漏らすヴォッド。

　彼の胸から滴したたり落ちる血。ナイフの柄えを伝って、閑音の手へと血が滴り落ちる。

　ナイフから手を離し、指先に付いた血を見つめ──

　閑音は、

「半はん鬼き半はん人にんを超えて吸血鬼になった貴方あなたはね──もう、私の敵なの」





†






　私に食鬼人イーターの事を教えてくれた男。

　彼は奇くしくも、今日のゲルハルトと同じ質問をした。

「ガキ、もしも手前てめえの家族を食ったのが人間なら、お前は人間を全員殺すか？」

「……当たり前じゃない」

　あの時は、本気でそう言えた。心の底からそう言えた。

「──気に入った」

　彼はそう言って、私に食鬼人イーターの事を教えてくれた。

　そして彼は手始めに──自分自身の肉を切り裂さき、その血を私に飲み下させたのだ。

　今思えば──その時は今回の計画など、頭にもなかったのだろう。

　半分が人間で半分が吸血鬼。

　本来ならばどちらからも疎うとまれる存在なのだろう。もしくは、どちらかの世界にその身を隠しながら生きるのが普通なのだろう。

　だが、このヴォッドという男は──そのどちらの世界でも己を貫こうとした。

　それは決して正義や善行の類たぐいではなく──ただ単純に、自分の欲望に忠実なだけだ。

　目上の者に媚こびへつらう事はしない癖くせに、目上の人間の権力をかさにきて力を奮う、ある意味最もゲスなタイプの人間であり、吸血鬼なのだろう。

　だが──私はその時既に食鬼人イーターとしての自分に気が付いてしまっていたから。自分が人間でも吸血鬼でもないという事に気付いてしまっていたから、復ふく讐しゆうが建たて前まえに過ぎず、吸血鬼を滅ぼし、その瞬間の絶望の顔を見るという行為に快楽を見出してしまっている自分に気が付いてしまっていたから──そんな彼の行動は、私にとって清すが々すがしくさえ見えた。

　私は彼を利用して、彼も私を利用する。

　力をつけた私に次々に吸血鬼の居場所を教えてくれる。恐らくは、自分にとって邪じや魔まな存在の吸血鬼の居場所から優先したのであろう。

　それで構わなかった。私とヴォッドの間にあったのは、あくまでお互いの目的の為の共生関係だったのだから。

　メルヒルムという吸血鬼を喰らった後、彼は私の血を啜すすった。嚙かみ付きはしなかったが、私が手を切って流した血を吞のみ干し──彼はメルヒルムと同等の力を手に入れ、完全な吸血鬼となった。

　私は今、彼の心臓にナイフを刺した。私が滅ぼすべき吸血鬼だからだ。

　ビジネス的な付き合いだったとはいえ、互いに信頼を寄せあった相手という事は確かだ。

　だから私は呟つぶやく事にする。

　私の目の前に崩れ落ちた男に、その言葉をかける事にする。

　蔑さげすみでも皮肉でもない。これは義務であり、命を喰らい尽くした相手への礼儀なのだから。

「ヴォッド──ヴォッド・スタルフ────ごちそうさま──」

[image: ]
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　動かなくなったヴォッドを見下ろしながら、閑しず音ねは感情を抑制した声で呟つぶやいた。

「──残念だったね。あのピエロの子だけは、私の殺気に気付いてたみたいだけど──」

　白いジャケットに返り血が跳はね返り、奇妙なまだら模様を作り出す。

　彼女は暫しばらく虚こ空くうを見つめていたが──やがて何かに気付いたように、フェレットとレリックの方に向き直った。

「さて、と。次はあなた達だけど……抵抗、してみる？」

　とても静かな表情なのに、人間とは明らかに異質な空気を纏まとっている。

　フェレットは相手の実力を詳くわしく知っているわけではないが、行動不能になっている養ち父ちが【逃げろ】と言っていた事と、自分の足元に突き刺さっているフォークが、相手が危険である事を物語っている。

　だが、フェレットは喉のどの奥から込み上げてくるものを無理矢理吞のみ込みながら、精一杯の虚勢を張って声をあげる。

「仲間の死に動揺させてる間に騙だまし討ちですか。随分立派な戦術ですね」

　強い嫌悪が籠こめられた言葉だったが、閑音の表情にはなんの変化も無い。

「そうね……こんな事はもう何度も何度も繰り返してきたわ。今更罪悪感を感じろっていう方が難しいんじゃないかな……？」

　閑音はフェレットの顔を見て、何かを懐かしむように声をあげた。

「一ヶ月ぶりぐらいなのに──随分と殺気から角が取れたわね。やっぱり、横にいる男の子のせいかな？」

「……？」

　それを聞いて、フェレットは目を丸くして閑音の顔を凝ぎよう視しする。

　──やはり、やはりどこかで会っているのだ。一ヶ月前？　だとすると──

「あなた、影から凄すごい殺気で私の事を見てるんですもの──あれじゃ、血を吸われるどころかキスもできないわよ──」

　──ッ！　思い出した、確かに私は、私と兄は会っている、出会っている！　一ヶ月前、日に本ほんの横よこ浜はまで！　あの時、この女は眼鏡めがねをかけて髪を下ろしていたが──間違いない！

　彼女がそれに気付いて口を開いた瞬間──閑音は既に、彼女の横を通りすぎていた。

「……え？」

　その瞬間まで、相手から自分の間には数メートルの距離が存在した筈はずだ。自分が相手の顔を思い出した一瞬の隙すき。そのコンマ単位の時間の間に、相手は自分の横を通りすぎたというのだ。

　隣にいたミヒャエルが、相手の動きを実に解わかりやすく表現した。

「い、今……一瞬、残像が見えた……」

　そして──相手が後ろに通りすぎたという事は──

「兄さんッ！」

　思わず素の叫び声をあげて振り返ると、そこでは、レリックが閑しず音ねに顎あごを持ち上げられているところだった。

「レリック君！　……キャァッ！」

　しがみついていたヒルダは一瞬で引き剝はがされ、彼女の両親の元へ突き飛ばされる。そして──左手に構えたテーブルナイフは、いつでも彼女達を貫けるように構えられている。

「……解わかるわね？　下へ手たなことをしたら──」

「……ええ」

　レリックは何かを覚かく悟ごしたような表情で、何の抵抗もしないで押し黙っている。

　その様子を見て、ヒルダは閑音に飛び掛かろうとするが、両親に無理矢理押さえつけられてそれもままならない。

「嫌いやぁッ！　離して、離してよお父さん！　──駄だ目めだよ、そんなの駄目だよレリック君ッ！　レリックッ！」

「……大丈夫、僕は大丈夫だから──」

　ヒルダを安心させようとする笑顔を見て、閑音は困ったように顔を伏せる。

「私がヴォッドに言われて貴方あなたと接触した時──横よこ浜はまでの事、覚えてる？　あの時はあなたが弟に見えてしかたがなかった。成長してれば丁ちよう度どあなたぐらいの年格好だっただろうからね。だから私は貴方を狩るのを止やめたんだ。吸血鬼のくせに邪じや気きの全く無い貴方の顔が、どうしても他ほかの化け物どもと同じに見えなくて……」

　閑音はレリックに向かってさびしそうな笑顔を見せ、それから──その笑顔すらも完全に消し去った。

「だけど貴方は力を見せた。私の前で力を見せた、化け物としての力を吸血鬼としての力をレリック・フォン・バルシュタインとしての力を──。……あれほど凄すごい力を見たのは初めてよ」

　彼女の顔から感情の幅が次第に消えていき──変わりに、子供めいた好奇心のようなものが目に宿り始める。まるで彼女の感情の全すべてが、レリックの力と味への興味に抑え込まれているかのように。

「安心して、大人おとなしく血を飲ませてくれれば、今日はまだ妹を殺しはしないから……。子し爵しやくとの約束もあるからね……」

　そして彼女は皮肉げに笑い、一ヶ月前、レリックと初めて出会い──家族の事を語った後に、レリックが彼女に向かって言った言葉を呟つぶやいた。

「大丈夫よ──痛くしないから」

　次の瞬間、レリックの喉のどに銀色が閃ひらめき──僅わずかに喉が斬きられ、そこから赤い血が噴出した。

　ヒルダとフェレットの悲鳴が上がる。だが、閑しず音ねの左手に構えられた得え物ものがうかつに飛び掛かる事を許さない。それだけではなく、レリックが目と手で必死に『来るな』と訴えていたからだという事もある。

　喉のどから溢あふれる血を、まるで吸血鬼の様ように啜すする閑音。どこか官能的な印象すら与える惨さん劇げき。もはやそれを止める者は存在しないかと思われたが──

　その瞬間、頼りない風ふう貌ぼうの救世主達が現れた。

　吹き抜けになったダンスホールの階上部分で事件が進行していると──唐とう突とつに一階部分の、隣の部屋に通じる扉が開き──そこからドヤドヤと、観光客のような集団が現れた。

　先頭の男はアーミージャケットを纏まとっており、全体的にゴツゴツとした風貌をした男だ。

　その男が不意に階上部分に顔をあげ────

「ちょっと待て──ちょっと待てよ、あぁ……？」

　ダンスホールの階下部分から惨劇を発見したのは──カルギラを始めとする、子し爵しやくを始末しに来た駆く除じよ屋の面々だった。

　閑音を中心とする奇妙な光景を見て、カルギラはポカンとした表情で口を開く。

「これ──どういう状況？」




　閑音はレリックの喉からゆっくりと顔を離し、口の回りに付いた血を袖そででぬぐう。

　レリックの傷は既に塞ふさがりかけており、現時点ではそれほど深刻なダメージでもなさそうだ。

　そんな少年から一いつ旦たん目を離し、閑音はつまらなそうな表情でカルギラ達を見下ろした。

「……今頃お目覚めですか。一般人の夫婦はとっくに目覚めていたというのに」

　道どう化け娘むすめに操られていた時とは違い、血色の良すぎる顔を見合わせる隊員達。日本語が通じる者はおらず、閑音が何を言ったのか理解できないでいるのだろう。

　そんな彼らに、閑音は静かに言葉を選び、たどたどしい英語で説明した。

「吸血鬼を、駆く除じよしているところです」

「おいおい、そのガキが吸血鬼だと？　……つーか、この赤いツララはなんだ？」

　異常なものを見るような目で閑音の事を見ると、隊員達は次々と階段の上に上がってくる。

「……？　なんですか？　邪魔を──しないで下さい」

　どうも様子がおかしい。何な故ぜか全員が武器を携帯しており、フェレット達の事を無視して自分の事だけをまっすぐに見つめている。

　だが、血色の良さから言っても『支配』状態ではなさそうなのだが──。閑音はそう判断したのだが──結果として、それが彼女の命取りとなった。

「いやあ、それがな、そういうわけにもいかねえんだ、食鬼人イーターの嬢じようちゃん」

「……？」

「だって俺おれ達、まだ支配されたままだからさ、はは」

　その瞬間──彼ら全員の口から、大量の血が吐き出された。

「!?」

　そして──部屋の中に、消えかけていた筈はずの子爵の気配がよみがえる。

　隊員達の口から吐かれた血はまるで煙の様ように周囲に巻き上がり──驚きよう愕がくする閑しず音ねの前で、朗々とした血文字を作り上げた。

【急せいてはいかんね、閑音嬢──さぁ、紳しん士しの時間の続きと行こうではないか！】




　──そんな馬ば鹿かな!?

　閑音は思わず階下を見るが、先刻凍こおらせた赤い液体は、相変わらず階下で逆さツララの状態になっている。

【ははは、紳士は常に予備の力を蓄えておくものだよ！】

「どうしてッ……」

【いやなに、実を言うとちょっと気になっていてね……君は私に息子むすこと娘むすめに会わせろと言った時──二回目の質問で君は、『あの子達』と言ったのだよ。まだ出会っていない人間に対して、日に本ほん人である君があの子達という言い方は不自然だと思ってね！　その子達が普通だと思ったわけだよ！】

　それを聞いて閑音は、失敗したというように顔を上げて──

「口にした後で、しまったとは思ったんだけど……」

　言いかけた瞬間──彼女は自らの肺の中に違和感を感じる。まるで、肺の中に空気以外の中がゆっくりと満ちていくような──何か危険なものが少しずつ少しずつ、自分の身体からだの中に積み重なっていくような──

「……ッッッ!?」

　そして、崩壊が始まった。

　彼女の肺が締め付けらるように痛み始め、呼吸が困難になる。

　肺の中に何か水のようなものが突然現れたような感触で、彼女は文字通り溺れかけたのだ。山の上の城の中、周囲には水の気配がないダンスホールの中で。

　苦しみはすぐに痛みを伴い始め、呼吸をしようとすればするほど泥沼に落ちていく。

「────カハッ！」

　閑音は身体を思い切り丸め、肋ろつ骨こつの上から自分の肺を強打した。強い堰せきと共に、赤い液体が口内から吐はき出される。

「ッハッ……ァッ……あなた……こんな事もできるの？」

　鋭い目で睨にらみつけてくる閑音に対し、子し爵しやくはとぼけるように身体を左右にくねらせる。

【ふむ、溺おぼれさせる事はできないでもないが……残念ながら、それは私の身体ではない】

「──え？」

　眉まゆを潜ひそめる彼女の前で、吐はき出した赤い液体の姿がぼやけ始め、空気の中に溶け込むようにその姿を消し去っていく。

「!?」

　彼女が周囲を見渡すと──そこには薄い薄い霧が立ち込めており──彼女の感覚の中で、吸血鬼の気配が一体増えていた。

　刹せつ那な、閑しず音ねの周りを取り囲むように、カラフルな霧が立ち込めた。

　それはまるで、道どう化けの衣装のような色合いだった。

　──ッ！

　彼女が状況を理解するよりも速く、周囲の霧が彼女の口内めがけて収しゆう束そくを開始する。

　閑音はある事に気付き、ヴォッドが倒れている横に目を向けると──先刻自分が投げた筈はずのサンタ帽ぼうが、何い時つの間にか床の上から消え去っていた。

　口から大量の血を吐き出した駆く除じよ隊員達は、元の青白い顔にもどっていて──閑音は、自分を取り囲んでいるものの正体に気が付いた。

　収束してくる霧から跳とびすさり、目をカッと見開きながら子し爵しやくに向かって叫びをあげる。

「あなたッ！　あいつは──あいつは殺した筈はずじゃッ！」

　子爵は己の身体を震わせながら──傍点を必要以上に使った文章で、閑音に対する答えを綴つづった。

【私は、道化姿の少女を殺したとは一言も言っていないわけだが】

　ダンスホールの中は今──道どう化け娘むすめの霧によって満たされた。

　薄くもやがかかった空気の中には、閑しず音ねに対する静かな怒りが湛たたえられていた。




　そして──ホールに身体からだを広がらせたのは、霧と化している道化娘だけではなかった。

　子爵は己の身体を周囲の壁や床に這はわせ、物凄すごい勢いで周囲へと広がっていく。赤い血の線は網目のように壁から壁へと広がり──ダンスホールの内部全体を覆おおいつくしてしまう。

　まるで元から壁にあった装飾のように、ダンスホールが赤い模様で染め上げられる。先刻のように特殊な冷却フォークを投げたところで、これでは一度に凍こおらせる事はできないだろう。

　霧と血がダンスホールに広がり、閑音の周りの全方向から吸血鬼の気配が突き刺さる。これでは同時に前後から攻撃された時に対応ができない。

「くッ……」

　閑音は状況が不利と悟さとり、レリックを人ひと質じちに取ろうと向き直る。

　レリックの力は強力だが、弱点が多いのも事実だ。その力がろくに使えないであろう今ならば、簡単に人質として扱えるだろうと判断したのだが──

　彼女とレリックの間に、道化娘に支配されたカルギラ達が次々と立ち塞ふさがる。

「どいてッ！」

　閑しず音ねは特に気にする事もなく、駆く除じよ屋の面々を体術のみで払いのけていく。

　彼女にとってカルギラ達は仲間でもなんでもなく、ただヴォッドの酔すい狂きように巻き込まれただけの哀れな連中という認識しかなかった。

　自分達の事を棚にあげて、食鬼人イーターの自分を蔑さげすむ連中。彼らに興味を持とうとも思わず、名前はおろか顔すらも覚えようとはしなかった。

　だから、彼女は気が付かなかった。

　気付く事ができなかった。

　新入りのヴァルを除いた駆除屋の面々──その人数が、一人増えている事に。




　足払いや体たい捌さばきで次々とカルギラ達をなぎ倒す閑音。自分とレリックの間には残り一人という状況だ。

　閑音は人間ではついて来る事はできぬであろう速さで腕を振り、最後の男の首に手刀を叩たたきこもうとする。

　だが──その男は両手を顔の前に交差させ、高速で振り下ろされる閑音の右腕を受け止めた。

「!?」

　人間を遙はるかに超える腕力の閑音を、ギリギリとはいえ受け止めている。そして閑音は、目の前の男からも、吸血鬼の気配がある事に気付く。支配された人間の気配ではなく──確実に、吸血鬼本体としての気配を感じるではないか。

　壁の血と霧のせいで感覚が惑わされ、実際に接触するまで気が付かなかったのだ。

　閑音は慌あわてて反対の手を振りかざすと、男の心臓めがけてナイフを振り下ろす。

「１──２──３スリー」

　目の前の男が何かを呟つぶやいたかと思うと──眼前の男から、急激に吸血鬼の気配が膨ふくれ上がった。それと同時に、男の口から純白の蝙蝠こうもりが飛び出して、閑音の顔面に体当たりをかける。

「なッ!?」

　次の瞬間──彼女の左手に激痛が走った。

　ナイフを握る閑音の手が、男の胸から生えてきた狼の牙によって咥えこまれてしまう。

「うッ……！」

　予想外の痛みに顔を歪ゆがませる閑音に対し、眼前の男はうれしそうに微笑ほほえんだ。

「やあ、成功してよかった……狼ろう化かと手品を組み合わせるのは初めてでして」

　眼鏡めがねをかけた男は笑顔のままで流りゆう暢ちような日本語を話し──そのまま自らの身体からだを変化させた狼おおかみの顎あごに力を込め、閑音の左手を一息に嚙かみ千ち切ぎる。

「あぁッ……！」

　常人ならば絶叫をあげるところだが、食鬼人イーターである彼女はその精神力でなんとか悲鳴を抑え込む。その様子を楽しそうに見上げながら──『手品師』は営業的な言葉を紡つむぐ。

「あ、どうも、話は聞いていましたが──実際会うのは初めてですよね？　いやいや、お強いもんです。不意打ちじゃなければ絶対勝てませんね」




　──どうなってるの!?

　閑しず音ねは混乱していた。長い間吸血鬼を狩り続けて来たが、このような事態は初めての事だ。

　目の前の男や子し爵しやく、恐らく霧となっているのは道どう化け娘むすめだろう──そんな面子メンツよりも遙はるかに強い敵を何匹も何匹も食って来たのだ。

　だが、予想外の出来事が多すぎる。

　今までの吸血鬼は、閑音はヴォッドからある程度の情報を得た上で戦っていた。今回の件もそうだったのだが──何度も何度も圧倒的な強さで、自分の思い描く通りの戦いで経験を積んできてしまった彼女は、今回のようなケースに対応できるような応用力が備わっていなかった。

　──どうして、どうして！　血を、奴やつの血を食らったばかりなのに！　もっともっと速く動ける筈はずなのに、あんな狼おおかみの牙きばなど簡単に迎撃できる筈なのに！

　食鬼人イーターとしての彼女は、吸血鬼の血を啜すすった直後に来る能力の上昇感が殆ほとんど無い事に気が付いた。

　島全体を自らの身体からだと同化させられる程の吸血鬼の血を吸ったのに、身体の中から力が殆ど湧わきあがってこないのだ。

　──くッ！

　閑音は覚かく悟ごを決めると、眼前の『手品師』から手を無理矢理振り解ほどく。

「うわ、無茶ですよ!?」

『手品師』は驚いたように声をあげるが、閑音はそのまま一気に右手を引き抜いた。

　狼のキバから、嫌いやな音を立てて肉の一部が千ち切ぎれ落ちる。

　それには構わずに己の肉体の限界速度で駆かけ出し、霧の気配が薄まる場所へと一直線で向かう。左手から熱い血が垂れ流されるのが解わかる。だが、このままではまずい。

　ヴォッドの死体の横のあたりが一番霧の気配が薄い、そこに行って体勢を立て直し──

　そこまで考えて、彼女はふと気が付いた。

　──ヴォッドの──死体？　吸血鬼の死体？　灰にならずに？　──ダムピールだから？　それとも──まさか！

　意識は、身体の速さに追いついていなかった。

　横たわるヴォッドの身体から微かすかに気配を感じた時は既に遅く、自分の身体は既にヴォッドの直前にまで到達してしまっている。

　ヴォッドの身体から急速に『気配』が膨ふくれ上がり────




　──衝しよう撃げき。




　閑しず音ねの身体からだは、まるで空気の壁に叩たたきつけられたかのように急停止する。

　まるでバネ人形のように。突然彼女の前で起き上がったヴォッド。

　彼の放った突きが、カウンターのような形で閑音の腹部に突き刺さっている。ヴォッド自体は特に動いていないのだが──速すぎる彼女の身体が、自分から突き刺さっていったような形となってしまったようだ。

「……痛えじゃねえかよ、このアマ……」

　小こ悪党丸出しの台詞せりふを吐はきながら、ヴォッドは閑音の身体の中で──

　広げていた手を、閑音の臓器ごと握り込んだ。

「──ッカ……アァ……」

　内臓を鷲わし摑づかみにされた閑音は悲鳴をあげる事さえできず、口からも血を吐はき出しながら、積み木が崩れような勢いで床に倒れこんだ。

　──なんで──心臓を貫いた筈はずなのに──

　意識が途切れかける彼女は、ホールの中に跳とぶ黒い影に気が付いた。

　それは、天てん井じようの辺りから舞い降りてくる、一匹の大きな蝙蝠こうもりの姿だった。

　蝙蝠は人間の目をしており──ヴォッドの胸の上にくると、そのまま吸い込まれるように消えていった。

　奇妙な光景だが、閑音はそれを見て何が起こったのかを理解する。

「ああ畜生、本当は伯はく爵しやくの為に用意した罠わなだったのによ……」

　ヴォッドの力の無い言葉に、信じられないものを見るように、震える目で相手の姿を見る。

　──心臓だけを──分離させてた!?　馬ば鹿かな！　そんな事はメルヒルムにもできなかった筈はずなのに──！

　意識が途切れる直前、閑音は彼女の疑問を見透すかしたかのような声を聞く。

「……俺おれは半分人間だからな。……人間ってのは、努力でいくらでも進化できるもんなんだよ。……知らなかったのか？　食鬼人イーター」




「さてと」

　床に落ちていたサングラスを掛け直し、ヴォッドは静かに周囲を見渡した。

【ひとつ言わせて貰もらえるならば──君は進化と成長を取り違えている】

　彼が探すよりも先に、血文字の方から自分の前に浮遊してくる。周囲の壁にも赤い紋もん様ようが広がっているので、読みにくい事この上ない。

【進化とは決して成長ではないし、逆もまたしかりだ。どうしてそんな簡単な事が解わからない？】

　不思議そうに尋ねる子し爵しやくに対し、ヴォッドはどうでも良さそうに答えを返す。

「頭が悪いからさ」

【いいや、君は決して馬ば鹿かではない。なぜ気付かないのだ。君は進化したのではない。自分の力で成長を続けているのだ、一歩一歩ではあるが、確実にね】

　ホール中に広がる赤い模も様ようを見て、彼は嘲あざけるように笑い出す。

「年長者面づらして、また俺おれに説教か？」

【いやいや、私はただ、旧知の人間が成長する様さまを見てうれしく思っているのだよ。肉体的であろうが、精神的なものであろうがね】

「それが年長者面だっつってんだよ」

　そう言いながら、彼は血に塗まみれた手を口元に持っていき、おもむろにその血液を舐なめ取った。

　レリックの血を啜すすった直後の閑しず音ねの血液──

　ヴォッドの先刻の言葉が正しいのならば、これによってヴォッドはレリックの力を手にしてしまうという事になる。

　フェレットは思わず息を吞のむが──子し爵しやくの血文字は微動だにしない。

　──沈黙。

　それぞれの面子メンツが別々の思いを抱いだきながら、時だけが静かに流れ過ぎてゆく。

　ヴォッドは暫しばらく動かないままで様子を見ていたが──

「……やっぱな」

　苛いら立だたしげに歯嚙がみすると、レリックの方を顎あごで指しながら呟つぶやいた。

「あいつ、レリックじゃねえな」




【御名答だ。やはり君は馬鹿ではない。寧むしろ聡そう明めいと言ってもいい！】

「馬鹿の手前てめえに褒ほめられても仕方ねえ」

　ヴォッドは力なく首を動かしながら、全すべてを悟さとったような表情で言葉を紡つむぐ。

「……ヴァルだろ？」

　その言葉が聞こえたのか──それまでレリックの姿をしていたものが変化を始め、駆く除じよ部隊の新入りとしての姿に変化し──ヴォッドに向かって一礼する。その光景には、子爵とヴォッド以外の全すべての者達が驚きを見せ──ヒルダとフェレットは、信じられない者を見たような顔になって口をパクパクとさせている。

「で、本物のレリックは今頃どっかで様子を見てるってわけかい。ぶっ殺されたと思ってた、手品師の野や郎ろうを手なずけてな」

　苛立たしげに吐はき捨てるが、肝かん心じんの『手品師』の姿は何ど処こにも見当たらない。ヴォッドが目覚めたのを確認すると、真っ先にダンスホールから逃げ出してしまったようだ。

　そして──

「おい……道どう化け」

　ヴォッドは何処いずこともなく呼びかけるが、何の反応も現れない。

「怒ってねえから出てこい」

　やはり反応はない。ヴォッドは暫しばらく様子を見ていたが──やがて自じ虐ぎやく的に笑うと、子し爵しやくに向かって牙きばを剝むき出した。

「まあいいさ。続きだ、続きをやろうぜ、伯はく爵しやく」

【……その根性をどうして街の産業の発展に向けられないのかね君は？】

「黙れよ──俺おれは今、どん底なんだ。なるほど、屈くつ辱じよく三倍返しとはよく言ったもんだなぁ？　閑しず音ねが一人手前てめえを裏切ったと思ったら、俺はその三倍の人数に裏切られたってわけだ」

　一度倒れ、再び目覚めてから──ヴォッドの声は驚くほど冷静になっている。

「伯爵、手前はいつもいつもそうだ。なにかってーと俺のやる事なすことにつっかかってきやがってよ……それでいつも手前は俺の一歩先を行くんだ。今だってそうだ。俺の部下を三人裏切らせただけでなく、閑音が俺の仲間だってのも見透すかしてて、こんな罠わなはってんだもんなあ？　手前は何でもお見通しってわけか」

　そう呟つぶやきながら──彼は一歩前に出る。

「だがよお伯爵、手前のその無ぶ様ざまな姿はなんだ？　死ぬことを恐れて、人間の身体からだまで捨てて、何が紳しん士しだ。プライドを捨ててまで生きる事がお前の信念か？」

　ヴォッドの挑発的な言葉に、子爵は何の迷いも躊躇ためらいも無く答えを返す。

【私は確かに臆おく病びよう者だ。だが──私には過ぎた強さなど必要無い。ただ、自分の大事な者達を守る最低限の力があればよかった。確かに私は人間の身体も、吸血鬼としての肉体も捨てた！　だが、私が自ら望んで選んだ結果だ、欠片かけらも後悔はしていない】

「ただの強がりにしか聞こえねえな」

　ヴォッドは静かに首を振ると、静かにその身に殺気を纏まとい始めた。

「なら、来いよ。俺はまだ力を諦あきらめてねえぞ？　お前の大事な奴やつを守ってみろよ。その身体でよぉ、骨も肉もねえその身体で守れるのか？　大事な奴らをよぉ！」

　語気を徐々に強めながら、サングラスの奥で目をぎらつかせる。

　だが、ヴォッドの肉体はどう見ても万全なものとは言えず、銀のナイフで貫かれた傷跡からは、未だに血が流れ続けている。

【やめておきたまえ。心臓が無事だとしても、銀で胸を貫かれたのだ。人間としても吸血鬼としても、ダメージは相当残っている筈はずだが？】

　気遣うような文章がヴォッドの目の前に近づいて来るが、青年はそれを苛いら立だたしげに払いのけた。文字を構成していた血液が空中に散開するが、すぐにもとの場所に寄り集まって行く。

　その様子に構う事無く、ヴォッドは苛立たしげに息を吐はく。

「……手前は、俺にケリもつけさせねえ気か？」

　サングラスの奥に宿る闘志を感じ取り、子爵は暫く沈黙した後──

【……君の信念は確かに見たよ。だが、勝負は一瞬で付く】

「御ご託たくはいいっつってんだろ？」

【では、遠慮なくいかせてもらうとしよう】

　あっさりとした子し爵しやくの返事に、ヴォッドは口を大きく歪ゆがませて笑う。

　これから始まる戦いに己の全すべてをかけるような、そんな覚かく悟ごを決めたような表情だった。

　だが──

「へッ……そうこなくッ……グガァァアァッ!?」

　決闘が成立した瞬間──既に勝負は付いていた。




　網の目のように張り巡らされた子爵の身体。その一本がヴォッドの足に絡からみついている。

　ただそれだけの事なのに、何な故ぜかヴォッドの全身が跳はね上がり、全身が感電しているかのようにガクガクと暴れ続ける。

　──正確に言うならば、彼は実際に感電していた。

　彼に絡からみついた血の筋を辿たどると、ダンスホールの天てん井じようにある──シャンデリア用のコンセントへと繫つながっている。

【私は電流に耐性があってね……閑しず音ね嬢じようには何度も説明したのだが】

　申し訳なさそうに文章を形作るが、今のヴォッドにそれを読む余よ裕ゆうなどない。

「────ッ」

　悲鳴を必死に押し殺しながら、体中に走る衝しよう撃げきを必死に抑え込もうとする。血液を媒ばい介かいとして、ダイレクトに電圧が流れ込んでくる。

　弱ったヴォッドの身体からだにとっては相当の衝撃だった筈はずだが──それでも彼は踏み留まり、鬼のような形ぎよう相そうで子爵の血文字を睨にらみつける。

　その姿を見た子爵は──何か思いついたように、自らの身体の一部を階下に伸ばす。

　ダンスホールの中央にそびえ立つ、２メートル程の高さの赤い氷柱。

　自らの身体の一部であるその物体に、子爵は自分の身体を絡からみつける。

　自らの身体が凍こおりつく前に、部屋中に張り巡らされた自分の身体からエネルギーを送り込み、その先端部分だけをなんとか自力で動かそうとする。

　絡み付いた血の触しよく手しゆにも霜が降り始めたその刹せつ那な──先端の30センチほどが綺き麗れいに折れ、ダンスホールの中に鉄筋のような音を響かせた。

　先端が針のように鋭く凍り付いている、赤いツララ。白い霜が混じっているその姿は──まるで何度も吸血鬼の心臓を貫いた、血で染まる白しら木きの杭くいのようであった。




　子爵はまるでラジコンのような動きでツララを操り、電流に動きを封じられているヴォッドの正面に浮かばせる。冷却の大元となっているフォークからは分離したために、子爵の身体はそれ以上凍りつく事は無かった。

　鋭い先端が、ヴォッドの心臓に狙ねらいを定める。まるで死刑宣告のように、一度その場で止まって周囲を静寂に包み込んだ。

　ヴォッドは全身に衝しよう撃げきを受けながらその様子を確認するが、電流の衝撃で思うように蝙蝠こうもりに転じる事ができないでいる。

「────ッ！」

　ヴォッドはそれでも倒れない。逃げようともしない。ここで倒れてしまえば、子し爵しやくもそれ以上は追い討ちをかける事は無いだろう。それが解わかっていても、ヴォッドは倒れようとしなかった。いや、解っているからこそ倒れようとしなかった。

　その姿を確認すると──子爵は無言のまま、己の身体の一部──赤く鋭い杭くいを、ヴォッドの心臓目掛けて撃ち放つ。

　矢のような勢いで動き出した伯はく爵しやくの身体からだの一部。

　ヴォッドはその血のツララを蹴けり落とそうと足を振り上げるが──電流が邪じや魔まをして思うように狙ねらいが定まらない。

　ツララはヴォッドの足を紙かみ一ひと重えでかわし、そのまま彼の胸部へと突き進んだ。

　鋭く光る赤色が、彼の心臓に吸い込まれるように迫り──

　──胸に届く寸前で、その動きを止める。

「──────ッ！」

【チェックメイトだ】

　子爵は凍こおったままの身体の一部を引き戻しながら、自らの勝利を宣言する。

　それと同時にコンセントから血の筋を引き、ヴォッドの身体を電流から解放した。

「……」

　ヴォッドは手すりに捕まりながら膝ひざをつき──息を荒くしながら血文字を睨にらみつけた。

　暫しばらくの間、ヴォッドは息を整えることしかできなかったが──やがて呼吸が落ち着いてくると、その目を更に険けわしくしながら、吐はき捨てるような声を搾しぼり出す。

「何がチェックメイトだ、ふざけてんのか？」

【命まではとるまい。今回の件の関係者には、後で謝罪したまえ】

　そのまま文字を崩すと、壁中に這はわせた身体を蠢うごめかせる。ホール中に張り巡らされた模も様ようが引き、白を基調とした壁に戻っていく様さまは──戦いが全すべて終わったという子爵の意志を表しているかのようであった。

　だが──対するヴォッドは、先刻よりも激しい気性を見せて叫びをあげる。

「これで……これで終わると思ってんのか？　これで、俺が諦あきらめるとでも思ってんのか？　これで、こんなんで、俺だけじゃねえ、俺に酷ひどい目に遭あわされた、そこの連中が納得するとでも思ってやがるのか！」

【だから謝罪せよと言っているだろう。人の話はきちんと読みたまえ】

　子し爵しやくの言葉を無視し、ヴォッドは牙きばを剝むき出しながら叫び続ける。

「ああ、手前てめえはそういう奴やつだよ伯はく爵しやく！　いつも手前が上の立場にたって、勝負事でもなんでも結果まで勝手に手前が決めやがる！　だがな、いつもいつもそうなると思うなよ？」

　そのままの姿勢でサングラスを外し、怒りに満ちた目で子爵を直接睨にらみつける。

「ああ、そうさ、映画やドラマでよくあるよな、命乞ごいした悪党が、許して去ろうとする主人公に後ろから銃じゆうを向けて返り討ちに会うって奴やつだ！　だがな、正義の味方はちゃんと悪党の攻撃をかわすんだ、結局信用なんざしてなかったって事だ。俺はそういう奴らが大嫌いだ！　悪党も悪党だ、実力差わかってんだから止やめとけよ！」

　突然何を言い出すのか──ヴォッドは膝ひざをよろめかせながら立ち上がり、なおも叫ぶ。

「だが、俺おれは違う。俺ははなから命乞いはしねえ！　勝てる自信があるからやるんだよ！　俺は小物だからよ、最初に勝てるって状況にもってってからやるんだ！　その結果負けたんなら、それは俺がアホだったってだけの話だ、後悔はしねえ！」

　怒りに満ちた声で理り不ふ尽じんな事を叫ぶが、彼の目はどこまでもまっすぐに──強い信念の籠こもった目で、子爵の血溜まりを睨み続けていた。

「だからな伯はく爵しやく！　俺は言うぞ、ああ、言ってやる。俺に背を向けたら、俺は後ろから撃つぞってな、正義の味方が俺に許しの言葉を言う前に言ってやる！　最初から断言してやる！　それでもお前は背を向けるのか!?　それでもお前は許すのか!?」

　暫しばらくの間、ダンスホールにはヴォッドの荒い呼吸音だけが響いていたが──

【そう言うと思っていたよ、偉大なる小悪党】

　子爵は再び血の一部を宙に浮かべ、そのまま静かに文字を綴つづる。

【君は確かに小物だが──命乞いや、相手の靴を舐なめるような真ま似ねは決してしない。その点に関しては、私は君を尊敬してすらいる】

　その文字を紡つむぎながら、子爵は再び赤いツララを宙に構えた。

【よろしい──君に敬意を表して、完全な敗北を君に与えようではないか！】

　その言葉と同時に、ツララは解き放たれる。

　先刻以上の勢いで、ヴォッドの身体へと向かう子爵の欠片かけら。

　それはまるで赤い弾丸の様ように、赤い杭くいとなりてヴォッドの心臓を貫く為に──

　ヴォッドは足を振り上げようとしたが──電流のダメージが残っているのか、膝ひざが震えて片足を持ち上げる事ができない。

　彼はそれを確認すると、一瞬だけ瞳を閉じ──次の瞬間、覚かく悟ごを決めたように目を開ける。

「──へッ」

　心臓に迫る赤い杭を睨みながら、ヴォッドは自じ虐ぎやく的な笑みを浮かべて最後の時を待つ。




　刹せつ那な──霧が集まった。




「……」

　ヴォッドの目の前には、一人の少女が立っていた。

　まだ幼さの残る、道どう化けのメイクをした少女。

　小さく肩を震わせながら、はっきりと身体からだを実体化させて、赤いツララを握り締めている。

　その先端は少女の胸に触れるか触れないかのところで止まっていた。

　ツララが止まったと解わかった次の瞬間、道化娘むすめは真剣な顔つきになって子し爵しやくに言葉を浴びせかけた。

「約束したはずだよ、子爵様！　私があなたの言う事を聞けば、ヴォッド様の命は助けてくれるって！　殺さないって滅ぼさないって！　ね、もういいでしょう？　もう十分だよ！　だから、だからヴォッド様を殺さないで！」
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「────」

　呆あつ気けに取られ、複雑な表情をするヴォッド。

　彼に対して、子し爵しやくの文字は意地の悪い文を組み上げた。

【どうかね？　……完璧な敗北感だろう？】




　道どう化け娘むすめに庇かばわれているヴォッドに、文字はなおも追い討ちをかける。

【悪党にあえて聞くが──君は、道化娘の身体からだを貫いて正義の味方を撃つかね？　そんな悪党ならば──最初から正義の味方は見逃したりしない。もし見逃して彼女を殺させるようなら──それはなんとマヌケな正義の味方だろうか？　……と言いつつも、君が道化娘を殴なぐり飛ばしたりしないか、内心ドキドキしているわけだが】

　その文を最後まで読む事無く、ヴォッドは横に倒れている閑しず音ねを担かつぎ上げた。

【ぬ？　彼女をどうする気かね？】

「どうするもこうするも……手当てしなきゃ死ぬだろ。いくら食鬼人イーターっつってもよ」

【無論私が治療するつもりではあったが──君がどうして】

　ヴォッドは暫しばらく考えこむと──笑った。

　それは下げ卑びた笑いで、三さん下したの悪役が似合うような笑い。サングラスの下で目を細めながら、ヴォッドは次第に自分を取り戻し始める。

「伯はく爵しやく、手前てめえよ、俺おれが裏切られたと思ったんだろう？　こいつが俺を散々ぱら利用して、そのまま俺を捨てたと思ってんだろう？」

　背筋を伸ばし、血まみれの女を肩に担かつぎながら、まるで自分以外の世界全すべてに挑いどむかのような態度で──笑う。

「逆に決まってんだろ馬ば鹿か野や郎ろう！　俺がこの女を利用したんだよ！　俺は知ってたよ！　最初から全部知ってたに決まってんだろうが！　こいつが俺を殺そうとする事も、何もかもな！」

【私が道化娘を見逃すこともかね？】

　意地の悪い質問に、ヴォッドは楽しそうに楽しそうに頰ほおを歪ゆがませる。

「──信じてたぜ、伯爵」

　後は後ろを振り返ることも無く、ダンスホールの入り口から立ち去って行った。

「手前はガキを殺すような奴やつじゃねえ。絶対にな」

　その背中に──見える筈はずのない文字を向けながら、子爵はヴォッドの姿を見送った。

【──子爵だよ、若き市長】
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　私が消えると思った時、子し爵しやく様が私に言った。

【道どう化げの少女よ、私に協力する気は無いかね？】

　駄だ目めだよ、私はヴォッド様の部下だから。裏切ったりできないよ。

【その忠義とは、彼の生き様ざまに対してのものか、それとも彼自体の存在に対するものか】

　どういう事？　よく解わからないよ。私はただ、ヴォッド様が笑うのが見たいの。もう一度、ううん、何回でも見てみたいの。だから、ヴォッド様には長生きしてほしい。

【ならば道化娘むすめよ、我が配下となりて、その身より彼の延命を進言してはどうかね？】

　……進言すると、ヴォッド様を助けてくれるの？　あの女からも助けてくれるの？

【忠臣の進言は、己の信念を曲げるものでない限りは聞き入れるつもりだが？】

　私は暫しばらく考える。このまま消えちゃったらヴォッド様を助けられない。

　この人が信用できる人かどうかはわからないけれど、この人が裏切ったとしても、もしかしたらヴォッド様を助けることができるかもしれない。

　力が無くて弱い私だけど、生きていれば何かできるかもしれない。

　ヴォッド様の笑顔を見られるかもしれない。

　それで私は────ヴォッド様をうらぎった。







　城から街に向かう緩ゆるやかな車道。

　明るい街灯の割に人気は無く、静かな空気が周囲を包み込んでいたのだが──

「来るんじゃねえ！　道どう化けぇ！　もしついて来やがったら、俺は手前てめえを一生無視するぞ」

　肩に閑しず音ねを担かついだヴォッドが、突然大声をあげて立ち止まった。

　──どうしよう。やっぱり怒ってるんだ。

　霧の状態のままついて来たのはいいが、どうやら完全に気付かれているようだ。

　道化娘むすめは霧から姿を実体化させ、不安げな表情のままで俯うつむいている。

　そんな少女に──ヴォッドは振り向かぬまま言葉を紡つむぎ始めた。

「わかるか？　俺おれはいい気分なんだよ」

　らしくないヴォッドの言葉に、道化娘は無言のままで首をかしげる。

「俺はお前らに裏切られて、どん底まで落ちた。しかも人望がねえのは自じ業ごう自じ得とくだからな、誰からも同情されねえってのも解わかってる」

　道化娘は否定しようとしたが、ヴォッドは話を途切れさせようとしない。

「だがな、道化。這はい上がる快感って奴やつを、俺は誰よりも誰よりも知っている。ああ、そうさ、また一から快感を踏みしめて這はい登って自分以外の全員を叩たたき落としてやる。それが俺の生きる目的だからな」

　徐々に語気を強めるヴォッド。背中越しに、いつもの下げ卑びた笑いが見えてくるかのようだ。

「だから道化！　その楽しみを奪うんじゃねえ！　今回はな、やっぱ人任せだったから良くねえや。俺が俺一人で俺の力でもう一度、いや、何度でも何度でも這い上がってやらぁ！　それでな、道化。……俺は、取り戻す。手前も、手品師も、変身野や郎ろうも、力も！　何もかも何もかも！　俺が俺の力で取り戻す！　これほど楽しい事があるか？」

　そこで一いつ旦たん言葉を止め、道化娘を振り返った。

「だから道化、手前はただ待ってろ。いや、ただ待ってるんじゃだめだ。伯はく爵しやくに忠誠を誓って、何でも言う事を聞いてやれ。俺を殺せと言われたら全力で殺しに来い！　その時はよ……俺が全力でお前を奪い返してやる」

　小物な悪党が、分ぶん不ぶ相そう応おうな夢を語る。

　だが、道化娘は──その夢が絶対にかなうと確信していた。

「俺は俺の為に、俺だけの為に──いつか全すべてを取り戻す」

　そこに浮かんでいたのは──かつて道化娘が見た、あの笑顔だった。

「──それまで待てるな？　道どう化け」

　道化はただ、無言のまま──満面の笑みを浮かべて頷うなずいた。

　それを確認すると、ヴォッドは静かに歩み始めた。

「じゃあな、道化……子し爵しやくの野や郎ろうによろしくな」





†






　ヴォッドが襲しゆう撃げきする、少し前のこと──

　変身を繰り返す吸血鬼が、子爵の前から逃げ出した後──ミヒャエルとフェレットは森に戻り、彼の姿を探すことにしたのだ。

　だが、探すまでもなく──森に入った途端、ヴァルの方から二人の前に姿を現した。

「……僕に、とどめでも刺しに来たの？」

　ヴァルは少年の姿をしていたが、先刻よりもずっと弱々しい姿で、今にも消えてしまいそうな印象を受けた。

　フェレットがその変わりように驚いていると──ミヒャエルは特に気にした様子もなく、自分の携帯電話をヴァルに向かって放り投げる。

「えと、さっきの画像、消しておいたから安心して」

　すると少年は、信じられないような目をしてミヒャエルを見返した。

「なんで……」

「え？　正体ばれると困るんでしょう？　大丈夫、大丈夫、誰にも言わないから」

「お前は──人間だろ？　怖くないのか？　不気味に思わないのか？　俺を──」

　疑るようなヴァルの言葉に、ミヒャエルは何の躊躇ためらいもなく頷うなずいた。

「俺はね、吸血鬼の子が好きなんだ。だから俺は、吸血鬼というだけでは怖がったりしないよ。それをしちゃったら、吸血鬼の彼女を好きじゃないって事になっちゃうから」

「なぁッ……！」

　ミヒャエルのあまりにも堂々とした発言に、フェレットは思わず絶句する。

　少年は不思議なものを見るような目でミヒャエルの事を見ていたが──やがてその口を開いて──

「ありがとう──」

　即座にフェレットと同じ姿に変わり、ミヒャエルの頰ほおにキスをした。

「なッ……!?」

　これにはミヒャエルとフェレットは同時に絶句し──

　次の瞬間、フェレットは顔を背そむけながら呟つぶやいた。

「……嫉しつ妬となんかしませんからね」

「それはつまり、今まさにこの瞬間嫉しつ妬としてるという事であって、今まさに君の思いを僕は確かめられブキャァァ」

　力の籠こもった裏うら拳けんに張り飛ばされて、ミヒャエルは幸せそうに意識を失った。




　それから、ほぼ丸一日が経過して──

　バルシュタイン城の中は、静かな喧けん騒そうに包まれていた。

「……結局、ヴァルの正体ってなんでしたの？」

「秘密秘密。それより僕はこの、君の大荷物の正体の方が気にな──うぷわ」

　自分の身長ほどもある荷物を押し付けられて、ミヒャエルは何度も転びそうになっている。

　事件から一夜明けて、フェレットやレリック達はとりあえずの休息をとっていた。

　日が沈みかけ、丁ちよう度ど二人が眠ねむりから覚めた頃──港の方から、港湾事務所に預けてあった荷物が運ばれてきた。

　数十名にも及ぶ、城の使い魔の面々を伴って──




「あの、いいんですよマジーさん。僕が運びますから！」

　眼鏡めがねをかけたマジシャンが自分の荷物を運んでるのを見て、レリックは慌あわてて止めに入る。

「いいえ！　レリック様、これぐらいさせて下さい！　私めはこういう事でしかお役に立てない吸血鬼ですから！　使い魔と蛇へびやフクロウと同じような者とお考え下さい！」

「そ、そんな」

　力を解放した夜──狼おおかみの口の中に放り込んで脅おどかしただけなのだが、それ以来すっかりこの調子だ。強いものには徹底的に従う人間のようで、レリックが強い限りは忠誠心は強そうだ。

「いつか色々な組織を乗っ取って、私を幹部にして下さる日を夢見ています！　私はそのお手伝いができればと──」

「……ストレートな人ですね」

　マジシャンはふと立ち止まり──ヒルダやミヒャエルを手伝う使い魔達を見て呟つぶやいた。

「この島は──不思議な島ですね」

「え？」

「日本にいた頃は──ここまで吸血鬼や異い形ぎようが密集している地域などには存在しませんでした。それなのに、この島は──まるで外からどんどん集まってくるようです。異形を惹ひき付ける、なにかがあるのでしょうかね」

「さあ……でも、僕はこの島好きですよ？　マジーさんも多分好きになると思います」

　一日前にあれだけ酷ひどい事を言った『手品師』に対し、少年は何事も無かったかのように接している。それがこの少年の本分なのだろうと思い、マジシャンは静かに目を閉じ、答える。

「既に気に入ってますよ、この島。……あの使い魔の人達も、いい人そうですしね」

　少年は力強く頷うなずいて、戻ってきた使い魔達の列を見た。

　だが──

「……あれ？　なんか数が増えてるような……」

　レリックが手近にいたメイドに尋ねると、少し困ったような笑顔で答えが返ってきた。

「ええ、本土の港で私達を誘ってきまして──色々あって、結局ついて来てしまいましたの！」

　ちらりと横目で見ると、妙にテンションの高い吸血鬼達が「はいはいはい、今日はきっと俺おれ達の歓迎パーティだひゃっほう！」「メ・イ・ド！　メ・イ・ド！」「日本に……メイドさんの出張サービスできたの知ってる？」「家政婦は見た？」「いや、本当にジャパニメーションに出てくるようなメイド」「ジャップめ……フフフ？」「Ｊ・Ａ・Ｐ！　Ｊ・Ａ・Ｐ！」というような、奇妙奇き天て烈れつな会話をしながらテキパキと仕事をしている。

「ふ、ふーん……」

　──まあ、城は地下にも広いから、十人ぐらい増えてもなんとかなるかな。

　人じん狼ろうや魔女や吸血鬼、緑色の服を着たメイド達に混じって、カルギラを始めとした駆く除じよ屋の面々も働かされている。

「あれ……まだ支配を解いてないの？」

「うちの親父おやじ達は元に戻ったのに、なんでよ？」

　ヒルダとミヒャエルの問いかけに、道どう化け娘むすめはわざとらしく笑って見せる。

「アハハッ！　子し爵しやく様がね、このまま返して無実の吸血鬼が殺されるかもしれないのもなんだから、教育するんだって！　センノーって奴やつだね！」

　道化娘はそこで言葉を止め、ヒルダに向かってまじめな表情になって呟つぶやいた。

「あのねあのね、支配した時に解わかったけど──君のお父さんもお母さんも、本当に君の事を心配してた。自分達の事よりずっとずっと。許すか許さないかは君達が選ぶことだけと、それだけ伝えておきたかったからさ」

「──うん、ありがとう」

「許す？　何を今更！」

　少し複雑な表情で呟くヒルダとは対照的に、ミヒャエルは豪ごう快かいな事を言い放つ。

「僕はこの程度の妨害は予想してたよ。可愛かわいい吸血鬼のお姫様に恋したんだ。分ぶん不ぶ相そう応おうだってのは百も承知だよ。親父おやじやお袋ふくろの妨害なんか、本人にフラれてるという最大の障害に比べたらなんのその！」

「アハハ！　貴方あなたの事を嫌ってるお姫様、きっとまだ見る目が無いだけだよ！」







「ゲル坊、一人で一年も留守番なんて怖くなかったかや？」

　腰の曲がった老ろう婆ばが、血溜まりに向かってヨボヨボと告げる。

【ははは、何を馬ば鹿かな！　子供ではあるまいし、スリリングな毎日を満喫させてもらったよ！】

「なーにが『すりりんぐ』だでや。こっちゃあゲル坊が私らのいない間に干ひ上あがったりしちゃいねえかってドキドキしてたでな。わたしらから見れば、おめさもまだまだ子供だで」




「あのお婆ばあさんがゾブだよ？」

「ええッ！　だって前に会った時は……」

「人じん狼ろうに変身すると身長も腰も伸びるんだ。年とかあんま関係無いみたい」

　レリックとヒルダが何気ない会話をしていると──唐とう突とつにヒルダが話を切り出した。

「昨日の、閑しず音ねさんていう人だけど」

「な、なあに？」

　本物のレリックは、昨日気配を殺してダンスホールの屋根裏から事の次第を窺うかがっていた。ヒルダの危機に何度か力を使おうとしたのだが、蝙蝠こうもり一匹出せないほどに疲労している常態であり、子し爵しやくがヴァルを身代わりに立てなければ危ないところだった。

　だが──彼には気になる事が一つあり──ヒルダはまさに、その一点を突いてきた。

「閑音さんって人がね、貴方あなたに誘われたとかなんとか」

　痛恨の一撃。

　吸血鬼の多くは汗をかかないのだが、レリックは心の中で大量に冷や汗をかき始める。

「食鬼人イーター特有の妄もう想そうだよ。じ、実は吸血鬼の血には幻覚作用があるんだ」

「フェレットさんに全部聞いた」

「ごめんなさい」

　レリックは素直に謝る事にした。

　内心、これでもうおしまいだと人生に絶望していたのだが──

「今度、また旅に行くって本当？」

　無邪気な笑顔を崩す事無く、ヒルダが小さな声で問いかけてきた。

「え？　う、うん。今度は使用人さんとか抜きで、一人で行こうと思ってる」

「それに、私も連れて行ってくれたら許してあげる」

　彼女の出してきた破格の提案に、レリックは子供の様ように瞳を輝かせる。

「え……も、もちろん！」

　レリックが己の内面をバラ色に染めていると──最後に彼女がヘビーな条件を載のせてきた。

「私を吸血鬼にするか、支配するか、それともこのままか──その旅の間に決めてね！」







　荷物運びも一段落したところで、レリックは養ち父ちに尋ねてみた。

「ねえ養と父うさん。どうすれば僕も養父さんみたいになれる？」

【む？　まず特殊なバクテリアを血液中に──】

　教科書のような字体で語り始める養ち父ちに対し、レリックは慌あわてて手を振った。

「いや、身体からだじゃなくて──どうすればさ、どんな時も冷静でいられるのかなって」

【自分では結構熱くたぎっているつもりなのだが……。ふむ、冷静でありたいのならば──紳しん士し、紳士たろうと心に決めよ。己の存在に誇りを持ち、他者を尊ぶのだよ】

「もうちょっと具体的に」

　それが難しいのだとばかりに、レリックはなおも食い下がる。

【簡単さ────己の心にテーブルと椅い子すとティーセットを置く、それだけでいいのだよ。この世の全すべての人間が紳士たれば、問題は８割がた解決する。もっとも、紳士なればこそ戦いを選ぶ思想も存在する。それが難点といえば難点だが、真の紳士ならばあらゆる事態を受け入れて微笑ほほえみかけるべきであろう。そうは思わんかねレリック】

「そっか……うん、がんばってみるよ」

　レリックが液体の養父に微笑ほほえみかけたところで──

「子し爵しやく様！　なんですかあのダンスホールの有様は！」

　緑色のメイドが一人やってきて、鬼おにのような目つきで主人である血溜まりを睨にらみつける。

　子爵は液体の身体をビクリと震わせると、物凄すごいスピードで言い訳の文章を組み立てた。

【客人として『見上げ入道』がやってきて、ついつい見上げてしまったのだよ。一生の不ふ覚かく】

「噓うそをつかない！」

【ＺＺＺ……】

「寝ない！」

【まあ、気にしないでくれたまえよ☆】

「血文字で星を作らないで下さい！　気持ち悪い！　だいたい子爵様は何い時つも危ないことばかりして！　子爵様はこの城の中で一番ケンカが弱いんですから、もっと自じ重ちようなさって下さい！　この前も映画に影響されて、持てもしないのに『二挺ちよう拳けん銃じゆうカラテ』とかいうわけの解わからない通信講座なんかをネットで申し込んで！　そんなことですからヴォッドみたいなロクデナシが市長に………………」




　緑色のメイドの説教を聞きながら、子爵は息子むすこの前にこっそりと文字を生み出した。

【ヒルダ嬢じようのことで悩んでいるようだが──レリック、お前が彼女を愛しているなら、その信念を持って──どうするか悩み続ければいい。信念は、悩む事によってのみ研とぎ澄まされる】

「えッ……」

【その上で、お前は彼女に対する答えを貫き通せばいい。例えお前の欲求がその道を拒こばんだとしてもだ】

　吸血鬼としての本能を肯定も否定もせずに、血溜まりはただ、微笑むように文字を綴つづる。

【永遠に成長し続ける信念は────決して本能などに負けはしないのだから】







　僕の家族の話をしよう。

　最近、僕には家族が増えたんだ。

　妹と養と父うさんの他ほかに──ヒルダとミヒャエル。それに、ピエロみたいな女の子や、どんな人間や吸血鬼にも変身できる人、それと少し悪い人っぽいマジシャンの人、他ほかにも沢たく山さん──

　それに、使い魔の人達も今まで以上に家族だって思えるようになった。

　きっと、この何日かで色々吹っ切れたからだと思う。

　でも、養父さん程じゃない。

　養父さんにとっては、街の人がみんな家族みたいなものなんだ。森の奥に住む怪物みたいな吸血鬼や、ヴォッドみたいな人でさえも。もしかしたら、今まで出会った人をみんな家族だと思ってる。それは馬ば鹿かなことなのかもしれない。でも、馬鹿な事を貫き通そうとしてるからこそ、僕は養父さんを尊敬してるんだ。

　だから、養父さんにはあの血溜まりの姿が一番似合ってるのかもしれないとも思う。

　どんな形にでもなれる、自由で熱い色をしたあの姿がね。




　ああ、養父さんの背中を追ってばかりじゃ駄だ目めだってのは解わかってる。

　いつか僕は、養父さんの背中を追い越してみせる。

　ただ──何ど処こが背中か解らないから、とびきり苦労しそうなんだけどね。
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[image: 余章　棺の街の市長]






















　木き島じま閑しず音ねが目を覚ますと、そこにはサングラスを外したヴォッドの姿があった。

　窓からは明るい光が差し込んでおり、周囲の様子から察するに、どうやらどこかの病院の個室のようだ。

「やあ、気が付いたみたいだね。丁ちよう度ど見舞いに来た時でよかったよ」

　サングラスをかけている時とは全く違う口調で、閑音の顔を見て微笑ほほえんだ。下げ卑びた笑いではなく、爽さわやかな印象を与える笑顔だが──どこか作り笑いのような雰囲気がある。

　そして──閑音は思い出す。自分がここで目を覚ます前に、一体何があったのかを。

「あなた……ッ！」

　閑音はベッドから跳はね起きるが、身体からだが思うように動かない。

「一週間も寝ていれば、そりゃ食鬼人イーターといえども鈍るもんだよ。あの血の量でよく生きてたもんだと思う。そういう意味では、流石さすがは食鬼人イーターっていうべきかな」

「……なんなの、その喋しやべり方」

「私は一応市長なんだけどね。私が市議会で、素の調子で喋しやべってるとでも思ってたのかい？」

　閑しず音ねは警けい戒かいを解かないまま、相手の様子を窺うかがった。敵意はなさそうだが、隙すきがあるわけでもない。そもそも、裏切った自分を手当てしているという事実が納得できない。

「……そういうのを演じるのは、嫌いなタイプだと思ってたけど？」

　長い付き合いだったが、ヴォッドの今の顔を見るのは初めてだった。これで信頼できる間柄だなどと思っていた自分に腹が立つ。ごちそうさまなど言わなければ良かった。

「私はね、負けず嫌いなんだ」

「どういう意味？」

「島の主であるゲルハルト子し爵しやくに低く見られるのが嫌いやでね、だったら自分は表の世界で街を支配してやる。そう思ったんだ。単純な話だろう」

　まるで子供のような雰囲気すら感じさせる青年に、閑音はだんだん不安を覚えてきた。目の前にいるのは本当にあのヴォッドと同一人物なのだろうか。

「市長になってみると、今度は犯罪者に負けたくない、不景気に負けたくない、この島にある他ほかの三つの街に負けたくない。そんなのばかりで、もう止やめるに止められない状態さ」

「……なんで私に、そんな話をするの？」

　その問いかけに答える前に、ヴォッドは荷物を持って帰り支度を始めた。

「私がどれだけ負けず嫌いかというのを、知っておいて欲しくてね」

　窓から見える街の景色を見て、市長はその平和な光景を慈いつくしむように微笑ほほえんでいる。

「ここの病院は私や伯はく爵しやくの息がかかってるから、医者に言えば色々用意してくれるよ」

「色々？」

「例えば──血液パックとか」

　その言葉が何を意味しているのか、閑音には全く理解できなかった。

　だが──次の言葉を聞いて、最悪の想像が頭を過よぎる。

「君は日光が平気なタイプらしい。良かったねえ」

「……？　……。……!?　まさ……か……」

　閑音はある事に気付き、自分の身体に目を向ける。『手品師』に食い千ち切ぎられた筈はずの手の肉が綺き麗れいに再生しており、腹に穿うがたれた大きな傷の感触も窺えない。

　何より、身体がなまってはいるものの、怪け我がによる痛みなどが一切感じられなかった。

「まさか……まさか貴方あなた……！」

　相手の顔が絶望に染まっていくのを見て──ヴォッドは満足そうに笑って見せた。

　市長としての作り笑いではなく──いかにも小こ悪党といった感じの、下げ卑びた笑いだ。

「言っただろ？　俺は負けず嫌いだってよ」

「まさか……まさか！」

　閑音は自らの首筋に手を置き、そこに二つの丸い傷跡があることを確認する。

「やっぱ裏切られっぱなしじゃ、腹が立つからな──あの時の言葉、そっくり言い返させてもらおうか」

　絶望に染まる閑しず音ねの顔をのぞきながら、ヴォッドは恭うやうやしく一礼して見せた。

「木き島じま閑音──ごちそうさま」




「ある意味、食鬼人イーターの業ごうから解放してあげたんですから──感謝して欲しいぐらいですよ」

　再び市長を演じながら、ヴォッドはガクガクと震え続ける閑音に声をかけた。

　だが──帰って来た言葉は、とても16歳さいの娘むすめとは思えない、深い怨えん嗟さに満ちた声色だった。

「許さない……」

　実際、彼女には解わかっていなかった。はたしてこの結果が自分に何をもたらすのかを。彼の言うように食鬼人イーターとしての自分から解き放たれたのかもしれない。あるいは、新たな地獄に叩たたき落とされたのかもしれない。

　だが──彼女には生きる目的が必要だった。今までの生き方を全すべて否定された今──彼女は必死に自分の存在理由を考え続ける。

　何でもいい、生きるための目的ならば、自分を失わぬための目的ならばなんでも構わない。例え自分以外の全すべてを壊こわしてでも──

　そして彼女は──目の前の男に復ふく讐しゆうする事を誓った。自分自身の人生を壊した事への復讐を、目の前にいる男に対して遂げる事を目的としようとした。

　食鬼人イーターとなって復讐を忘れた彼女が、今度は自分自身の復讐へと生きる目的を摩すり替えた。

　哀れなまでに滑こつ稽けいで愚かな話だ。自分でそう解っていたが──その思いすらも、強い恨うらみで塗りつぶしていく。

「私は──貴方あなたを絶対に許さない」

「それはどうも」

「貴方は……殺さない──この街を──この島を……壊してやる。貴方の街を、絶対に、どんな手を使ってでも、この島の幸せを……覚かく悟ごしなさい」

　最後の言葉を告げた時──気のせいか、ヴォッドは彼女が笑ったような気がした。

　だが、それを確認する事はしなかった。市長はもう、彼女の姿を見てはいなかったのだから。

　怨えん嗟さの言葉を聞きながら、ヴォッドは足音も立てずに扉に向かう。

「なら、私は守るまでです。汚職でもなんでもして、どんな汚い手を使ってでも市長の座に齧かじりついて、あらゆる手を使って──貴女あなたの手から街を守ります。それが市長としての私の役割ですから」

　閑音の方を振り返る事無く、彼は淡々と自分の信念を語り続ける。

「私は市長ですよ。私以外の誰かがこの街を傷つけるのならば、いつでも相手になります」

　扉を大きく開きながら──ヴォッドは最後に、サングラスをかけて呟つぶやいた。
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　あとがき




　どうも、お久し振りです、もしくはハジメましての成なり田たです。

　今回はこの『ヴぁんぷ！』を手にとっていただきましてありがとうございました！

　タイトルに関しては今回も様々ないきさつがありました。最初は編集長が『ヴぁんぷ天国』という案を提案したのですが、既にそういうタイトルの漫画があるという事で没。で、私の案との折せつ衷ちゆう案あんで今回のタイトルとなりました。

　私が提案していたのは『血!?』『血っす！』『ぶらっどふぉーむ！』『ブラクラ！』でした。……なんか全然折衷してないような気もしますがきっと気のせいです。

　ちなみに某ぼう撲ぼく殺さつ作家の人にも聞いてみたところ、「……『ヴァンヴァンヴァン！』か『チュウチュウ！』ですね……」との事。どうやら私の作品は『！』はディフォルトらしいです。……電撃で書くにあたって、私はどこか方向性を間違ってしまったのかもしれません。




※以下、激しくネタバレ含みます。

　さて、今回は吸血鬼物でした。メジャーなジャンルです。売れ線です。常に大ブームです。

　そう書くと「成田の野や郎ろう、とうとう売れ線に走りやがったか」などと言われそうですが、それは誤解です。デビュー作の『バッカーノ！』の時から、私は常にメジャーな売れ線を狙ねらい続けて書いてきました！　……と言っても誰も信じてくれないし自分でも自信がもてないのでもういいです。正直に言うと自分の書きたいものだけ書いてきました。そして、今回のこの話も自分の書きたいものを書いた形になります。私は個人的に『イロモノ』と呼ばれるものが大好きでして、普通なら脇役や狂言まわしになるようなキャラを主人公に持ってきたくて仕方が無い性しよう分ぶんのようです。今回の主人公にしても『形状』からして……これ以上言うと出版社や本屋の人達に『手前てめえ売る気がねえのか』と杭くいを持って迫せまられそうなのでやめておきます。




　ともあれ、吸血鬼です。しかしプロットを出した時点で電撃には『吸血鬼のおしごと（鈴すず木き鈴すずさん著）』という吸血鬼物があります。私は六巻まで読んでいて、あとがきなどで七巻で完結という事を知りました。そして鈴木さんは３月に本を出すらしい。じゃあ、５月に向けて書けば入れ替わりで丁ちよう度どいいや！　──そんなノリで先月の『デュラララ!!』に続く二ヶ月連続刊行を決意したのですが────

「え？　３月に出すのは吸血鬼じゃないです。新作です」

　という台詞せりふを鈴木鈴さんから直ちよくで聞いて、早くも計画が瓦が解かい。もうお終いだと思って狼ろう狽ばいしていると、担当の鈴木編集長や和わ田ださんから「んー、大丈夫大丈夫。君の作品読んで『吸血鬼のおしごと』と同じジャンルだなんて思う読者はいないから」と、喜んでいいのか悪いのか微妙な事を言われました。

私「……いやでも、ほら、同じ吸血鬼物ですし。うえおさんの『悪魔のミカタ』も吸血鬼の話に突入していることですから、ここにあっしなんざが割り込んでも……」

和田さん「いやいやいやいやいやいや、君の芸風とはかぶんないから」

私「芸風!?」

編集長「っていうか、お前のこれさ……本当に吸血鬼物……なのか？」

　──というわけで、安心して？今月出す事とあいなりました。

　吸血鬼に関する作品は大好きでして、映画や漫画、小説など様々な媒ばい体たいで読み漁あさっていたりします。それだけに他ほかの作品とネタがかぶらないかとドキドキしたりもしております。

　この吸血鬼というジャンルは奥が深いような浅いような、掘ろうと思えば底が無く、他との境目も極めてあいまいという奇妙な形態をしていると思います。血を吸うという特徴だけでくくるならば、世界中に無数の吸血鬼伝承が存在しています。

　その中で──現在『吸血鬼』と聞いて思い浮かべるイメージは、殆ほとんど映画で作られたものです。しかし、多くの人々に吸血鬼の特徴を違和感無く浸透させるというのは、やはりそれだけの力がその映画にあったという事なのかもしれません。私もいつかはそうしたスゴイ作品を書けるように精しよう進じんしたいと思います。まずは文章力の向上から……道は果てしなく遠い気が。




　さて、結局ヴァルの正体が謎なぞのままじゃないかと言う皆さん。実はこの本のどこかで彼？の正体はしっかり明かされていたりします。二巻は恐らくヴァルか市長が主体の話になると思いますが、出るかどうかはこの本の売れ行き次第です。




※以下はいつもどおり、御礼関係になります。

　いつもいつも御迷惑をおかけしております鈴すず木き編集長、並びに編集部の和田ぱぴお様。

　毎度毎度仕事が遅くて御迷惑をおかけしている校閲の皆様。並びに本の装飾を整えて下さるデザイナーの皆様。宣伝部や出版部、営業部などメディアワークスの皆様。

　いつも様々な面でお世話になっております家族並びに友人知人、特に『Ｓ市』の皆様。

　色々な場所でお世話になっております電撃作家並びにイラストレーターの皆様。特に作品中のとある部分に関して色々教えて下さった三み上かみ延えん様。

　今回も私に妙な外見の設定ばかりを押し付けられながらも、ハードスケジュールの中で素す晴ばらしいキャラに仕上げて下さったエナミカツミ様。（今年からイラストレーターとして独立なされたそうです。応援しております）

　そして、四シリーズ目となる私の妙ちきりんな本に目を通して下さった皆様。

　────以上の方々に、最大級の感謝を────ありがとうございました。




２００４年３月　自宅にて

『血を吸う宇宙（佐さ々さ木き浩ひろ久ひさ監督作品）』を見て唇くちびるが発狂しそうになりながら。





成なり田た良りよう悟ご
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成なり田た良りよう悟ご

　吸血鬼話を書いている最中に胃の調子が悪くなったので、血液検査をして貰う。自分の血のどす黒さに怯える皮肉な日々（静脈血なので黒いのが普通ですが）。

　クロマティ高校のＤＶＤを買ったらマスクがついてきたので、せっかくだからと使用するそんな23歳。
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イラスト／エナミカツミ

最近フリーになって、イラストの描き方をいまさらながら本格的に勉強中。映画好きで、映画の登場人物のように見分けがつく人間の顔を描くのが目標。
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